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			異世界の迷宮都市で治癒魔法使いやってます③

			幼馴じみ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。
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			番外編　赤毛の冒険者

		

	
		
			第１話　誤解

			　

			　……どうしてこうなった。

			　俺は半ば呆(ぼう)然(ぜん)としながら、下を向いて震え続けるフランを眺めていた。

			「ご、ご主人様……わ、私は……ご主人様が結婚しても……お、お側にっ……」

			　すぐ近くから、声が聞こえる。

			　誰の声かと言えば、俺の奴(ど)隷(れい)でもあるダークエルフの少女、ユエルの声だ。

			　ユエルは俺の腰にしがみつき、顔を埋めながら今にも泣きそうなくぐもった声を出していた。

			　ユエルがなぜ、こんなにも悲しんでいるのかと言えば、そう、今ユエルが言った結婚という単語、これが原因だ。

			　

			　三日前、街を襲った毒霧の魔物、クランクハイトタートル。

			　騎士団とともにその襲撃を乗り切った俺たちは、この領主主催の食事会に招待された。

			　そして、街道を荒らし、ユエルの顔に傷をつけた魔物であるアーマーオーガを討(とう)伐(ばつ)した功績や、増水した川に落ちそうになったフランの命を救ったこと等を評価され、二五〇万ゼニー、日本円にして二五〇〇万円もの報(ほう)酬(しゆう)を受け取った。

			　ここまでは良かった。

			　……問題は、この先だ。

			「いやぁ、本当に良かった！　あの男嫌いだった娘が、まさか結婚相手を連れてきてくれるとは！　しかも、相手は娘の命を身を挺(てい)して救った優秀な治(ち)癒(ゆ)魔法使い。良い、とても良いじゃないか！」

			　満面の笑みを浮かべながら、全身で喜びを表現する領主のおっさん。

			　もちろん、俺はフランと結婚するつもりもなければ、そんな話は聞いてすらいない。

			　けれど、なぜかこの領主の中では俺とフランは結婚することになっているらしい。

			　そして、その誤解が広まったせいでこの状況だ。

			「フラン、考え直した方が良いよ！　シキはとってもエッチなんだよ!?　フラン、そういうの嫌いだったでしょ!?」

			　領主の言葉を聞いて、赤毛の冒険者の少女、ルルカが混乱した様子でフランに声をかける。

			　やはり、ルルカも相当驚いているようだ。

			　でも、ユエルの前でそういうことは言わないでほしい。イメージが崩れるし。

			「やっぱり……私は……の実力もないし……」

			　エリスに至っては、硬い表情で俯(うつむ)いて、独り言を呟(つぶや)いている。

			　しかし、エリスに誤解されるのはまずい。

			　あの性格のキツイ貧乳と結婚して、美人で巨乳なエリスとひとつ屋根の下で暮らす生活を手放す。そんなことはありえない。

			　どうしてこんなことになったのかはわからないが、早く誤解を解かなければっ……！

			「ま、待ってくれ！　俺は結婚なんてしない！　そんな話は聞いてない！」

			　反射的に叫ぶと、周囲の騎士、領主、討(とう)伐(ばつ)に同行した治(ち)癒(ゆ)魔法使いやユエルたち、大勢の視線が俺に集まった。

			　そして、わずかな間を置いて、その視線がフランに集まっていく。

			　顔を伏せて、スカートの裾を強く握りながら震えているフラン。

			　そのフランは、何かを躊躇(ためら)うように口を小さく開いたり、閉じたりしてる。

			「えっと……あの……」

			　フランは周囲を見渡すと、向けられた視線に気づいたのか、また顔を伏せる。

			　それから、観念したように脱力し、ゆっくりと口を開き、

			「……その……これは……ご、誤解だったの」

			　そう呟(つぶや)いた。

			　

			「……つまりは、そこの領主様が勝手に俺とお前の関係を勘違いしたから、ついつい魔が差してそれに乗ってしまったと。そういうことなのか？」

			「はい……」

			　フランは周囲の目を気にするように、ぷるぷると震えながら何があったのかを話した。

			　一言で言えば、領主の勘違いだったらしい。

			　ことの始まりは一昨日(おととい)。

			　領主は、街に帰ってきた討(とう)伐(ばつ)隊本隊の騎士から、今回のクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)の報告を受けた。

			　その時に「フランの危機を命がけで救った男が行方不明になってしまった」という話を聞いたらしい。

			　フランはあの性格だ。フランに好印象を持つ男というのは、なかなかいない。

			　命をかけてまで守ってくれるような人間なんて、それこそ、それが仕事の騎士ぐらいだろう。

			　そんな中、なんの義務もないただの治(ち)癒(ゆ)魔法使いが、それをやってしまった。

			　ここで領主は、フランとその治(ち)癒(ゆ)魔法使いがただならぬ関係だと勘違いしてしまったらしい。

			　実際には、俺は俺自身が川に落ちるなんて思ってなかったし、フランを助けても、クランクハイトタートルの足の遅さなら逃げられると踏んだからこそ、フランを助けた。

			　川に落ちたのは、地面が崩れるのは想定外だった、というだけだ。

			　しかし、領主は勘違いした。

			　男嫌いの娘を、命をかけてまで守ってくれるほど愛する男性が現れたと、勘違いしてしまった。

			　そして、捜(そう)索(さく)隊が街に戻ってきて、フランが毒霧による街の惨(さん)状(じよう)を見て、何かできることがないかと領主の館に向かったその時。

			　領主に俺の話を振られたのだという。

			　領主のおっさんは俺の無事を知ると「今は街の危機だが、そこだけは安心したよ」なんて、それはもう嬉しそうに笑ったらしい。

			　そして、フランは勘違いを訂正できなかったらしい。

			　それに加えて、その勘違いに乗っておけば家にも戻れると思ったら、やっぱり本当のことが言いだせなくなった。

			　セラと相談しても、セラは黙っていても大丈夫だと言うだけ。

			　だから、ついつい流されてしまったと、そういうことらしい。

			　ルルカのパーティーメンバーでもセラだけは常識的な人間だと思っていたが、どうやら違ったようだ。

			　そしてフランは、ルルカを一度チラッと見てから、再度口を開いた。

			「で、でも！　本当に結婚がしたかったわけじゃなくて……その、ほら、好みじゃないし」

			　なめてんのか、こいつは。というか、男嫌いのくせに男の好みがあったことに驚きだ。

			「わ、私はご主人様のお顔、好きですよ？」

			　しかし、かわいいかわいいユエルの前だ。

			　ここは大人の対応で、冷静に一言諌(いさ)める程度にしておくべきだろう。

			「そういう、バレなければ嘘をついてもいい、なんていうのは駄目だ。人としてな。嘘をつかれた人は、きっと傷つく」

			「あ、あなたねぇ……」

			　おっと、エリスがいることを忘れていた。何か言いたそうだ。

			「ま、まぁ、間違いは誰にだってあるよな。ほら、フラン。は、話を続けてくれ」

			　俺が促(うなが)すと、フランは再びとつとつと喋(しやべ)りだす。

			「えっと……い、一日経ったら冷静になって、本当のことを言おうかとも思ったんだけど、その時にはもう、騎士団の人とかみんなお祝いムードで……い、言いだせなくて」

			　今回のクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)で、フランはかなり危険な目にあった。

			　周りの人間、特に騎士たちは領主から無理なことをたびたび言われていたのかもしれない。

			　今回は助かったから良かったが、もしフランが命を落としていればどうなっていたか。

			　それこそ騎士団の過失になってしまう。

			　結婚して落ち着いてくれるならそうしてほしい、騎士団の人間にもそういう意図があったのかもしれない。

			「……話はよくわかった」

			　そして、ずっと黙って話を聞いていた領主が、口を開いた。フランの肩がビクッと震える。

			「外に出て、いろいろな人と触れ合って、見聞を広めてくれればと思ったんだが、こんなことになるとは……やっと、やっと娘が結婚してくれると思って……」

			　領主のおっさんは疲れたような顔で、眉(み)間(けん)を揉(も)む。

			　けれど、わずかに何かを考えるような素振りを見せると、表情を切り替えて口を開いた。

			「……しかし、まったく効果がなかったというわけでもないらしい。以前の娘なら、男と結婚なんて話が出ただけで癇(かん)癪(しやく)を起こしていただろう。シキくんといったかね。何かあれば私を頼ってくれて構わない、だからどうか、これからも娘をよろしく頼むよ」

			「それはちょっと……」

			　お断りしたい。貧乳だし。この性格だし。

			「君は良い目をしている。誠実さの感じられる目だ。それに、あのアーマーオーガを討(とう)伐(ばつ)したんだろう？　わかるよ、よく鍛(きた)えているのが」

			　俺にはあんたの目が節穴だということがよくわかった。

			　領主のおっさんは、俺の体を観察するように目を上下に動かしている。

			　……いや、これは違うかもしれない。

			　領主のおっさんの顔は真っ赤で、呂(ろ)律(れつ)も怪しいところがある。

			　これは、もしかしたら視点が定まっていないだけじゃ――

			　と、思った瞬間。領主のおっさんが、突然ぶっ倒れた。

			「お、お父様!?」

			　見れば、気を失ったように眠っている。

			　……そういえば、フランがやたらと酒を飲ませてたな。

			　多分、領主を眠らせて隠ぺいしようとしていたんだろう。

			　これは飲みすぎだ。

			　……いや、もしかしたら心労かもしれないが。

			　街にクランクハイトタートルなんて魔物がやってきて、毒霧の対処に追われたかと思えば、謎(なぞ)の大規模範囲治(ち)癒(ゆ)魔法で街の人間が一人残らず治療された。

			　察するに、いまだに原因はわかっていないらしいし、その件の調査だってしないといけないだろう。

			　そしてそこに、この結婚の勘違いである。調査に関しては……まぁ、バレないとは思うが。

			　人目は全快状態のユエルに見張らせていたし、あの大規模範囲治(ち)癒(ゆ)魔法の原因はずっと不明のままだろう。

			　……もし心労だとしても、俺は知らない。

			　俺のせいじゃない。

		

	
		
			第２話　祭りの始まり

			　

			　夏も近づき、段々と気温も高くなってきた今日この頃。

			　治療院に相変わらず客は来ないが、今、この街の雰囲気はいつもと違っていた。

			　治療院には、大勢の人の声や、楽器の音がわずかに響いてきている。

			　どこから聞こえてくるかと言えば、街の大通りからだ。

			「ご主人様、私お祭りって初めてで、とっても楽しみです！」

			　何かといえば、そう、祭りである。

			　この迷宮都市では毎年、夏の前のこの時期に、豊(ほう)穣(じよう)や安全を祈って祭りをやっているらしい。そして、今年は例年より盛大に行われるそうだ。

			　なぜかというと……以前、街全体にかけた俺の治(ち)癒(ゆ)魔法が原因だ。

			　あの治(ち)癒(ゆ)魔法。

			　街の人々にどう受けとめられたのか気になってはいたが、どうやらあれは神の奇跡とか、その手の扱いになっているらしい。

			　街を救った、神の奇跡。その奇跡の地を一目見ようと、多くの観光客が祭りに合わせてやってきている、と小耳に挟んだ。

			　この世界の治(ち)癒(ゆ)魔法は、宗教と深く結びついている。

			　多分、聖地巡(じゆん)礼(れい)とかそんなようなものだろう。

			　クランクハイトタートルも討(とう)伐(ばつ)されて街道に出る魔物も減ったらしいし、観光客はこれからもっと増えていきそうだ。

			　しかし、なんというか、とても大きな話になってしまっている。

			　まぁ、あんな大規模な治(ち)癒(ゆ)魔法を連発するなんて普通の人にはできないし、そうなるのも当然なのかもしれないけれど。

			「祭りかぁ」

			　例年の祭りに乗っかった形ではあるが、あの治(ち)癒(ゆ)魔法は今、この街の話題の中心だ。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法が、この街の話題の中心だ。なんだかそわそわしてきた。

			　……これはもう、俺の偉業を讃(たた)える祭りと言ってもいいかもしれない。

			　例えば、もし今、あの治(ち)癒(ゆ)魔法を使ったのは俺だと名乗り出たなら。

			「わ、わたしあの時とっても苦しくて……！　助けてくれたのはあなただったんですね、素敵！」

			　みたいな美女が大勢現れたりしないだろうか。

			　……治(ち)癒(ゆ)魔法の実力は隠す方向だったけれど、なんだか名乗り出たくなってきた。

			　俺こそが、あの治(ち)癒(ゆ)魔法を使った救世主であり、感謝するなら神ではなく、俺という個人だと。

			　……いや、街全体を治療できる治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいるなんてことになれば、この街の治療院はどこも廃業の危機だ。

			　身を狙われる危険もあるし、ユエルにもそんな感じのことを言ってしまったので、やらないけれど。

			「まだ一週間もあるのに、今年は本当に賑(にぎ)やかね」

			　エリスが言うには、祭り自体は一週間後で、今はまだ準備期間ということらしい。

			　けれど、街には人も屋台も、どんどん増えている。

			　普段は街で見かけない、珍しいものを売る露店も多くあった。

			「お金、たくさん必要ですね！　私、頑張ります！」

			　ぐっと、小さくガッツポーズをするユエル。
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			　ユエルは今最高に忙しい酒場からの要望もあり、いくらかアルバイトのシフトをいれているらしい。

			　多分、ユエル自身が、祭りで気兼ねなく使えるお小遣いが欲しいというのもあるんだろう。

			　ユエルのお財布は、あの腕輪を買って空っぽのはずだ。

			　ということで、今日もこれから酒場で働くそうだ。

			　俺は治療院でゴロゴロする予定。

			　しかし、ユエルはバイトのために治療院を出ていき……なぜか、すぐに戻ってきた。

			「ご主人様、お手紙がきてました」

			　見れば、ユエルの手には一通の手紙が握られていた。

			　宛先は、エリス宛だった。

			　

			「はぁ、あの子は本当に……」

			　ユエルが出かけた後。エリスは手紙を読むと、ため息を吐いてこめかみを揉(も)む。

			「誰からの手紙だったんだ？」

			「アリア……妹からよ。いつもの近況報告みたいなものね」

			　妹か。そういえば、俺はエリスの妹のことをろくに知らない。

			　というか、つい最近まで存在すら知らなかった。

			　知っていることといえば、騎士になるために、騎士学校に通っているということぐらい。

			　名前はアリアっていうのか。手紙はどんな内容だったんだろう。

			　エリスの反応を見る限り、成績が悪くて留年し、もう一年分学費が必要になったとか、そんな内容かもしれない。

			　もしそうなら「エリス、妹の学費を払ってほしかったら……わかるよな？」とか言えそうだ。

			　さすがにしないけど。

			「へー、ちょっと見せてくれよ」

			「えぇ、いいわよ」

			　ごく普通な感じで、エリスから手紙を受け取る。

			　受け取るが……。

			「おい、手を離してくれないと読めないんだけど」

			　エリスが手を離さない。

			　エリスは俺の顔を見て、そして、手紙を見る。

			　それから何かを思い出したかのように、手紙を握る手に力を込めた。

			「……って、だっ、駄目に決まってるじゃない！」

			　慌てた様子で手紙を引き戻し、胸に抱くようにして隠す。

			　なんなんだろう。何を思い出したんだろう。

			　あの手紙には、何が書いてあったんだろう。

			　別にそこまで気になっていたわけでもなかったが、こう隠されるとなんだか見たくなってくる。

			　実は、手紙の中ではエリスはとんでもないシスコンだったりするのかもしれない。

			　――と、そんなことを考えていると。

			　ふと大通りの方から、大きな歓声が聞こえた。

			「す、凄(すご)い歓声ね……。いったい何をやってるのかしら」

			　これはあきらかに誤(ご)魔(ま)化(か)しにかかっている。

			　いや、でも、確かに凄(すご)い歓声だ。

			　声だけでも、楽しそうな雰囲気が伝わってくる。

			　まだ準備段階とはいえ、すでに屋台も人も多い。

			　なんだかそわそわする。

			　今日はエリスにセクハラする機会を窺(うかが)いながら、治療院でゴロゴロする予定だったが、やっぱりやめだ。

			　ちょっと、今からでもこの空気を楽しみたくなってきた。

			　遊びに行こう。

			　早速ユエルに声をかけよう――いや、そういえばユエルはさっきバイトに出かけたばかりだった。

			　エリスを誘うか。

			　客が来る気配もないし、少し治療院をあけるぐらい構わないだろう。

			「エリス、ちょっと街を見に行かないか？　どうせ客も来ないしさ」

			「っ……えっと、ごめんなさい。今日はちょっと、治療院をあけたくないの」

			　わずかに逡(しゆん)巡(じゆん)しつつも、誘いを断るエリス。

			　ユエルが仕事でいないかと思えば、エリスも仕事か。

			　まぁ、祭りで街に人は増えている。

			　これから客が来る可能性も、ないではないだろう。

			　まったく真面目なことである。

			　仕方ない、今日は一人で遊びに行くか！

		

	
		
			第３話　ナンパ大作戦

			　

			　迷宮都市の大通り。

			　観光客は日に日に増えているようで、やはり人が多い。

			　さっきの歓声はどこからきたのか。探そうにも、どこも人で賑(にぎ)わっていて、なんだか特定は無理そうだ。

			　これはユエルと来なくてよかったかもしれない。

			　あの身長だ。一度はぐれたら、この大通りで再び見つけるのは骨だろう。

			　少し歩いてみると、いろいろな店があった。

			　使い道があるのかすらわからない珍しい魔道具や、うさんくさい縁結びのアクセサリーを扱う露店。おもちゃのような弓を使った射的まである。

			「お？　シキじゃねーか！」

			　そうして大通りを見てまわっていると、ふと、声をかけられた。

			　この野太い声は、間違いない。

			　声の方向に視線を向ければ、通り沿いの細い横道に、エイトとゲイザーがいた。

			　……しかし、何をやっているんだろう。

			　ゲイザーの方は目を皿のようにして、じっと大通りを見つめている。

			　少し暗い雰囲気の路地裏から、大通りを見張るチンピラといった風体だ。

			　凄(すご)く怪しい。

			　対するエイトは、なぜだか指を組んだりほどいたり、もじもじとしている。

			　そわそわと、落ち着きがない。こっちは凄(すご)く気持ち悪い。

			「何やってんだ？」

			「見てわかんねぇか、ナンパだナンパ。ここで、巨乳でかわいい子が通るの待ってんだよ」

			　……こいつ、このむさっ苦しい顔でナンパとか言ったか。正気なのか。

			　俺は説明を求めて、エイトに視線を向ける。

			「いや、ゲイザーがヒュージスライムで稼いだ金を使い切っちまったらしくてな」

			　なるほど、大人のお店に行けなくなったから、そこらへんの女を捕まえようと、そういうことか。

			　しかしナンパなんて、ゲイザーの顔と性格では無理な気がする。

			　多分、徒労に終わる。

			　大人しくスライムゼリーでも使っていた方が有意義だろう。

			「ゲイザー、大人しく迷宮で金を稼いでこいよ。少しだけなら付き合ってやるからさ。俺も暇だし」

			「おいおい、馬鹿にしてんじゃねぇよ！　去年は結構上手くいったんだぜ？　まぁ、向こうに時間がなかったみたいで軽く食事しただけなんだがな」

			　嘘だろ。ゲイザーがナンパを成功させるなんてありえない。

			　根拠は顔。

			　俺は説明を求めて、エイトに視線を向ける。

			「……俺も見てたわけじゃないけど、そういえば……去年そんなこと言ってたかもな」

			　マジか。

			　あのゲイザーが、女の子をナンパして、きゃっきゃうふふしながら仲良く食事をしている光景。

			　……ちょっと信じられない。

			　いや、ゲイザーは確かにむさ苦しい顔をしているし馬鹿ではあるが、意味のない嘘はつかない。信じてもいいんだろうか。

			　でもなぁ……ゲイザーだしなぁ。

			「お前、信じてねぇな？　ったく……そもそもな、祭りってのは一年で、一番女を落としやすいチャンスの日なんだよ」

			　ずいっと、ゲイザーが距離を詰めてくる。

			　むさ苦しい顔だが、その表情は真剣だ。

			「いいか？　考えても見ろ、今は他の街から、大勢の観光目的の女が来てる。この街のことを、ろくに知りもしないような奴らがな。そんな奴らがこの街に来て、まず抱くのはどんな気持ちだと思う？」

			「それは……楽しそう、とか？」

			　俺が答えると、ゲイザーはそれを鼻で笑う。

			　そして、身振り手振りを混じえながら、熱を込めて語りだした。

			「ちげぇよ、ちげぇんだ、シキ。この街に来たばかりの奴らはな、この人ごみを見て、間違いなく不安な気持ちになる」

			　不安。こんなに楽しそうな祭りの雰囲気なのにか。

			「なんでかっていうとな、祭りが始まるのはまだまだ先だろ？　つまり、今日この街に来て、今日帰りの馬車に乗る、なんてことはできねぇわけだ。だから、必要になるんだよ…………宿がな」

			　ハッとした。

			　そうか、確かにこの人ごみを見れば、一週間後の祭りまでの間、宿泊する宿がまだ残っているのかどうか、不安に思う。

			　宿の数は有限だ。けれど、観光客は次から次へとやってくる。

			　そして、祭りが終わるまで、彼らが去ることはない。

			「不安なんだよ。まず間違いなく、街に来たばかりの観光客は、すぐに宿を探すだろうよ。でもな、街の入り口近くの宿はたいてい埋まってるんだ……わかるか？」

			「わかった、わかったぞ、ゲイザー！」

			　つまり、宿を見つけられない不安な女の子を、勝手知ったる俺たちが、知る人ぞ知る宿に案内してあげようということだろう。

			　そして、ついでに口説いちゃおうと、そういうことなんだろう。

			　女の子は宿を見つけたくて、きっと焦っている。

			　今なら、あからさまなナンパでも、「宿」という単語を出せば、無視される可能性はきっと低い。

			　改めて見てみれば、ゲイザーは大通り沿いの、大きな宿の出口を見つめているようだ。

			　宿泊を断られた観光客を、狙い撃ちにしようということだろう。

			　よく考えている。

			　馬鹿と天才は紙一重というが、ゲイザーはもしかすると天才だったのかもしれない。

			　これはいける。この作戦は、間違いなくいける作戦だ。

			「おっ、あの三人組なんかいいんじゃねーか、おい、エイト、シキ、行くぞ」

			　ターゲットは三人組か。

			　いくか。いくしかないな。

			　俺もいないと三対三にならないもんな、なら仕方がない。

			　仕方がないから俺もナンパに付き合ってやろう。

			　まったく、仕方がないなこいつらは。

			　そして、俺とゲイザーがその三人組に向かって近づこうとした瞬間。

			「や、やっぱ駄目だって、ほら、絶対断られるって。シキ、ゲイザー、こ、断られたらどーすんだよ。も、もう、俺はいいから二人だけで行ってこいよ」

			　エイトが顔を赤くして、そう言った。

			　さっきから様子がおかしいと思ったら、そういうことか。

			　でも駄目だ。エイトが来ないと、三対三の状況にならない。

			　こういう時に数が合わないというのは、それだけで大きな失敗要因になりうるのだ。

			　そして、俺がエイトを説得するため、口を開こうとすると――

			「馬っ鹿野郎が!!」

			　ゲイザーがエイトをぶん殴った。

			　体重の乗った、右ストレート。

			　不意の出来事に反応が遅れたエイトは、その一撃を顔面の中心にくらう。

			　そして間(かん)髪(ぱつ)入れず、倒れたエイトの胸ぐらをゲイザーが掴み上げる。

			　それから、女三人組を指差して、真剣な顔でエイトに言った。

			「エイト、見えるか？　あれはなんだ」

			「……お、女だ。俺には釣り合わないぐらいの、美人で巨乳の女だ」

			「違う、あれはおっぱいだ」

			　馬鹿と天才は紙一重。

			　俺はこいつのこの言葉を聞いて確信した。

			　やっぱり、こいつは馬鹿だ。

			「お、おっぱい!?」

			「見ろ、よく見るんだ。あれを、なぁ、すげーだろ？　触りたくないのか？」

			　ゲイザーの視線の先には、三人組のうちの一人、牛のような角を生やした獣(じゆう)人(じん)がいた。

			　……少し視線を下げれば、そこはまさに牛だった。

			　悪かった、ゲイザー。確かにあれはおっぱいだ。

			「す、すげぇ……。さ、触りたい、触りたいけど、でも……」

			　感嘆の息を漏(も)らすエイト。

			　でも、エイトはあれを見ても、まだ躊躇(ためら)っている。

			　けれど、触りたいと、本音を口にしたエイト。

			　そんなエイトに、ゲイザーは少し声のトーンを和らげ、労わるような口調で声をかける。

			「あれを触るには、ナンパを成功させるしかない。でもなぁ、こんなとこで怖気(おじけ)づいてちゃ、ナンパはできねぇんだ」

			　そして、ふっと、エイトに微笑(ほほえ)むゲイザー。

			「それになぁ、今ここにいるのは、祭りの時だけこの街に来る観光客。失敗しても、後引くような連中じゃない。エイト。俺はなぁ、お前に男として、一皮剥(む)けてほしいんだよ。どうしても、この気持ちだけはわかってほしかったんだ。……殴って悪かったな、痛かったろ？」

			　それから、ゲイザーはとても優し気な表情で、エイトに手を差し伸べる。

			　わずかな間。

			　駄目か、とゲイザーが落ち込みかけた、その瞬間。エイトは、その手を掴んだ。

			「お、俺の方こそ、すまなかった、ゲイザー。お前がそこまで俺のことを考えていてくれたなんて！　お、俺が間違ってたよ！」

			　その手を掴み、立ち上がるエイト。

			　ゲイザーは、感極まったようにエイトから顔を背け、嬉しそうに笑う。

			「わかりゃーいいんだよ、へへっ」

			　へへっ、じゃねぇ。

			　青春してんじゃねえ。

			　なんだか俺だけ蚊(か)帳(や)の外だ。

			　さすがにあれに混じりたくはないけれど。

			　しかし、エイトは覚悟を決めた。

			　エイトにヒールをかけ、早速さっきの三人組に声をかけようとする――が、見つけられない。

			「あー、さっきの三人はもう見失っちまったな。おっ、あの子もいいな。でも一人か……エイト、シキ、まぁ見てな、俺が手本を見せてやる」

			　どうやら、あの三人はすでにどこかへ行ってしまったようだ。

			　残念。まぁ、仕方ない、とりあえずはゲイザーのお手並み拝見といくか。

			　物陰に潜み、ゲイザーをよく観察する。

			　ゲイザーは大通りに入っていくなり、すぐに猫耳がチャーミングな巨乳の女の子を連れて、横道に戻ってきた。

			　猫耳ちゃんは少し不安気ではあるものの、嫌がっている様子はない。

			　どうやら作戦は成功しているようだ。

			　それから、ゲイザーは道を歩きながら、猫耳ちゃんと二、三話をする。

			　ゲイザーは朗(ほが)らかな笑顔で猫耳ちゃんに喋(しやべ)りかけている……が、猫耳ちゃんの表情がだんだんとイラっとした感じになっていく。

			　あ、これは駄目だ。

			　多分、ナンパ目的だと気づかれた上、嫌がられている。

			　やはりゲイザーの顔と性格では、これが限界か。

			　――いや、でも、猫耳ちゃんがゲイザーから離れる様子はない。

			　どうやら、宿に行くまでは付き合ってくれるようだ。

			　やはり、宿を探す女の子を狙い撃ちにする作戦は効果が高い。

			　これはもしかすると、もしかするかもしれない。

			　ここから巻き返せるかどうかが、勝負の分かれ目だろう。

			　が、次の瞬間。

			　唐(とう)突(とつ)に、猫耳ちゃんを通せんぼするように、ゲイザーが壁に手をついた。

			　多分、ゲイザーは駄目な雰囲気を感じ取ったんだろう。

			　あれはいわゆる壁ドンってやつだ。

			　急な接近で、女の子をドキッとさせる作戦に変えたのかもしれない。

			　それから顔をぐっと近づけて、猫耳の耳元で、何事かを囁(ささや)く。

			　顔を赤くし、目を見開く猫耳ちゃん。

			　そして猫耳ちゃんは――

			　キッとゲイザーを睨(にら)みつけ、シャッと顔を引っかき、股(こ)間(かん)をズドンと蹴(け)り上げた。

			「――――っ！　う、うごぉ……」

			　……股(こ)間(かん)を押さえ、蹲(うずくま)るゲイザー。

			　やっぱり駄目じゃねぇか。

			　しかし、あの猫耳、ただものじゃない。今の蹴(け)りはなかなかにキレがあった。

			　多分、冒険者か何かだろう。

			「こ、こここここいつ、ち、痴(ち)漢(かん)にゃ！　変態にゃ！　ぶ、ぶぶぶ、ぶっ殺してやるにゃー！」

			　顔を真っ赤にして、大声で叫ぶ猫耳ちゃん。

			　するとすぐに、ガシャガシャと金属がこすれるような音が近づいてくる。

			　あっ、やばい。これはいけない。

			　またたく間に、大通りの方から二人組の騎士が飛んできて、ゲイザーが組み伏せられる。

			　鼻息荒く、ゲイザーを睨(にら)みつけている猫耳美少女。

			　ほんの数秒の間に、二人組の騎士に拘(こう)束(そく)されたゲイザー。

			　いったい、どんなことを囁(ささや)けばあんなことになってしまうのか。

			「シ、シキ、ど、どどどどうしよう!?」

			　一部始終を見ていたエイトが、慌てた様子で聞いてくる。

			「エイト、落ち着け。冷静になるんだ。絶対にあっちを見るな、他人の振りをしろ」

			　多分ゲイザーがよほどアレなことでも言ったに違いない。

			　天才と馬鹿は紙一重。やはりゲイザーは馬鹿だった。それも、手に負えないほどの。

			「やっ、やめろぉー！　離せぇー！　お、俺はまだ何もしてねぇ！　エ、エイトー！　シキー！　た、助けてくれぇー！」

			　ゲイザーがじたばたともがきながら喚(わめ)き散らしているが、気にしない。

			　ゲイザーがどんなセクハラ発言をしたのかは知らないが、俺は性犯罪者の一味になるつもりはない。

			　が、ゲイザーの叫びを聞いて、騎士が俺の方へ駆け寄ってきた。

			「あ、あなたはクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)の時の……もしかして、あの方、お知り合いですか？」

			　男の騎士だ。察するに、多分、討(とう)伐(ばつ)隊のメンバーだったんだろう。俺は覚えてないが。

			「いいえ、知りません」と言おうとしたところで、ゲイザーと目が合った。

			「シキー！　助けてくれぇー！」

			　あの野郎。完全に俺を見て、俺の名前を呼んでいる。

			　……さすがに言い逃れできない。

			「……い、いやぁすいません、そいつ俺の連れで……口下手な奴なんで、も、もしかしたら変なこと言っちゃったのかもしれません」

			　

			「……なるほど、そういうことでしたか。ですが、今は毎年この祭りに訪れる要人の警備のため厳(げん)戒(かい)態勢で見回りを行っています。騎士団としても警戒を強めていますから、あまり疑われるような行動は……」

			　道案内をしていたら、口下手なゲイザーが猫耳ちゃんを怒らせてしまったと、ソフトな感じに誤(ご)魔(ま)化(か)すと、あっさり信じてもらうことができた。

			　軽く説教ももらったが。

			　多分、俺の清(せい)廉(れん)潔(けつ)白(ぱく)なイメージのおかげだろう。

			　猫耳ちゃんも、相当宿探しを急いでいたようで、騎士に事情を話すこともなくすでに消えてしまっていた。

			　どうやら助かったようだ。俺がじゃなくて、ゲイザーが、だけれど。

			「はぁ、すいませんでした」

			　去っていく騎士を見送ると、いつの間にか復活したゲイザーが、肩を叩いてくる。

			「いやー助かったぜ、シキ。ひでぇよなぁ、ちょっと褒(ほ)めただけなのになぁ」

			「……お前は反省しろよ。というか、どういうことだよ、あんなんじゃ成功するわけねーだろ！　去年は上手くやったんじゃなかったのか？」

			「っかしーなぁ、前はこれで上手くいったんだけどよ」

			　あんなやり方で靡(なび)くのは、相当なもの好きだと思う。

			　いったいどんな女だったんだろうか。

			「本当に良い子だったんだぜ？　飯は奢(おご)ってくれたし、相場より格安で壺(つぼ)とか絵画も売ってくれてよ。すげー良い雰囲気でなぁ、今度会った時には続きをしようって言ってたよ」

			　もの好きというか金好きだった。

			　詐(さ)欺(ぎ)師(し)じゃねーか。

			　ナンパをカウンターして詐欺にかけるとか……この世界の女性は本当にたくましい。

			　というか怖い。

			　しかし、こいつを信じた俺が馬鹿だった。

			「……あのー」

			　と、そんなことを考えていると……気づけば目の前に女の子がいた。

			「お兄さん、かっこいいですね！」

			　そんなことを言って、俺に笑いかける女の子。

			　多分、十六歳ぐらいだろうか。

			　ツヤのある金髪をポニーテールにまとめて、溌(はつ)剌(らつ)とした雰囲気を醸(かも)し出している。

			　スポーツとかしてそうな感じだ。

			　しかし、今のは俺に話しかけたんだろうか。

			　かっこいいと言ったのは、俺のことだったりするんだろうか。

			「えへへ、偶然話をしてたの聞いちゃって。えっと、シキさんって言うんですよね？　それに、その服装……治(ち)癒(ゆ)魔法使いなんですよね？」

			　俺のことだった。

			　もしかして、ずっと見ていたんだろうか。

			「私、あなたのこと、とっても気になっちゃって」

			　ニコニコと笑顔で、そんなことを言う金髪ポニテの少女。

			「あ、あぁ」

			　なんだろう、この子。

			　一瞬戸(と)惑(まど)うが、少し考えると納得がいった。

			　すまない、エイト、ゲイザー。

			　これが魅力の差というやつだ。

			　俺にはわかる。無実の罪で取り押さえられた親友のため、必死に騎士に釈明をする俺の姿を偶然見かけ、この子はキュンときてしまったに違いない。

			　俺から滲(にじ)み出るイケメンオーラが、この子のハートを射(い)貫(ぬ)いてしまったのだろう。

			「あの、私、行きたいところがあるんです。良かったら、一緒に行ってくれませんか？」

			　ポニテちゃんが、そう言って俺の腕をとる。

			　唐(とう)突(とつ)な事態に、目を丸くするゲイザーとエイト。

			　どうやら目の前の現実が理解できないらしい。

			　そんな二人に、俺は言った。

			「悪いな二人とも、また今度会おうぜ。……ま、ナンパ頑張れよ？」

			　

			　ポニテちゃんの希望で、一緒に食べ物の屋台をまわる。

			　ポニテちゃんは、一つの屋台ではなく、いろいろな屋台で少量ずつ買っていた。

			　しかし少量ずつだが、すでに結構な量になっている。

			「そんなに買って食べられるのか？」

			「私、結構食べるんですよ？　それに、一人で食べるんじゃありませんから」

			　ポニテちゃんは、串焼きを俺の口の前に差し出して、ニコッと笑う。

			　なるほど俺と食べるから問題ないということか。

			「そういえば、行きたいところがあるんだろ？　案内するよ」

			「あ、実は私、昔この街に住んでたことがあって。とっても良いところ知ってるんです。そこに行きたくて……一緒に、来てくれますか？」

			　なんだろう、とっても良いところって。

			　とてもわくわくするワードだ。

			　……いや、冷静になれ。うまい話には裏がある。

			　いくらなんでも、うまく行きすぎだ。カモられたゲイザーの例もあるだろう。

			「壺(つぼ)とか絵とか、売りつけてきたりしないよな？」

			「壺(つぼ)？　絵？　なんのことですか？」

			　キョトンとするポニテちゃん。

			　勘でしかないが、この反応は多分違う気がする。

			　やはり、俺に一目惚(ぼ)れしてしまったと、そういうことなのかもしれない。

			「あっ、それよりも！　シキさんは、いつもあんなことしてるんですか？」

			「あんなこと？」

			「ほらほら、さっきしてたじゃないですかぁ。ナンパですよ」

			　ポニテちゃんの、何気ない質問。

			　でも、その目の奥は真剣に見えた。

			　なんだか見定められているような、そんな雰囲気を感じる。

			　ここは間違っちゃいけない。

			「いや、たまたま偶然でさ。あの二人にしつこく誘われて、仕方なくだよ。ナンパとか全然興味ないんだけどな。それに、俺は見てるだけだったし」

			　だいたいあってるはずだ。

			　見てるだけだった、というあたりは嘘じゃないし。

			「うーん、それならギリギリセーフですかね」

			「セーフ？」

			「ふふっ、なんでもないので気にしないでください！」

			　なんだかよくわからないが、多分、軽い男は嫌いなんだろう。

			　一途な子だということだ。

			　こんな一途な子が、俺をいったい、どんないいところへ連れて行くというのだろうか。

			　気になる。凄(すご)く気になる。

			「ち、ちなみに、いいところってどんなところ？」

			「えっとー、落ち着ける場所っていうかー、休める場所ですかね！」

			　つまり、ご休憩ということだろうか。

			　ちょ、ちょっと、気が早すぎないか？

			　い、いや、いまどきの子はそれぐらいが普通なのかもしれない。

			　ここは落ちついて、大人の雰囲気を見せる時。

			　慌てず騒がず、冷静な対応を心がけよう。

			　

			　道を進んでいくうちに、腕を組んできたポニテちゃん。

			　ごく普通のサイズ、手のひらにわずかに収まりきらない程度の胸が、肘(ひじ)にぷにぷにと当たる。

			　その感触に気を取られていると、ほんのわずかな時間で、ポニテちゃんの目的地にたどり着いた。

			　ポニテちゃんの言う、いいところ。落ちつける、休める場所。

			　俺たちがナンパをしていたところから、大して距離の離れていない、その場所は、

			「ここです！」

			　……嫌な予感はしていた。

			　ここまで来る途中、やけに見覚えのある道を通っていたからだ。

			　肘(ひじ)に当たるポニテちゃんの胸ばかり考えていたから、気づくのが遅れたけれど。

			　ここは、エリスの治療院だった。

			　そういえば、このポニテちゃんの、ツヤのある金色の髪。

			　いつも見ている、あの髪の色にそっくりだ。

			「な、なぁ、そういえば、名前聞いてなかったけど」

			「私ですか？　アリアっていいます」

			　アリア。

			　エリスの妹の名前も、アリアだ。

			「こ、この街に住んでたって言ってたけど……も、もしかして、お姉さんとかいる？」

			「はい、ここにいますよ？」

			　治療院を指さしながら、ニコッと笑うポニテちゃん、改めアリア。

			　そのアリアの口角が、まるでイタズラを成功させた子供のように、嬉しそうにゆがむ。

			「おねーちゃーん！　たっだいまー！」

			　こいつ、王都の騎士学校にいるんじゃなかったのか。

			　い、いやそんなことより、この状況はまずい。

			　もし、エリスがこの場に出てきたら――

			　エリスが一緒に出かけてくれないから、街でお前の妹をナンパしてお持ち帰りしてきました。

			　駄目だこれ。

			　ここは、とりあえず逃げるしかない。

			　そして、俺は全力で逃げようと――

			　したところで、アリアが組んでいる腕をきゅっと締め付け、残った方の手でも俺の腕を掴んだ。

			「くそっ！　お、お前、騙(だま)しやがったな！　は、離せ！」

			　エリスの妹――アリアは、万力のような力で俺の腕を掴んでいる。

			　そうして俺が逃げようともがいている間にも、治療院の中からは、ぱたぱたと足音が響いてきた。

			「別に騙(だま)してなんかないですよー……それと、シキさんのこと、お姉ちゃんからの手紙にたくさん書いてありました。駄目ですよ、お姉ちゃんというものがいるのに、ナンパなんて」

			　逃げたい。

			　でも逃げられない。

			　街でナンパして妹をひっかけたなんて、エリスがどれだけ怒るかわからない。

			　そもそもナンパという行為自体、エリスが一番嫌いそうだ。

			　な、なんとかして、この状況を打破せねば……。

			　――が、時間切れ。

			　治療院の扉が開いた。

			「おかえりなさい、思ったより早かったわね……って、なんであなたも一緒にいるの？」

			　偶然街で会ったから、一緒に来たんだよ。

			　と、俺が言う間もなく、アリアが答える。

			「えへへ、この人、街中でナンパしてたから捕まえてきちゃった！」

			　エリスの頬(ほお)がひくっと引きつったのを、俺は見逃さなかった。

		

	
		
			第４話　妹アリア

			　

			　立ち話もなんだから、とエリスの妹――アリアに促(うなが)され治療院の中に入る。

			　そして、俺、エリス、アリアの三人でテーブルを囲んだ。

			「お姉ちゃん、お昼まだでしょ？　買ってきたから一緒に食べよ。あ、シキさんもぜひどうぞ」

			　アリアは、テーブルの上に屋台で買った料理を並べていく。

			　……なるほど。

			　ここに来るまでの間、やけにたくさん買うなとは思ったが、エリスと一緒に食べるから問題なかったということか。

			　そうだよね、俺と二人で食べるとは言ってなかったね。

			　料理は美(う)味(ま)そうだ。祭りが近いというだけあって、普段は見ないようなものが数々並んでいる。

			　……しかし、この状況。

			　料理を並べ終えると、テーブルに頬(ほお)杖(づえ)を突いて、俺の様子を楽しそうに眺め始めるアリア。

			　そして、深いため息をつくエリス。

			　妹をお持ち帰りしたなんて、エリスはいったいどういう反応をするだろうか。

			　怒るか、呆れるか。

			　どちらにせよ、好感度の低下は免(まぬが)れない。

			　でも、言い分はないでもない。

			　ナンパは見ていただけで、まだやってないとか。

			　そもそも、妹の方から声をかけてきたから、俺は悪くないとか。

			　正直、信じてもらえるかどうか怪しいけれど。日頃の行い的に。

			「エリス、これはその、ほら、とても言葉にできないような、ふ、複雑な事情があって……」

			「……べつに。私は、あなたが街中で女の子をナンパしてようと、怒ったりなんてしないわよ」

			　が、まさかのお許しがでた。無罪。無罪判決である。

			「えっ、しないの？　せっかく連れてきたのに」

			　アリアにとっても意外だったようで、目を丸くして驚いている。

			「……どうせ面白がって、あなたの方からシキに声をかけたんでしょう？」

			　エリスは俺がアリアをナンパしたと思い込むと思ったが、違った。

			　どうやら、アリアの行動パターンをよくわかっているらしい。

			　さすが姉。

			　けれど、それからエリスは目線をふいっと下げながら、続けて言う。

			「それに、私たちはそういう関係じゃないもの」

			　……べつにそこは言わなくてもいいと思うんだけど。

			　ほら、エリスも、もうちょっともじもじ恥ずかしがってみたりさ。「か、勘違いしないでよねっ、そういう関係じゃないんだからね！」みたいなさ。そういうものがあっても良いんじゃないかと思うんだけど。

			「……お姉ちゃん、シキさんと付き合ったりとか、してないの？」

			「してないわ」

			　そして、この断言である。頑(かたく)ななエリスの表情。

			　これ以上このことは話したくない、そんな雰囲気だ。

			「あ、あれ？」

			　そんなエリスの態度に、アリアが首を傾げる。

			　もしかしたら、エリスの答えが予想外だったのかもしれない。

			「……うーん、絶対そうだと思ってたんだけど……勘違い？　でも手紙には……あ、あれー？」

			　アリアはブツブツと呟(つぶや)きながら、頭を捻っている。

			　……そしてふと、「手紙」という単語が気になった。

			　脳裏に今朝のエリスの態度、手紙を俺に読ませまいとしたあの行動が蘇(よみがえ)る。

			　もしかして、エリスの手紙には、アリアが勘違いしちゃうような、赤裸々な内心が書き連ねられたりなんてするのだろうか。

			　態度は頑(かたく)なだけど内心は違う、みたいなこともあるんだろうか。

			　ちょっと気になってきた。

			「でも、お姉ちゃんはそういう関係じゃない男の人と、一つ屋根の下で生活してるの？　…………これって同(どう)棲(せい)だよね」

			　そして、頭を捻っていたアリアが、ふと思いついたようにそんなことを言った。

			「っ……！」

			　同(どう)棲(せい)。そっぽを向いていたエリスが、ビクリと震える。

			　そして、エリスはアリアの顔を見て、口をパクパクとさせながら、何かを言おうとしては逡(しゆん)巡(じゆん)している。明らかに慌てている。

			「そ、それは……その……」

			　エリスはアリアに、何も言えないでいる。

			　しかも、エリスはこちらに視線を向けるなり、目が合うと慌てたように視線を逸らして顔を伏せた。

			　前髪に隠れて表情までは窺(うかが)えないが……かなり挙(きよ)動(どう)不(ふ)審(しん)だ。

			　これは、これはどういうことだろう。

			　もしかしたら、もしかするのでは。

			　エリスはセクハラを嫌がっているように見えて、実は口先だけだったとか、そんな展開もあるんだろうか。

			　嫌よ嫌よも好きのうち、そういうことだったのかもしれない。

			　なんだかわくわくしてきた。

			「シキさんもここに住んでるんでしょ？」

			　アリアが、今度は俺に聞いてくる。

			「それどころか、いつも一緒の部屋で寝てるな。それも毎晩」

			　ベッドは違うし、俺が一緒に寝てるのはユエルだけど。

			「えっ？　……う、うそぉっ！　そ、それ本当なんですか!?」

			　アリアが目を剥(む)いて驚きながら聞いてくるが、俺はそれにしっかりと頷いて返す。

			　嘘じゃない。

			「……なんだ、お姉ちゃんもちゃんとやることはやってたんじゃない！　一人で寂しくしてないか、ずっと心配だったけど、私、安心しちゃったなぁ」

			　アリアは口に両手を当てながら、嬉しそうな声を出す。

			　ちなみにやることはやってない。

			　しかし、エリスはさらに慌てだす。

			「そ、それはユエルちゃんが心配だからで、ベ、ベッドも違うし……！　ほ、本当に何もないから！　っ…………そ、それよりも、騎士学校の研修で、祭りの間に街の警備の手伝いをするんでしょう？　急だったから、まだ部屋の準備も何もしていないんだけど」

			　あぁ、誤(ご)魔(ま)化(か)したな。

			　しかし、この反応は面白い。ネチネチ突ついてみたくなる面白さだ。

			「ねえねえ、なんで付き合ってもない俺と一緒に住んでるの？」とかエリスに言ってみたい。

			　……いや、そんなことをすれば「そうね、一緒に住むのはおかしいわね」なんて言って出ていきそうだから、しないけど。

			　エリスは、やる時は本当にやる。すでに一度、追い出されてるし。

			「んー、それなんだけど。最初はこの家に泊まりながら働くつもりだったんだけどね。騎士団って未婚の場合、いつ呼び出しを受けても大丈夫なように、寮(りよう)に住まないといけないらしいんだよ。……だからお姉ちゃん、私のことは気にしないで、お幸せにね？」

			「だ、だからっ、そんな関係じゃなくて……！」

			　アリアはエリスをからかって楽しそうだ。
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			　しかも、なんだか俺とエリスにくっついてほしそうでもある。

			　つまり、これは家族公認ということか。

			　なんだか、だんだんとエリスの外堀が埋まっているような気がする。

			「まぁ、シキさんとお姉ちゃんじゃ釣り合わない感じもしますけど。ちょっとぐらいは多目に見てあげますから」

			　一言、余計だけれど。

			　それに、からかいすぎたせいか、エリスはため息をついて俯(うつむ)き気味だ。

			　疲れている。

			　まぁ、同居しているとはいえ、治療院を買い戻した流れで、住込みで働いていた時の関係に戻っただけだ。

			　一つ変わったのは、そこに明確な雇用関係がなくなっただけ。

			　成り行きで一緒に住むことになったせいで、エリスとしても、あまり深くは考えていなかったんだろう。

			　……なんだか、今回アリアにからかわれて、そのあたりをエリスが意識し始めて、不健全だからと出て行くとかそんな展開がないか心配になってきた。

			　もしくはお金が溜まったら、治療院代を俺に返して追い出すとか。

			　ないよな。多分ない。

			　大丈夫だと信じたい。

			「……それじゃ、ちょっと早いけど、私はそろそろ騎士団詰所に行かないといけないから、もう行くね。実は、街についたらすぐに顔を出すように言われてて」

			　アリアは散々エリスと俺の関係をからかって満足したのか、そう言って立ち上がる。

			「またすぐ来るからね、お姉ちゃん！　……あっ、シキさん、私、騎士団詰所の場所よく覚えてなくて、よかったら送ってくれませんか？」

			　そして、俺は案内してくれと言うアリアに手を引かれ、治療院を出た。

			　

			　アリアはポニーテールをふりふりと揺らしながら、ご機嫌そうに通りを進んでいく。

			「シキさんって、普段は何をしてるんですか？」

			「治療院を手伝ったり、迷宮に潜ったりかな」

			　しかし、騎士団詰所までの道案内ということだったのに、アリアは俺が案内するまでもなく、先を歩いている。

			　それに、さっきからずっと質問攻めだ。

			「迷宮ですか！　治(ち)癒(ゆ)魔法の腕前が凄(すご)いってお姉ちゃんからの手紙には書いてありましたけど、魔物とも戦えるんですね！　へー、凄(すご)いなぁ」

			「ほ、ほどほどにな」

			　ゴブリンと一対一なら勝てる。嘘ではない。

			「武器は何を使うんですか？」

			「メイスだよ」

			「へぇ、てっきり杖で、魔法でも使うのかと思ってました」

			　それは貧弱に見えるということだろうか。

			　……まぁ、魔法も使いたいところではあるんだけれど、前に治療院の客から少し習ってみたものの、その時はまったく使えなかった。

			　今度、本格的に誰かに教えてもらうのもいいかもしれない。

			「あ、良かったら、今度私と手合わせしませんか？　私これでも騎士学校では今期の首席で、腕には自信あるんですよ」

			「しゅ、首席か。それは凄(すご)いな。ま、まぁ……そのうち機会があったらな」

			　なにかしら理由をつけて断ろう。

			　もしくは、代打ユエル。

			　騎士候補生、しかも首席になんて俺が勝てるわけがない。

			　というか、首席って。

			　騎士学校の生徒がどれだけいるかは知らないが、凄(すご)いことなんじゃないだろうか。

			　わざわざこの街から王都の学校に行かせるぐらいだから、最初からある程度見込みはあったんだろうけど。

			　そして、そんなことを話しながら大通りを進んでいると――

			　ふと、ぼんやりとした、暖かい緑色の光が視界に入った。

			　目を向ければ、そこには人だかりの中で怪(け)我(が)人を治療している一人の女性。

			　綺(き)麗(れい)な黒髪に、装飾の施された高そうな神官服を纏(まと)っていた。

			　年はまだ十代後半といったところだろうか。

			　なかなかの美人だ。胸はないけど。

			　足を止めてしばらく見ていると、どうやら街の人間に無償で治療を施しているようだった。

			「あれはメディネ教の神官ですね。確か聖女なんて呼ばれてた人だと思いますよ」

			　メディネ教。

			　確か、この世界の治(ち)癒(ゆ)魔法と大きな関わりのある宗教だと、以前エリスに教わった。

			　この国の国教でもあった気がする。

			「無償で治療するなんて、ずいぶんと気前がいいんだな」

			「珍しいですか？　王都の方じゃ、いつもやってましたよ。ああやって、大勢の前で無償で治療をして寄付を募(つの)るらしいです。今は祭りも近くて人も集まってますから、それ目当てでしょうね」

			「へぇ……」

			　女神官が、また怪(け)我(が)人を治療する。

			　しかもあれはハイヒール……いや、エクスヒールだ。

			　あの神官、普通の治(ち)癒(ゆ)魔法使いの基準で考えたら、かなり優秀なんじゃないだろうか。

			　さすがにエクスヒールで魔力を使い切ってしまったのか、片膝をついて荒い息をあげているが。

			　というか、俺以外にエクスヒールが使える人間を初めて見た。

			　エクスヒールは教会の高位神官のうちでも、ほんの一握りしか使えないと聞いた。

			　もしかしたらあの美人さんは、かなり偉い人なのかもしれない。

			　そうして美人神官を見つめていると、不意に、ぐいっと俺の服の裾が引かれる。

			　アリアだ。

			　どうしたのかと見てみれば、なんだか咎(とが)めるような、むすっとした顔をしている。

			「……シキさん、駄目ですよ」

			「だ、駄目？」

			　アリアは、はぁー、と見せつけるようなため息を吐き、やれやれと肩をすくめる。

			　そして、一転して表情をひきしめると、俺を見た。

			「シキさん、私、ずっと思ってたんです」

			　俺の目をしっかりと見据えて、話を始めるアリア。

			　真面目な雰囲気だ。なんだろう。

			「シキさんって、さっきから女の子ばっかり見てますよね。節(せつ)操(そう)がないです」なんて説教されたりするんだろうか。

			　もし言われたらぐうの音もでないけど。

			「……ずっと思ってたんです。お姉ちゃん、何も言ってくれないけど、お父さんもお母さんもいなくなっちゃって、たった一人で、きっと大変なんだろうなって」

			　違った。エリスのことか。

			　確かにエリスはここ最近、借金を重ねたり治療院を売ったりといろいろ大変だった。

			　でも、エリスの性格を考えれば、妹の学費のために借金をして、治療院を売っただなんて、妹本人にだけは意地でも言わなそうだ。

			　俺も一応黙っていよう。もう解決したことだしな。

			「手紙もなんだか、無理して明るいことを書いてるような気がして……ちょっと心配だったんです。だから顔を見に来たっていうのもあったんですけど……お姉ちゃん、元気そうで安心しました」

			「……そうか」

			「お姉ちゃん、頑(がん)固(こ)だからムキになってましたけど、多分シキさんのことを……憎からず思ってると思います。お姉ちゃんは、なんの理由もなく男の人と一つ屋根の下に住んだりなんてしませんから」

			　最初は騎士団詰所までの道案内をしてほしい、なんて言っていたけれど、実際は俺と二人で話をしたかっただけなのかもしれない。

			　姉の同居人はどんな人物なのか。

			　そして、エリスはしっかりとやっているのかどうか。

			　ただ俺のことを面白がっていただけかと思ってたが、どうやら違うようだ。

			　そして、アリアは照れくさそうに頬(ほお)をかき――

			「だから、お姉ちゃんのこと、ちゃんとお願いしますね？　私、お姉ちゃんには幸せになってほしいんです」

			　はにかみながら、そう言った。

		

	
		
			第５話　エリスの悩み

			　

			　あれからアリアを騎士団まで送り治療院に帰った。

			　そして、それからすぐのこと。

			「私、ここを出て行くわ」

			　……前置きも何もなく、エリスが真剣な表情でこう言った。

			　これはいったいどういうことだ。

			　まだ「妹への手紙にどんなこと書いてたの？」とか、「なんで付き合ってもない俺と一緒の部屋で寝ているの？」とかは言ってない。

			　別に、特別怒らせるようなことは……アレか、やはりナンパは駄目だったのか。

			　いや、もしかしたらアリアにからかわれたせいかもしれない。

			　話が違いますよ、アリアさん。エリスには憎からず思われているんじゃなかったんですか。

			「も、もしかして、さっきからかったから……？」

			「……べつに、さっきまでのことは関係ないわ。そんなことで治療院を出て行ったりなんてしないわよ。ただ、アリアの顔も見れたし、泊まる場所は寮(りよう)を使うって言うし、ちょうど良い機会だと思ったの」

			「良い機会？」

			　今まで我慢して俺と住んでいたけれど、アリアにからかわれたことで、俺のことを冷静な目で見つめ直し、暇だからと街中でナンパをするような軽(けい)薄(はく)な男は嫌いだと、だから出て行くと、そういうことなのか。

			　たしかに俺がエリスなら、そんな男と一緒に住もうとは思わないけど。

			「……私、あなたが騎士団と一緒に魔物の討(とう)伐(ばつ)に行ってから、いつかこうしようと決めてたの」

			　魔物の討(とう)伐(ばつ)というのは、クランクハイトタートルの時のことだろうか。

			　でも、話が繋がらない。俺が魔物の討(とう)伐(ばつ)に行ったら、なぜエリスが治療院を出て行くなんて話になるのだろうか。

			「……どういうことだ？」

			「あの時ね、治療院に一人で残って……ずっと思ってたのよ。なんで、私は一緒に行けなかったんだろうって」

			　真剣なエリスの表情。

			　そういえば、あの時エリスは俺のことを心配してくれていた。

			　討(とう)伐(ばつ)に出かけた時も、帰ってきた時も、いつものエリスとは少し違ったような気がした。

			「それに、毒霧が街に入った後、一人で治療院を回すこともできなかった……。あなたは、あんなに凄(すご)い治(ち)癒(ゆ)魔法を使ったのにね。……だから、私はせめて、ハイヒールぐらいは使えるようになって、治(ち)癒(ゆ)魔法使いとして一人前になりたいの」

			　確かにハイヒールが使えるぐらい優秀なら、討(とう)伐(ばつ)隊についてくることもできたかもしれない。

			　……でも、それが使えるなら一人前どころか最早エリートだ。

			　俺のせいかもしれないが、なんだかエリスの感覚がズレている気がする。

			　エリスだって、決して落ちこぼれなんかじゃない。

			　クランクハイトタートル事件の時は、なんだかんだでかなりの人数を治療していたようだし、治(ち)癒(ゆ)魔法使いとしては普通、いや、普通よりも少し多い程度の魔力量は持っているはずだ。

			「だから私は、王都のメディネ教会に修業に行くわ。あそこで、一から鍛(きた)え直してもらいたいの」

			　この世界にやってきてすぐの頃、エリスに聞いたことがあった。

			　王都の教会では、本格的な治(ち)癒(ゆ)魔法使いの育成をやっているらしい、と。

			　それぞれの都市にある教会でもやってはいるらしいが、治(ち)癒(ゆ)魔法使いとして上を目指すなら王都だ、と言っていた。

			　エリスの意志は固そうだ。

			　でも、それはいけない。

			　巨乳美人のエリスとの同(どう)棲(せい)生活が終わってしまう。俺が困る。引きとめなければ。

			「は、話はわかったけど……でも、治療院はどうするんだ？」

			「しばらく、閉めるわ」

			　これはヤバイ。

			　仕事に真面目なエリスが、治療院を閉める。エリスは本気も本気だ。

			「ユ、ユエルだって、きっと離れたくないと思ってるぞ？」

			　なんだかんだで、ユエルはエリスにもよく懐いている。

			　きっと、エリスがいなくなれば寂しがるだろう。

			　けれど、エリスは眉根を寄せて、わずかに俯(うつむ)くだけだった。

			　そして、小さな声で呟(つぶや)く。

			「それでも私は、あの時、ついていけただけの実力が欲しいの。私はもう、一人で誰かの帰りを待つのは……嫌なのよ」

			　……そういえば、ひとつ気になっていたことがある。

			　領主の館の食事会で、エリスはルルカのことを羨(うらや)ましそうな目で見ていた。

			　エリスから見れば、ルルカがあの場にいたということは、ルルカも討(とう)伐(ばつ)隊についていったという証明みたいなものだ。

			　実際、討(とう)伐(ばつ)隊の案内役として同行していたし。

			　あの視線、あれは、ルルカの討(とう)伐(ばつ)隊についていくだけの実力、それに対する羨(せん)望(ぼう)だったのかもしれない。

			　それにどうやら、一人でお留守番というのが相当こたえたようだ。

			　心当たりはある。

			　エリスの両親が事故で死んだという一件。

			　きっと以前、一人でお留守番をしていたら帰ってきたのは両親ではなく訃(ふ)報(ほう)の手紙だったとか、そんなことでもあったんだろう。

			　そして、俺はあの時、血まみれのボロ雑(ぞう)巾(きん)のような格好で治療院に帰ってしまった。

			　あれで、エリスの心の傷のようなものを掘り返してしまったのかもしれない。

			　これはやってしまった。地雷を踏み抜いた気がする。

			　エリスは頑(がん)固(こ)である。

			　これは駄目だ。説得なんて、できそうもない。

			「……もし王都に修業に行ったとしたら、どれぐらいかかるんだ？」

			「そうね……えっと、一から修業をやり直して、できるかわからないけど、ハイヒールの習得までって考えたら……魔力濃度が高いと言われる霊地での瞑(めい)想(そう)が三年に、メディネ教の聖地の巡(じゆん)礼(れい)が一年に、あとは座学に教会での奉仕活動もあるから……最低でも五年、くらいかしら」

			　……やっぱり説得しよう。

			　五年はない。一ヶ月ぐらいなら、と思ったが、五年はありえない。論外だ。

			「それは駄目だろ、絶対駄目だ」

			　エリスは今、十八歳だ。

			　それから五年といえば、二十三歳だ。

			　そのぐらいの年頃の、金髪巨乳でしかも美人な女の子を信じて送り出したりなんてしたら、どうなるか。

			　五年もの時間があれば、間違いなく現地のイケメン神官あたりに寝取られてしまうだろう。

			　俺が現地の神官なら、立場を利用し絡め手を駆(く)使(し)し、全力で既成事実をつくりにいく気がする。

			　一ヶ月や二ヶ月ならまだ妥(だ)協(きよう)できたが、五年は長すぎる。

			　帰ってきたと思ったら、誠実なイケメン神官と結婚し二児の母になっていました、とかありそうだ。

			　五年とはそういう年数だ。それはとてもよろしくない。

			　でも、どうすればいいんだろう。

			　エリスは本気で、自分の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力に悩んでいるように見える。

			　すぐには、エリスを説得するアイデアも思い浮かばない。ため息しか出ない。

			「……そ、そんなに行ってほしくないの？」

			「当たり前だろ」

			「そ、そう……そうなの……」

			　しかし、どうやってエリスを説得するか。

			　エリスは一度決意すれば、多分本当に五年もの長い間修業に行ってしまうだろう。

			　冷静になって、よく考える必要がある。

			　……多分、解決方法は一つだ。

			　エリスの目的は、治(ち)癒(ゆ)魔法の上達。

			　つまりは、俺がエリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させるしか、引き止める術(すべ)はなさそうに思える。

			　それなら、どうすれば、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させられるか。

			　少し考えてみよう。

			　この世界の治(ち)癒(ゆ)魔法は、魔力、知識、そして信仰。

			　この三つの要素が大きく関わっている。

			　魔力があれば治(ち)癒(ゆ)魔法が多く使えるようになるし、ハイヒールやエクスヒールのような魔力消費の多い治(ち)癒(ゆ)魔法も行使が可能になる。

			　知識があれば、人体の仕組みを理解し、効率的な治(ち)癒(ゆ)魔法の行使で魔力消費を抑えられる。

			　この二つは、この世界でも周知されていて、俺も経験として実感していることだ。

			　そして、最後の信仰心。

			　この世界の治(ち)癒(ゆ)魔法は、メディネ教の教えでは「信仰の力」を源にしているらしい。

			　そして、メディネ教の敬(けい)虔(けん)な信徒ほど、神に集まる信仰心を、治(ち)癒(ゆ)魔法を発動する際に借り受けることができるとのことだ。

			　そして、その信仰心があればあるほど、治(ち)癒(ゆ)魔法の効果は増大する。

			　俺は神の存在なんてろくに信じてないが、それでも治(ち)癒(ゆ)魔法の実力が高いのは「俺自身が」日本の新興宗教で信仰を集めていたことに関係しているんだろう。

			　もちろん適正だとか才能だとか、いろいろと他の要素もあるけれど、だいたいはこの三つが治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を左右する。

			　多分、今のエリスには全部が足りていない。

			　エリスの魔力は並か並より少し多い程度だし、人体について深く学んでいるわけでもないだろう。そして、そこまで敬(けい)虔(けん)な神の信徒というわけでもない気がする。

			　貧乏生活だったせいか、祈るよりも働く、そんなタイプだ。

			　魔力を向上させるのは無理だろう。

			　魔力を向上させるには、長い間、魔力濃度の濃い場所にいる必要があると聞いたことがある。

			　エリスが言っていた、霊地での修業というやつだ。

			　信仰心も無理だ。

			　俺自身、信仰心なんて欠片もないし。

			　でも……知識はどうだろう。

			　俺なら、エリスの知識を埋めることができるかもしれない。

			　この世界でもある程度は医療が発達しているが、それでも現代日本からやってきた俺の知識の方が深いはずだ。

			　より詳(しよう)細(さい)にエリスが人体の仕組みを知れば、より効率的な治(ち)癒(ゆ)魔法の行使が可能になる。

			　これだ。

			「エリス、修業になんて行かなくても、俺がエリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を上げられる。それを、必ず証明して見せる。だから、修業に行くのはちょっと待ってくれないか」

			　思いついたら、早速試してみよう。

			　まずは準備が必要だ。

			「ご主人様！　ただいま帰りました！」

			　そう思い立った時、ユエルが帰ってきた。

		

	
		
			第６話　保健体育

			　

			　俺はエリスに、この街全体をカバーするような治(ち)癒(ゆ)魔法を見せてしまった。

			　実力の差を、見せつけてしまった。

			　……エリスが気にするのも、当然だったのかもしれない。

			　しかし、だからといって何年も王都に修業に行くというのはやはりよろしくない。

			　なんとかしてエリスを引き止めたいところだが、引き止めるにはエリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させる必要がある。

			　そして、俺がエリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させるためにできること……。

			　それは、俺が持つ、日本で学んだ人体の知識をエリスに教えることだ。

			「それじゃあエリス、早速人体の仕組みについて授業しようか」

			　つまりは、保健体育の授業だった。

			　エリスに手とり足とり、マンツーマンで保健体育の授業である。

			　どこまで教えていいんだろうか。

			　金髪で巨乳で清(せい)楚(そ)で真面目なエリスに、いったいどこまで教えていいんだろうか。

			　ついさっき、アリアに散々からかわれて、俺のことをきっと少し意識してしまっているだろうエリス。

			　そんなエリスに、どういうふうに保健体育の授業をすればいいのか。

			　いろいろな考えが、脳裏を過(よぎ)る。

			「ご主人様、私、人体の仕組みって教わったことがなくて、楽しみです！」

			　いや、駄目だ。

			　エリスの横には、いつのまにかユエルがニコニコと楽しそうな笑顔を浮かべて座っていた。

			　マンツーマンじゃなかった。

			　そういえばついさっき、ユエルも帰ってきていたんだった。

			　それに、変な方向に行こうとしていた思考が、ユエルの声でちょっと冷静になった。

			　今、エリスは治(ち)癒(ゆ)魔法のことで悩み、それこそ人生を大きく変えてしまいかねないような選択をしようとしている。

			　エリスの表情には、真剣さだけではなく、なんだか憂(うれ)いや不安も混ざっている。

			　本気で治(ち)癒(ゆ)魔法の実力について悩んでいるのがわかる、そんな表情だ。

			　さすがにこの状況で煩(ぼん)悩(のう)に流されてセクハラしたら、軽(けい)蔑(べつ)どころじゃ済まないだろう。

			「人体の仕組みって、あなたが……？　私、これでも一応、教会の座学は修了してるんだけど……」

			　それに、エリスはきちんと教会で教育を受けた人間だ。

			　真面目にやらなければ、多分エリスにものを教えることなんてできない。

			「まぁ聞いてくれよ。俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力は知ってるだろ？　その実力の一端を、今から見せてやるからさ」

			「ご主人様、私も聞きたいです！」

			　ユエルも見ている。仕方ない。

			　ここは、真面目に冷静にエリスに知識を教授する、知的なご主人様を演じるしかないだろう。

			　

			「……ごめんなさい、あなたの言っていること、全然理解できないわ」

			　結果、駄目でした。

			「いきなり細胞とか血小板がどうとか言われても、全然イメージがわかないし」

			　何が駄目かというと、俺とエリスの持っている、前提としての知識の差が駄目でした。

			「それに、ただそういうものがあるって言われても……具体的にそれが何をどうして傷を治すのか、きちんとはじめから説明してくれないと、わからなくて……」

			　ついでに言うなら、そのギャップを埋めるほどの確かな知識を俺が持っていないことが駄目でした。

			「思うんだけど……多分、あなた自身もよくわかってないんじゃないかしら。私も昔、教会で年下の子に勉強を教えたことがあるからわかるけど、教えるのって、しっかりとした知識がないと難しいのよ」

			　それにそもそも、人体の仕組みなんていう複雑なものを、ちょっと聞き齧(かじ)った程度の知識で教えようとしたことそのものが駄目でした。

		

	
		
			[image: p_67.jpg]
		

	
		
			　……エリスは、日本で教育を受けた俺とは違う、異世界の住人だ。

			　そんなエリスに、日本レベルの知識を教えようと思ったら、それこそ一から、教科書を初めからなぞるように、体系的に話をする必要があったのかもしれない。

			　それなのに、資料の一つもない。

			　日本の参考書にあるような、理解を助けるカラーのイメージ図や顕(けん)微(び)鏡(きよう)写真なんて、この世界にはない。

			「それに、教会で教わったことと全然違うから……あなたが言ったことを治(ち)癒(ゆ)魔法を使う時にきちんとイメージできるかというと、やっぱり難しいと思うわ」

			　これは駄目だ。

			　やってみて、初めてわかった。人体の知識を他人に教えるなんて、俺の手に余る。

			　せめて日本製の参考書の一冊でもあればなんとかなったかもしれないが、そんなものはどうやっても入手できない。

			　あれだけ楽しそうにしていたユエルも、今ではエリスの隣でうつらうつらと船を漕(こ)いでしまっている。

			　たまにハッと覚(かく)醒(せい)しては、頭を大きく振って無理矢理意識を覚(かく)醒(せい)させていた。

			　でもそれから数秒もすると、また瞼(まぶた)が落ちてカクッと頭が揺れる。

			　多分酒場のバイトで疲れていたのもあるんだろうけれど、あまりにも俺の授業がぐだぐだすぎて、眠くなってしまったのだろう。エリスの言う通りだ。ぐうの音もでない。

			「あっ…………で、でも、凄(すご)いことを話そうとしているっていうのは、なんとなくわかったから。ほら、も、もしかしたら、ハイヒールだって使えるようになってるかもしれないし……ハイヒール！」

			　エリスは俺を慰(なぐさ)めるようにそう言って、ハイヒールを発動させようと集中する。

			　が、エリスの発動させようとしたハイヒールは、わずかな緑色の光を発するだけで霧(む)散(さん)した。

			　やはり、効果はなかったようだ。

			　……人にものを教えることが、こんなにも難しいとは。

			　でも、このままではいけない。

			　エリスが王都になんて行ってしまったら、俺はこれからいったい誰の胸をチラ見して心を癒(いや)していけばいいのか。

			　ユエルか。もっといけない。

			　エリスが王都に何年間も修業に行くなんてことを阻(そ)止(し)するためには、エリスの悩みを俺が解決する必要がある。

			　ついでに、アリアにからかわれて俺のことを意識しているうちに華(か)麗(れい)に悩みを解決し「素敵、抱いて！」な展開に持っていきたい。

			　しかし、今回は少し、方法を間違えたかもしれない。

			　でも、方法はこれだけじゃない。

			「エリス、今回は失敗だったけど、まだ方法はある。絶対にエリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させる。だから、王都に行くのはもう少しだけ待ってくれ」

			「それは、構わないけど……その……」

			　どうやら待ってくれるらしい。

			　しかし、なんだか歯切れが悪い。何か言いたいことでも――

			「っ……！」

			　と、そんなことを考えていると、エリスの隣にいたユエルがブンブンと頭を大きく振った。

			　そして目を大きく見開くと、俺の言葉を聞こうと、じっと目を見つめてくる。

			　どうやら、まだ授業が終わったことに気づいていないようだ。

			　そして、また瞼(まぶた)がゆっくりと落ちていき、頭がカクンと揺れた。

			　相当眠そうだ。

			　まぁ、そんなユエルのことは置いておくとして。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法の実力に関わる三つの要素、知識、魔力、信仰心。

			　知識は駄目だったが、まだ魔力と信仰心の二つが残っている。

			　どうにかして、エリスのそれを引き上げることができれば、エリスだって高度な治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるようになるはずだ。

			　

			　翌日。

			　ユエルは今日も元気に酒場のアルバイトに出かけて行った。

			　エリスの方は、昨日俺が教えた内容を理解できないなりに一応まとめてみると言って、治療院にこもっていた。

			　そして俺はといえば、一人街の露店を物色中。

			　街は祭りのおかげもあってか、いつも以上の賑(にぎ)わいを見せている。

			　露店の数も、普段と比べて段違いに多い。

			　大通りからちょっと外れた路地にすら、露店が出ていたりするぐらいだ。

			「おっ、兄ちゃん、それが気になるのかい？　それは遺跡から発見された魔道具を、古代の技術で複製したもんでね。迷宮産の魔道具よりだいぶ安いよ？　おひとつどうだい」

			　そして、ふと見かけた露店で、店番のおっちゃんの説明を聞き流しつつ、鑑(かん)定(てい)のスキルを発動する。

			　いくつかの品に目をつけて、鑑(かん)定(てい)、鑑(かん)定(てい)、鑑(かん)定(てい)。

			　……が、どうやらこの中には、目当ての品はないようだ。

			　何を探しているかと言えば、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法を向上させるために使える魔道具だ。

			　この世界には、迷宮や遺跡から発掘された様々な魔道具がある。

			　その中には、身につけるだけで人の魔力量を増やしたり、乾電池のように魔力を蓄える魔道具だってあるかもしれない。

			　魔道具はたいてい高価だが、今の俺ならほとんどのものは買うことができる。

			　先日、騎士団からもらった二五〇万ゼニーの報(ほう)奨(しよう)金(きん)。

			　日本円にして、二五〇〇万円相当の金額だ。

			　魔道具の一つ二つ買ったところでおつりがくるだろう。

			　知識が駄目なら金だ。金の力でゴリ押そう。

			　しかし、さっきから露店をいくつも見てまわるが、なかなかそういった魔道具が見つからない。

			「あっ、シキ！　こんなところで会うなんて奇遇だねー。何してるの？」

			　そんな時、ふと、背後から声をかけられた。

			　とても嬉しそうな、媚(こ)びの入った猫撫(な)で声。

			　この声はルルカだ。

			　その直後、腕に柔らかい胸が押し付けられる感触。

			　この胸はルルカだ。

			「露店見てるの？　……あれ、ユエルちゃんは？」

			「あぁ、魔道具を探してるんだけど、なかなか見つからなくてな。あと、ユエルは今日は酒場だよ」

			　今は祭りで人手不足なのもあって、給料がいつもより良いらしい。

			　ユエルが何を買うつもりなのかは知らないが、最近では毎日のように酒場で働いている。

			　しかし、こんなタイミングでルルカに会うとは。

			　これは、もしかしたらまずいかもしれない。

			「そうなんだー。そっかそっか、ユエルちゃんは今いないんだ」

			　とても嬉しそうな声。喜色満面の、ルルカの表情。

			　……なぜ、こんなにも嬉しそうなのかは想像がつく。

			　先日の、領主主催の食事会。

			　俺があそこで報(ほう)奨(しよう)金(きん)をもらった時、ルルカはその場にいたのである。

			　そう、ルルカは今、俺の財布が普段と比べてとても暖かいことを知っている。

			　そして俺を見つけるなり、胸を押し当ててきた。

			　……例えば今、この状況でルルカに「これ買って」と言われたら。

			　いや、「これを買ってくれたら後で……」なんて言われたら。

			　俺は買ってしまうかもしれない。

			　一時の心地よい感触に流されて、ルルカに高価な宝石でも魔道具でも、なんでも購入してしまうかもしれない。

			　まぁ多少の後悔はあったとしても、きちんと相応の対価をもらえるならそれもアリではあるのだが。

			　……でも、今はこの金をエリスのための魔道具に使うつもりなのだ。

			　今は、今だけは、タイミングが悪い。

			「そういえば、なんの魔道具探してるの？　一緒に探してあげようか？」

			「あー、魔力を上げられるもの、かな……」

			「へー、そうなんだ。……そうだ、最近新しい道具の店ができてね、行ってみたかったんだ。この街でもかなり大きな店だから、シキが探してる魔道具も見つかるかもよ？　一緒に見に行こうよ！」

			　ルルカはそう言って、俺の腕をその柔らかい胸に挟み込みながら引っ張ってくる。

			　胸に挟み込んで、ぐいぐいと、引っ張ってくる。

			　……逆に考えよう。

			　俺が誘惑に耐えさえすればいいんだ。

			　ルルカは冒険者だ。

			　以前のイヤリングの件もあるし、魔道具については俺よりも詳しいだろう。

			　案内してもらえば、俺の探している魔道具も早く見つかるかもしれない。

			　別に、腕に当たる胸の感触が心地よくて離れたくないとかじゃない。

			　防具をつけてない、シャツ一枚越しに当たる胸の感触が柔らかいからとかではない。

			　俺が強く固い意思を持ち、財布の紐(ひも)をきつく締めればいいだけの話なのだ。

			　そうと決まれば、早速出発だ！

		

	
		
			第７話　ルルカと祭り

			　

			「うわ、なにこの串焼き、とっても美味(おい)しいよ！　霜(しも)降(ふ)り王都牛って凄(すご)いんだね、初めて食べたけど、口の中でとろける！　買ってくれてありがとう、シキ！　さすが！　かっこいい！」

			　腕にとろけるような胸の感触を感じながら、人の流れをすり抜けつつ魔道具店を目指す。

			「あぁ、気にするな。……おっと、人にぶつかりそうだ。もうちょっとこっちに寄った方がいいんじゃないか？」

			「もう、しょ、しょうがないなー！」

			　まだほんの少しルルカと通りを歩いただけだが、使用金額、すでに数千ゼニー。

			　得た物は、腕に感じるとても柔らかい感触と、とってつけたような雑な賞賛、そしてご機嫌なルルカによる道案内。

			　まぁ、多少値は張ったが、食べ物程度なら安いもの。

			　串焼きの一本ぐらい、ヒール一回より安いのだ。

			　魔道具店への道案内にかかった費用だと思えば高くない。

			　いや、高いかもしれないが、腕に当たり続けている胸の感触まで含めれば高くない。

			「あ、そこの通りに出て、北だよ」

			「ああ」

			　ルルカは本当に嬉しそうな表情で、高級串焼きを頬張っている。

			　見ていると、ちょっとぐらいなら奢(おご)ってもいいかななんて思ってしまうあたりに、ルルカの高い技量を感じてしまう。

			　しかし、エリスのための魔道具を買うまでは、間違っても高級な装飾品なんかを買ってはいけない。

			　魔道具は基本的に高額だ。さすがに足りるとは思うが、魔道具店につく頃には買う金が残っていませんでした、では話にならない。

			　そんなことを考えながら、大通りに出ると、

			「……これは通れないな」

			　通りを埋め尽くすほどの、大きな人だかりにぶつかった。

			　ルルカの言う魔道具店は、街の北側、少し離れたところにあるらしい。

			　ここを北に進んだところにあるはずなのだが、この人だかりではどうにも通れそうにない。

			「うーん、どうしよっか」

			　そして人だかりを見てみれば、中心には見覚えのある貧乳黒髪の、装飾を施された神官服を着た女性がいた。

			　昨日も見た、あのメディネ教の女神官だ。

			「あ、また無料で治療してくれてるみたいだね、メディネ教の神官さん。一昨日(おととい)もやってたよ」

			　どうやらルルカも見たことがあるらしい。

			　しかしあの神官、なんだか気になる。フランと同じくらい貧乳なせいだろうか。

			　Ｄカップの女性よりも、トリプルＡカップの女性の方が物珍しさで視線を向けてしまいやすいようなアレだろうか。

			　……いや、初めてエクスヒールを使える治(ち)癒(ゆ)魔法使いを見たせいか。

			　昨日は魔力切れを起こしてはいたものの、エクスヒールまで使っていた。

			　俺が今までに見た治(ち)癒(ゆ)魔法使いの中では、間違いなく一番の実力だろう。

			　今はどうやら、ハイヒールを使って欠(けつ)損(そん)患者達を治療しているようだ。

			　笑顔を絶やさずハイヒールで患者を治療し、患者の手を包み込むように優しく握手をした後、周囲の野次馬に手を振っている。

			　……。

			　なんだろう、この光景。

			　まるで、アイドルがボランティア活動でもしているような、そんな華やかさを感じる。

			　アリアが、あれは教団が寄付を集めるためのパフォーマンスだと言っていたし、そういうものなのかもしれないが。

			　あの女神官も年齢は十七歳ぐらいに見えるし、胸の大きさはともかく顔立ちはかなり整っている。

			「しっかし、あんなに若いのにあれだけの治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるんだな。エリスはハイヒールを使うだけでも、何年も修業しないといけないって言ってたのに」

			「ふーん、でも、シキも似たようなものじゃない？　その歳でハイヒールまで使えるんだし」

			　いいえ、エクスヒールまで使えます。ルルカには言ってないけれど。

			　でも、俺の場合は特別だ。

			　もともとわずかながら治(ち)癒(ゆ)の力を使えた上に、魔力のない地球からやってきたおかげで、膨(ぼう)大(だい)な魔力を蓄える特殊な体質をしている。

			　まぁ、俺のことは置いておくとしても、この世界でエクスヒールまで使える人間というのはなかなかいない。

			　あの年齢でエクスヒールが使えるというのは、この世界でも相当特異な存在と言っていいだろう。

			　まさか俺と同じように、異世界からやってきたなんてことはないだろうし。

			　……ないのだろうか。

			　あの女神官が気になる理由。

			　エクスヒールの件だけじゃなかったかもしれない。

			　黒髪だ。あの女神官、この世界ではあまり多くない、真っ黒な黒髪なのだ。

			　黒に近いグレー、茶色混じりの黒というのはかなり多いが、純粋な黒髪というのはあまり多くない。

			　もしかしたら……そんな考えが脳裏を過(よぎ)る。

			　――不意に、野次馬に手を振っている女神官と目があった。

			　ほんの一瞬だ。

			　こちらを見ようとしたわけではなく、ただ視線が通っただけだろう。

			　でも、見えた。

			　透き通るような、青色の瞳(ひとみ)。黒ではなく、青色だ。

			　違った。

			　少なくとも、日本人じゃない。

			　……いや、というか、俺と同じように日本から来たなら、エクスヒールの一発や二発程度で魔力を切らしたりしないか。

			　しかし、それならやはり特別に才能ある人間ということなのだろう。

			　エリスに教えたら、自信を喪(そう)失(しつ)してさらに落ち込みそうだ。

			　魔力が凄(すご)いのか、知識が凄(すご)いのか、それともよっぽど敬(けい)虔(けん)な神の信徒でメディネ神とかいう存在から大きな信仰の力を借りているのかはわからないけれど。

			　そんなことを考えながら女神官を眺めていると、

			「凄(すご)い！　手が動く、動くよ、お母さん！」

			「聖女様、ありがとうございます、このご恩は一生忘れません！」

			　幼い女の子を連れた母親らしき人物が、女神官に土下座でもするような勢いで深く頭を下げて礼を言っているのが目に入った。

			　どうやら今治療を受けたのは、あの幼い女の子らしい。

			「お気になさらないでください。こんなにかわいらしいお子さんを救うことができて、私も嬉しいです。ほら、顔を上げてください」

			　女神官は笑顔で母親にそう言うと、服が汚れるのも気にせず地面に片膝をつき、母親を立ち上がらせようと手を差し伸べる。

			　母親は、そんな女神官を見て、感動して泣いているようだ。

			　きっと、貧しくてハイヒールの治療を受けられなかった子供を、今回の無料の治療で治してもらったんだろう。

			　まるで劇のワンシーンのような、感動的な光景だ。

			「ありがとうございます、ありがとうございます！」

			「おねーちゃん、ありがとう！」

			　娘と母親は、何度も女神官に礼を言いながら立ち去って行く。

			　周囲の野次馬からは、歓声と拍手が鳴る。

			「よかった、よかったね、あの子、治療してもらえて……」

			　ルルカも、嬉しそうにはしゃぐ母子を見て、少し涙ぐんでいる。

			「……」

			　でも、なんだろう、この光景。違和感を感じる。

			　どこがおかしいとは言えないが、何かがおかしい。

			　そしてふと、日本でのとある経験を思い出した。

			　そうか、この違和感の原因は……。

			　少し気になって、女神官が次の治療を終えた直後の野次馬の様子を観察する。

			　すると、真っ先に大きな拍手と歓声を上げる人間が、野次馬の中に等間隔にいることに気づいた。

			　その次の治療の後も、さっきと同じ人間が、まるで場を盛り上げようとでもするかのように、大きな歓声と拍手を上げていた。

			　……あれは。

			　サクラだ。

			　違和感の原因は既視感だった。そうだ、これは新興宗教の手口によく似ている。

			　教祖を信仰の対象としている種類の新興宗教では、子供を使った感動的な体験や、サクラを用いた集団心理によって教祖を偉大に見せかけ、信仰の材料にするということがある。

			　俺も何度か見たことがある。

			　しかし、これは教団による、ただの寄付のためのボランティア、イメージアップ活動だとアリアは言っていたはずなのに、どうしてサクラなんて……。

			　そして気づいた。

			「なるほどな」

			「なるほどって、シキ、どうしたの？　……あ、そろそろ移動しよっか、あんまり見てても仕方ないしね」

			　信仰心。そうだ、信仰心だ。

			　あの女神官は、俺と同じように、自分自身に信仰を集めているのかもしれない。

			　そう考えれば、あの女神官の行動にも納得がいく。

			　やたら華やかな雰囲気。治療をしながら、野次馬に向かって手を振るような高いサービス精神。

			　神官なのに、装飾が施されたあの服装。

			　まるでアイドルか何かだ。

			　そして、極めつけがサクラの存在と、あの年齢でエクスヒールまで使えるという事実。

			　ああやって自分を象徴化し、偉大に見せかけ、信仰心を集めているのだろう。

			　エリスは神を信仰するだけではなく、自身が信仰を集めることでも治(ち)癒(ゆ)魔法の実力が向上することは知らなかった。

			　自分に信仰心を集めることで治(ち)癒(ゆ)魔法の実力が向上するという事実は、俺が特殊なケースだったから気づいただけで、一般的に知れ渡っていないはずだ。

			　いや、メディネ教は治(ち)癒(ゆ)魔法の総本山ともいえる宗教なわけだし、気づいているけれど、あえてお偉いさんの中だけで秘(ひ)匿(とく)しているのかもしれない。

			　そういえばアリアも無料での治療は寄付を募(つの)るためだと認識していたし、その可能性は高い。

			　誰でも彼でも信仰を自分に集めようなんてしたら、信仰対象が分散してしまうだろう。

			　……これは使える。

			　エリスに似たようなことをやらせて、信仰を集めさせれば……。

			　――いや、駄目か。

			　エリスが首を縦に振るイメージがわかない。

			　というか、あの女神官は服装や周りの護衛の数からして、教会のお偉いさんだ。

			　さっきは聖女なんて呼ばれていたし。

			　そんな人間なら注目をいくら集めても問題ないのかもしれないが、ただの治(ち)癒(ゆ)魔法使いのエリスがそれだけの注目を集めては、危険な気がする。

			　美人で金髪であの男好きする体つきのエリスが、まるでアイドルのように愛想を振りまいたりなんてしたら、間違いなく事件に巻き込まれるだろう。

			　エリスは戦う力もないし、それはよくない。

			　エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法を向上させる、画期的なアイデアになるかと思ったけれど……このアイデアはボツだ。エリスを危険に晒してまでやるべきことでもない。

			「……ねぇシキ、ねぇってば。ここは通りにくいしさ、裏路地の方から回って行こうよ。多分、近道にもなるし」

			「あ、あぁ」

			　気づくと、ルルカが俺の手を引いていた。

			　そうだった、魔道具を買いに行く途中だった。

			　エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させるためにはやはり、魔力を増やしてくれる魔道具を買うのが現実的な方法だろう。

			「ほら、シキ、こっち」

			　ルルカはここを通るのは諦(あきら)めて、裏路地を使うつもりらしい。

			　まぁ、俺もさすがにこの人混みの中を突っ切るのは遠慮したい。

			　――そして、ルルカについて行こうとした、そんな時。

			「あっ、あ――っ!!　な、何やってるんですかぁ！」

			　聞き覚えのある大きな声が、耳に届いた。

			　声の方に目を向ければ、人混みの中から、騎士の鎧(よろい)を着込んだポニーテールの女の子が、こちらに向かってきていた。

			　そのポニーテールの色は、エリスによく似た金色。

			　あれは……アリアだ。

			　そして、アリアはルルカに握られた俺の手を見ると、あからさまに顔をむすっとさせる。

			「えっ、な、なに？　あの子、シキの知り合い？」

			　ルルカは突然のことに驚いたのか、目を丸くして俺に視線を向けた。

			　アリアの方は、なにやら怒ったような顔でずんずんと距離を詰めてくる。

			　まさか、こんなところで、こんなタイミングでアリアと会うなんて。

			　……やばいかも。

			「シキさん、何やってるんですか！　誰なんですか、その人！」

			　アリアは怒っている。

			　偶然見かけた姉の同居人と親交を深めるために挨(あい)拶(さつ)をしにきた、というわけではなさそうだ。

			　目的はなんだろうか。俺が想像している通りなら、これはまずい展開だ。

			「アリア、待てよ、ちょっと落ち着けって」

			「あぁっ、もう、手なんて繋いじゃって！　答えてください、誰なんですか、その人は！　浮気相手ですか！」

			　まずい展開だった。

			「うっ、浮気相手ぇ!?」

			　アリアの言葉に俺が言い訳をしようとする間もなく、今度は素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声でルルカが叫ぶ。

			「わ、私のこと……？　浮気相手って、私のこと!?」

			　そして、ルルカはわなわなと震えながら自分を指さしつつも、混乱した顔で俺とアリアを交互に見た。

			「シ、シキ、浮気相手ってどういうことなの!?　ねぇ、シキってば！」

			　いけない。

			　ルルカは浮気相手呼ばわりが相当嫌だったのか、半分涙目だ。

			　浮気相手というふうに軽く見られたことが嫌なのか、浮気ということはつまり本気が別にいるということが嫌なのかはとても気になるところだが、今はそれを考えている余裕はない。

			　即座に弁解しなければ。

			「い、いや、それは誤解でっ……」

			「誤解ってなんですか！　お姉ちゃんのこと、昨日、ちゃんとお願いしたじゃないですか！」

			　そして、さらに怒り出すアリア。あ、これはまずい。

			「そういえば、昨日も女の人をナンパしようとしてましたよね！　友達に無理矢理誘われただけなんて、やっぱり嘘だったんじゃないですか！」

			「ナ、ナンパ!?　シキ、ナンパなんてしてたの!?」

			　アリアはどんどんヒートアップしていく。

			　まずい。

			　ちょっと用事があるから、なんて逃げられる感じではなさそうだ。誤(ご)魔(ま)化(か)せない。

			「見てしまったからには、お姉ちゃんのためにも見過ごせません！　シキさん、その人が誰なのか、いったいどういう関係なのか、きちんと説明してもらいますからね！」

			　……ど、どうしよう！

			　いや、危機的な状況の時こそ落ち着くべきだ。

			　まずは状況を整理しよう。

			「う、うわ、うわ、浮気相手って……浮気相手ってぇ……」

			　まず、俺は現在、特定の誰かと関係を持っているわけではない。

			　エリスは俺のことを同居人ぐらいにしか思っていないだろうし、ルルカともたまに治療したり対価として胸を揉(も)んだりする程度。

			　だから、浮気相手というのは間違いだ。

			　けれど多分、それをアリアに言ってはいけない。

			　アリアは、エリスが男と同居するということは、それはつまり思い人で婚約者ぐらいに考えているのだろう。

			　エリスとはまだそういう関係じゃない、と言ってもまともに聞いてはくれない気がする。

			　俺が治療院に住み込んでいるのには、アリアが知らない事情があったわけなんだが。

			　しかし、どう説明したものか。

			　アリアは相当怒っているようで、胸の下で腕を組み、こちらをじっと睨(にら)んでいる。

			　エリスとはそういう関係じゃない、なんて言ったら「お姉ちゃんのことは遊びなんですか！もてあそんでいるんですか!?」とか言われて余計にこじれそうだ。

			　……あ、いや、普通に説明すればいいのか。

			　普段から自分の行動にやましいところが多くて逆に失念していたが、そもそも今回は魔道具店に案内してもらっていただけである。

			「アリア、誤解だよ。ちょっと魔道具を探してるんだけど、俺は魔道具に詳しくないからさ。ルルカは冒険者で俺より魔道具にも詳しいし、いい店を知ってるって言うから案内してもらってたんだよ。なぁ、ルルカ？」

			「う……う、うわき……いて……」

			　が、肝心のルルカは何やら下を向き、ぶつぶつと呟(つぶや)いて返事をしない。

			　そこまで浮気相手呼ばわりがショックだったのだろうか。

			　……でも、今は頼むから誤解を解くのを手伝ってほしい。

			「なんで魔道具なんて探してるんですか……？　あ、でもさっきその人と手を繋いでたじゃないですか！　私、ちゃんと見てたんですよ！」

			「そ、それは、ほら。あの神官の治療を俺がずっと眺めてたから、ルルカが早く行こうって引っ張っただけで。それに、魔道具を探してるのも……」

			「怪しい……やっぱり怪しいです！」

			　俺が最後まで答えるのも待たずに、アリアが言う。

			　どうやら、俺の信用はもうすでにないらしい。

			　多分、エリスからの手紙で稼いでいた分の信用を、街でのナンパの件と今回の一件で使い切ってしまったのだろう。話を聞いてもらえない。

			　アリアは多分、エリスと同じ頑(がん)固(こ)なタイプだ。

			　これは駄目だ。

			「怪しいって言われてもな……」

			　少し落ち着くまで待たないと、誤解を解くなんてできそうもない。

			　……しかし、なんで俺はこんなに誤解を解いてばかりいるんだろう。

			　最近、特にこういうことが多い気がする。

			　まぁ、誤解じゃない事実を誤(ご)魔(ま)化(か)すことの方が多いんだけれど。

			　でもどうせ解くなら誤解じゃなくて下着の紐(ひも)とかがいい。

			　なんて現実逃避をしていると、

			「怪しいのはその人たちじゃないでしょう！　遊んでないで、早く持ち場に戻りなさい！」

			　アリアの頭が、怒声とともにぶん殴られた。

			「いっ、いったぁ！　誰っ……って、ふ、副団長!?」

			　殴ったのは、アリアより数歳上に見える女騎士。かなり怒った顔で、アリアをきつく睨(にら)んでいる。

			「今は護衛任務中なんですよ！　いつ何があってもおかしくない状況なんです、わかっているんですか！」

			「う……そ、それは、わかってますけど……」

			　アリアは副団長と呼ばれた女騎士に、凄(すご)い剣幕で怒られている。

			　アリアもなにやら自覚があったようで、気まずそうな顔をして女騎士から目を逸らしていた。

			　話を聞いている感じだと、仕事中だったのに俺を見掛けて抜け出してきたとかそんなところだろうか。

			　……それは怒られるわ。

			「ほら、戻りますよ。これは遊びでも模(も)擬(ぎ)訓(くん)練(れん)でもないんですから。失敗は許されません。なんのためにあなたみたいな学生まで受け入れていると思っているんですか」

			「……あ、で、でも待ってください！　あとちょっとだけ話を……あっ、引っ張らないでください、ま、待ってください!!」

			「駄目です。今は本当に人手が足りないんですから。クランクハイトタートル襲撃事件の調査もあれば、聖女様の護衛に、旅行者同士の諍(いさか)いの仲(ちゆう)裁(さい)。見回りをこの街の神官の方々が手伝うと申し出てくれていなければ、今頃騎士団の業務はパンクしていましたよ」

			　そして、アリアは女騎士に引きずられるようにして、人ごみの中に消えていく。

			　いくらアリアでも、上司には逆らえないようだ。

			　……どうやら、危機は去ったらしい。

			　先送りになっただけな気もするが、とりあえずは助かった。

			　そして、そう思った、その瞬間。

			「その浮気相手のこと、ちゃんと後で説明してもらいますからね！　絶対、絶対ですからね―――！」

			　人ごみの中から、そんな叫びが聞こえてきた。

			　

			「おい、ルルカ。どうした？　そろそろ行こうぜ。……ルルカ？」

			　まぁ予想外の出来事はあったが、本来の目的を忘れてはいけない。

			　なぜルルカと街を歩いていたかといえば、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法のレベルアップのため、魔道具店に案内してもらっていたのだ。

			　が、さっきからルルカの様子がおかしい。

			　ずっと、下を向いて何か考え事をしているようだ。

			　声をかけても反応がない。

			「なぁ、アリアのせいでここにいるのも視線が辛いんだよ……。ルルカ、はやいとこ店まで案内してくれ。さっさと移動しようぜ」

			　こんな人だかりの目の前で、大声で浮気だなんだと言われてしまったせいか、気づいた時には無駄に視線を集めてしまっていた。

			　俺にとってこの場所は最早、針の筵(むしろ)である。

			　そして、ルルカに声をかけ続けると、何度目かでハッとしたように顔を上げた。

			「……そ、そうだったね、案内、案内だったよね！」

			　ルルカはそう言って、裏路地の方へ歩きだす。

			　……だが、声が少し裏返っている。

			　しかも路地に入って数歩歩いたと思えば、すぐに立ち止まった。

			　そしてゆっくりとこちらに振り向いて、わずかに顔を伏せながら聞いてくる。

			「……ねぇシキ……その、さっきの子って、誰なの？」

			　やっぱり聞いてきたか。

			　正直、エリスの妹だと言った時のルルカの反応が予想できない。

			　確信は持てないものの、やはりルルカから好意をもたれているような気はするのだ。

			　地雷を踏みぬきかねない。

			　でも、聞かれたからには答えないわけにはいかないだろう。

			「あぁ、あれはアリアって言って……」

			「あっ、や、やっぱり待って！　あの金色の髪……それにお姉ちゃんって、も、も、もしかして…………や、やっぱりいい、答えなくていいから！　べ、別に興味とかないし！」

			　なんだろう、この反応。

			　そういう反応をされると、こっちは逆に興味が出てくるんだけど。

			　なんだかそわそわしてくる。

			「ほ、ほら、魔道具店だったよね！　早速行こっか！　こっちだから！」

			　まぁ、案内してくれるんならいいんだけれど。

			　ルルカは踵(きびす)を返して、少し早歩き気味に路地に向かって行く。

			　どうやら話はこれで終わりらしい。

			　

			　ルルカの案内で、薄暗い路地を進んで行く。

			　アリアと会う前のような軽い会話はなく、ひたすら無言でルルカが先導する形である。

			　さっきから、ずっとこの調子だ。

			　しかし、なんだか気まずくて声をかけずにいたけれど、いったいルルカはどこまで行くんだろうか。

			　そこまで遠くという話ではなかったはずなんだが、もうかなり長い時間歩いている。

			　それにこの路地。

			　建物の陰になって日が当たらないようで、数日前に降った雨の水溜りがいまだに残っているような細い路地だ。

			　周りも、もう使われていないような古い建物に囲まれていて、ろくに見渡すこともできない。

			　そもそも路地自体もぐねぐねと折れ曲がったりしているし、ろくに区画整理もされていない。

			　それに、なんだか変な動物の鳴き声まで聞こえてくる気がする。

			　正直不気味だ。

			　でも、道が入り組みすぎていて、俺には最早帰り道すらわからない。

			「なぁルルカ、魔道具店なんて、普通は大きな通りにあるもんだろ？　ほんとにこっちであってるのか？」

			「……」

			　返事はない。

			「どう考えてもこっちに店があるなんて思えないんだけどな……。いや、実は冒険者だけが知る隠れた名店みたいなのがあったりするのか？」

			「……」

			　やはり、返事はない。

			　ルルカはまるで俺の声が聞こえてないかのように、ペースを乱さず路地の奥へ奥へと歩いていく。

			「ルルカ？」

			　さすがにおかしいと、肩を掴んで止めると、ルルカはビクリと反応した。

			「えっ、な、何っ!?」

			「何じゃないだろ。さっきから何度も声かけてるのに全然反応しないから……本当にこっちであってるのか？」

			　そう言うと、ルルカはキョロキョロと辺りを見回し始める。

			　俺の顔を見て、暗い足元を見て、そして周りの古びた建物二、三軒に視線を向ける。

			　すると、すぐに顔を青くした。

			「……あ……ごめん、こっちじゃなかった」

			「……だよな。まぁ、いいから早く戻ろうぜ。この路地、薄暗くて気味が悪いしさ」

			　そういえば、人とすれ違うことすらない。

			　こんな路地でも家自体はたくさんあるんだから、通る人の一人や二人いてもおかしくないんだけれど。

			　なんだか気味が悪い。

			　近道じゃないなら、さっさと戻りたい。

			　けれど、ルルカは道を引き返す前に、足を止めて周囲の様子を再度確認した。

			　それから、俺の顔をじっと見つめる。

			　わずかに不安の混じった表情で……。

			　そして言う。

			「う、うん。でも、シキ……その、そのね。その前に、シキに言わないといけないことがあるの」

			　なんだろう。薄暗い路地、二人きりの状態。

			　ルルカの不安そうな表情、そわそわとした態度。

			　それに、さっきのアリアの話への反応も気になる。

			　もしかして、無言でこんなところまで歩いてきたのは、この「言わないといけないこと」のためだったのだろうか。

			　そのためにわざと道を間違えて、こんなひと気のないところまで来てしまったんだろうか。

			　ちょっと、ほんのちょっとだけ期待してしまう。

			「ど、どうしたルルカ。俺はいつでも大丈夫だ。準備はできてる、さあ言ってみろ」

			　前髪をいじり、服装を整えた後に俺がそう言うと、ルルカは少し表情から不安を消した。

			　そして、意を決したように言う。

			「ごめん、戻る道、全然わかんない……」

			「……マジで？」

			「……うん」

			　ちょっと予想してたのと違った。

			　そうだよね。はたから見てもぼーっとしながら歩いてたもんね。

			　戻る道、わからないよね。

			　愛の告白とか、そういうのじゃないよね。

			　期待してしまったのが悔しい。

			「ごめんシキ。ちょっと、ぼーっとしちゃってたみたいで……。旧市街に入りこんじゃったのはわかるんだけど、道が入り組みすぎててどの方角に行けば出れるのか、私でも全然わからなくて」

			「まずいな、俺も道は覚えてないし……ん、旧市街？」

			「……あぁ。旧市街っていうのはね、昔この都市がもっと小さかった頃に住宅地が乱立していた場所でね。でも乱立しすぎて日は当たらないし家はカビるし、下水の整備もできてなかったから病気になる人がたくさんいて、治(ち)癒(ゆ)魔法使いが何人いても足りないって放(ほう)棄(き)された市街なんだって」

			　健康被害で一区画を放(ほう)棄(き)するなんてあるんだろうか。

			　いや、この世界のカビはすぐに人体に影響を出してしまうような強毒性なのかもしれない。

			　実際に、建物を見る限りではずいぶんと昔に放置されてしまっているようだし。

			　まぁ、たとえ害があろうとなかろうと治(ち)癒(ゆ)魔法があれば関係ないし、そんなことどうでもいいんだけど。

			「意外と物知りなんだな」

			「ほら、フランが街の歴史とか大好きだから……」

			　そういえば以前、ユエルにも都市の壁の歴史について話をしていた気がする。

			　あの女、金髪ドリルのくせに話題選びが渋い。

			「それじゃ、適当に歩いて大通りに出ることでも祈るか。一応、街の中なんだし、そのうち出られるだろ」

			「そうだね、面倒だけどそれしかないかも。ごめんね、知ってる道に出たらちゃんと案内するから」

			「まぁ別に、そんなに謝らなくてもいいんだけど……」

			　ルルカが道に迷ったのは、間違いなく考え事をしていたからだろう。

			　そして、その考え事のきっかけはアリアの発言だ。

			　浮気相手と呼ばれて、何をそこまで考えていたのか……。

			　そういえば、以前一緒に迷宮に潜った時もこんなことがあったし。

			　気になる。とても気になる。

			　確かめるために、少し話してみるべきだろうか。

			　そんなことを考えていると、

			「……あれ、でも、向こうの方から何か声がしない？」

			　ルルカが呟(つぶや)いた。それから、耳に手を当てて、キョロキョロとし始める。

			「そうか……？」

			　俺も耳を澄ませてみる。

			　と、確かに何かが聞こえた。

			「シキも聞こえたよね？　よかったー、これで道が聞けるかも！」

			　音の発生源はあまり遠くではなさそうだ。

			　ルルカと一緒に、声の方角に向かって、路地を二つ曲がる。

			　すると、いた。

			　……魔物が。

			　人ではない。家を一軒潰し、無理矢理作ったようなスペースに、一匹の大きなトカゲ面の魔物がいた。

			　地面に刺された巨大な杭(くい)から鎖(くさり)が伸びて、首輪で繋がれた状態の魔物がそこにいた。

			　見ればこの魔物、茶色とも橙(だいだい)色ともとれない色の鱗(うろこ)に全身を覆(おお)われて、背中には大きな翼が生えている。

			　サイズはだいたい全長で四メートルといったところ。

			　……これ、ドラゴンってやつじゃないだろうか。

			　いわゆるドラゴンと呼ばれる魔物な気がする。

			　試しに鑑(かん)定(てい)してみると、アースドラゴンと出た。

			　やっぱりドラゴンだ。

			　どうやら俺たちが聞いたのは、人の声ではなくドラゴンの唸り声か何かだったらしい。

			「な、なんでこんなところに、こんな魔物がいるんだよ……」

			　なぜこんな街中、しかもひと気のない場所に魔物がいるのか。

			　街の警備をしているはずの騎士は、いったい何をやっているのか。

			　もしこのドラゴンが襲ってきたとしたら、俺とルルカは勝てるのか。

			　いや、逃げきれるのか。

			　疑問がどんどん膨らんでいく。

			「わっ、わっ、凄(すご)い、凄(すご)いよシキ！　ドラゴンだよ！　こんなに近くで見るのは初めてかも！　……うわぁ、かわいいなぁー」

			　が、ルルカの方は、俺が持ったような疑問は考えてもいないようだ。

			　ドラゴンを指さしながら、無邪気にはしゃいでいる。

			　目をキラキラと輝かせて、いろいろな角度からドラゴンを眺めては、鱗(うろこ)のツヤがいいだの、爪が硬くて大きいだの言っている。

			　あ、あれ……？

			　なんだか感覚のズレを感じる。

			「あ、そういえば、まだ霜(しも)降(ふ)り王都牛あったかも……あった！　食べるかな…………わっ、シキ、食べた、この子食べたよ！　あっ、手に頭こすりつけてる。か、かわいー！」

			　そして、怖がるような様子も見せずに餌(え)付(づ)けをし始めるルルカ。

			　手で肉を持ち、それを直接ドラゴンの口元に持っていっている。

			　ものすごく危険だ。

			　でも、ドラゴンはルルカの腕は食べずに器用に肉だけを食べているし、ルルカの方はそれを見て目を輝かせながら喜んでいる。

			　……魔物なのに、噛まれるとか怖くないんだろうか。

			　某配管工ゲームの黒くて丸いワンちゃんみたいに唐(とう)突(とつ)にバクっとくるとか考えないんだろうか。

			　俺はあのドラゴンの鋭そうな牙(きば)を見るだけで、ジャイアントアントに噛まれたトラウマが蘇(よみがえ)りそうなんですけど。

			「お、おい、あんまり近づくなよ。危ないだろ」

			「え？　あぁ、ドラゴンはね、他の魔物とは違うんだよ。知能も高いし人懐っこいし、こっちから手を出さなければ攻撃してきたりはしないんだ。人の言葉もちゃんと理解するし、悪い魔物じゃないんだよ。……こんなの常識だよ、シキ、知らなかったの？」

			　ドラゴンを見て後退りする俺を見て、ルルカが補足する。

			　どうやらズレの原因はそこだったらしい。

			　魔物といえば、攻撃的で人を見れば見境なく襲ってくるようなイメージだったが、どうやらすべてがそういうわけでもないようだ。

			　そういえば、以前に森で遭(そう)遇(ぐう)した狼は俺達とアーマーオーガの漁(ぎよ)夫(ふ)の利(り)を狙ってきていたし、クランクハイトタートルも卵を割られて激(げつ)昂(こう)していた。

			　魔物には知性があるものもいる。

			　知能の高さ次第では、人を襲わないという魔物がいてもおかしくはない。

			　というかルルカの話ぶりだと、どうやらこれはこの世界の常識的な知識のようだ。

			「あ、いや、それでも何かの間違いで噛んだりするかもしれないしな」

			「大丈夫だよ、ほら、こんなに人懐っこいし」

			　人懐っこいというのも嘘ではなさそうだ。

			　高級肉を食べさせたルルカに対して、やたら頭を擦り付けたり、手を舐めたりしている。

			　それに、よく見てみるとあのドラゴンの首輪、装飾の感じからして魔道具の類な気がする。

			　試しに鑑(かん)定(てい)してみると、

			　

			　魔道具

			　性質：隷属・魔物

			　条件：対象屈服

			　

			　どうやら、奴(ど)隷(れい)紋(もん)の魔物版みたいなもののようだ。

			　あまり聞いたことはないけれど、そういうものもこの世界にはあるのかもしれない。

			　対象屈服というのは、一度負けを認めさせないと発動できないとか、多分そんな条件でもあるのだろう。

			　しかし、こんなものがついているということはどこかに飼い主がいるはずだ。

			　まぁ、首輪と鎖(くさり)がついている時点でわかってはいたんだが。

			「こんにちは、気に入っていただけたようでなによりです。……ですが、勝手に餌を与えるのはご遠慮ください」

			　ふと、背後から男に声をかけられた。

			　目に深い隈(くま)のある、背の高い男だ。

			　黒っぽいフードを被り、腰に鞭(むち)のようなものをさしている。

			　このドラゴンの飼い主だろうか。

			「へ？　あ、ご、ごめんなさい。このドラゴンがかわいくてつい……！」

			　ルルカも気づいて、ドラゴンから少し距離をとる。

			　フードの男はそんなルルカをチラリと見ると、俺の方にも視線を向けた。

			　なぜこんなところに人が、という顔だ。

			　もしかしたら、ドラゴン泥(どろ)棒(ぼう)か何かだと疑われているのかもしれない。

			「いやすいません、道に迷ってたら何か声が聞こえたんで、人がいるのかと思って……」

			　とりあえず説明をする。

			　すると、フードの男は「そうですか」と頷きつつも、訝(いぶか)しげに俺とルルカを見た。

			　これは警戒されている。

			　まぁ、普通はこんなところに人が来ることはないんだろう。

			　……普通といえば、こんなところにドラゴンがいるのも普通ではないんだけれど。

			　というか、この男はなんなんだろう。

			　たとえドラゴンが人に受け入れられている魔物だとしても、こんなひと気のないところで鎖(くさり)につないでおく理由がわからない。

			「……あぁ、このドラゴンは祭りで開催される武闘大会にサプライズで参加させることになっていまして、ここに待機させているのです。あまりこのことが広まってしまうと盛り上がりに欠けてしまいますから、その、このことはくれぐれもご内密にお願いできますか」

			　視線からそんな疑念が伝わったのか、フードの男が説明してくる。

			　なるほど武闘大会か。

			　多分、優勝者とドラゴンの対決！　みたいな余興でもあるのだろう。

			　今回の祭りは例年と比べて盛大だという話だし、いろいろイベントがあるのかもしれない。

			「……武闘大会かぁ、さすがにこのドラゴンには勝てる気がしないなぁ」

			「ルルカも出るのか？」

			「ううん、出ないよ。私は一人で戦うのあんまり得意じゃないし」

			　そういえば、ルルカは盾のスキルしか持ってなかったんだった。

			　武闘大会のように剣で斬り合うのは、あまり上手くはないのかもしれない。

			　それでも、間違いなく俺よりは強いけれど。

			「それに、祭りの当日は鍛(か)冶(じ)大会とか歌唱大会とかミスコンとかいろいろあるからね！　武闘大会に参加すると丸一日潰しちゃうし、もったいないよ」

			　ミスコンまであるのか。

			　これは祭り当日の予定が決まった気がする。

			　美女を見よう。

			　街で一番の巨乳美女を見に行こう。

			　……いや。

			「ミスコンか……エリスに勧めてみるのもいいかもな」

			　本当にミスコンがあるなら、見るだけじゃなくエリスに勧めてみるのもありかもしれない。

			　エリスの容姿なら参加すれば多少は信仰心みたいなものも稼げるだろうし。

			　そこで信仰心が稼げれば、治(ち)癒(ゆ)魔法の実力も上がるだろう。

			　……ああでも駄目か。

			　あまり目立つようなことをして、たちの悪いストーカーでもついたら目も当てられないことになる。

			　それに、参加しようと言ったとしても、エリスが首を縦に振るイメージがまったくわかない。

			「エリスさん……ミスコンに出るの？」

			　そんなことを考えていると、ルルカが聞いてきた。

			「あぁ、いや、勧めてみようかと思っただけで」

			「そ、そうなんだ」

			　答えると、ルルカは返事をして、わずかに俯(うつむ)く。

			　何か考えているようだ。

			　なんだろう、エリスも出るなら私も出るみたいな対抗心を燃やしたりするんだろうか。

			　いや、それはさすがにちょっと自意識過剰だろうか。

			　――フードの男が軽く咳払いした。

			「そういえば、あなた方は道に迷ってここに来たんでしたね。そちらの通りを東に真っ直ぐ進めば、最短で大きな通りまで出られますよ」

			　フードの男はなんだか呆れたような顔でこっちを見ている。

			　最初に会った時の警戒も、どうやら解かれているようだ。

			　言外にさっさとここから出て行けと言われているような気もする。

			　まぁ、武闘大会関係者の前で、同じ日の別のイベントについて話したり、武闘大会に参加するのはもったいないとかなんとか言えばそうもなるか。

			「あ、どうもありがとうございます。……行こっか、シキ」

			「あぁ」

			　ルルカはチラチラとドラゴンを見て、名残惜しそうにしながらもフードの男に教えてもらった路地に入る。俺もそれについて行く。

			「それにしても、かわいいドラゴンだったねー、シキ」

			　同意を求められるが、その感性は俺にはよくわからない。

			　そんなにドラゴンが好きなのか。

			　……もしかしたらルルカは、ドラゴンが出て来る冒(ぼう)険(けん)譚(たん)なんかを読んで冒険者になった口なのかもしれない。

			　実際にこの都市の冒険者がやっていることは、基本的に迷宮で身の丈に合った魔物を狩るだけで、物語のような冒険はほとんどないわけだけれど。

			　いや、だからこそこういったものに憧(あこが)れるのかもしれないが。

			　そんなことを考えながら、ルルカと適当な話をしつつ大通りを目指す。

			　――すると、ふと筋肉質な男が、通りの反対側からこちらに向かってくるのが見えた。

			　メイスを背中に背負っている、いかにも屈強そうな男だ。

			　服装はよく見るメディネ教の神官が着ているもの。

			　体つきは神官らしくないが、間違いなくメディネ教の神官だろう。

			　俺たちと同じように、迷い込んでしまったのかもしれない。

			　そして、すれ違いざま。

			　神官が、俺とルルカのことを睨(にら)んだような気がした。

			　まるで値踏みをするような、そんな目付き。

			　……女連れでこんな薄暗い路地に入りやがって、みたいなアレだろうか。

			　神官なのに、そこらのゴロつきみたいな目付きをしている。

			　しかし、もうこれ以上のトラブルはたくさんだ。

			　こんな人通りの少ない道で「おうおう兄ちゃん良い女連れてんなぁ！」みたいに絡まれてはたまらない。

			　できるだけ見ないようにしながらやり過ごす。

			「……シキもあれぐらい鍛(きた)えた方が良いと思うな」

			　すると、ルルカがこんなことを言い出した。

			「いや、無茶言うなよ。それに俺は自分から戦うつもりはないんだ。鍛(きた)えるのは逃げ足だけで十分だよ」

			「でも少なくとも、ドラゴンを見ても腰が引かなくなるよ、きっと」

			　……よく見ていますね、ルルカさん。

			　でもやっぱり、ドラゴンは怖いです。

			　

			　ドラゴンの飼い主に教えてもらった道を歩くと、しばらくして大通りに出た。

			　そこからルルカに案内してもらい魔道具店にたどり着いたのが数分前。

			　現在は、店に並ぶ魔道具を物色中である。

			　ルルカもこの魔道具店にきてみたかったというのは嘘ではないらしく、何やら楽しそうに魔道具を見ている。

			　しばらくして目当てのものでも見つけたのか、魔道具らしきものを持ってこちらに寄ってくる。

			「シキ、見てよ凄(すご)いよ、この魔道具！　魔力を注ぎ込むだけで魔法のトイレが出てくるんだって！」

			「魔法のトイレ？」

			　なんだ魔法のトイレって。一瞬疑問に思ったが、ルルカが魔力を込めると、目の前に工事現場にありそうな感じの簡易トイレが出現した。

			「値段は……うわぁ、五十万ゼニーかぁ。でも、かなり高いけどシキなら買えるよ！　迷宮探索であると便利だよ、ねぇ買わない？」

			　トイレひとつで五十万ゼニーってどういうことだ。

			　どこからどう見ても普通のトイレだし。

			　試しに扉を開いてみると、半畳ほどのスペースの中に、和式のトイレがひとつ鎮(ちん)座(ざ)していた。

			　どのあたりが魔法のトイレなんだろう。ウォシュレットでもついてたりするのだろうか。

			「あ、もしかしてトイレの中が結界か何かで安全地帯になっているとか、そういうのか？」

			　それなら高額なのもまだわからなくはないし、ある程度は便利そうだ。

			　いや、でも、いくら安全地帯だからといって、迷宮探索の休憩のたびにユエルと二人きりでトイレに篭(こも)るはめになるのはどうだろうか。

			　さすがに回避したい気もする。

			「ううん、そういうのじゃないよ。あ、シキ、絶対に足は踏み外さないようにね。もしトイレに落ちたら消えちゃうから」

			　なんだか物騒な言葉が聞こえた。

			「このトイレ、トイレに落ちたものが魔法の力でどこかに消えちゃうんだって。効果はそれだけなんだけど、迷宮だと水で流すわけにもいかないし、凄(すご)い便利だよね！」

			「戻してこい」

			　確かに便利だけど。確かに便利ではあるんだけれど、そのためだけに五十万ゼニーはありえない。

			　しかし、どうやら本気で買わせるつもりはなかったようで、ルルカは残念がりつつも魔道具を元の場所に戻した。

			　まぁ、今はそんな魔道具にかまっている場合ではない。

			　俺が探しているのは、魔力上昇の魔道具ただひとつである。

			　ついでに透視とか千里眼とか、そういう魔道具も探したいところではあるけれど。

			　そして、そんなことを考えながら魔道具を見ていると……ついに見つけた。

			「絶対あった方が便利なのになぁ……あれ、シキ、何見てるの？」　

			　何を見ているかといえば、俺が探し求めていた魔力量上昇の魔道具。

			　指輪の形をしたその魔道具の、値札に書かれたゼロの数を見ている。

			　ゼロがひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ、いつつ、むっつ、ななつ。

			　やはり数え間違いではないようだ。

			　値札に書かれた金額は……一〇〇〇万ゼニー。

			　日本円にして、一億円。

			　そして俺の財布の中身はだいたい二五〇万ゼニー。

			　領主の館であれだけの報(ほう)奨(しよう)金(きん)をもらったのに、この魔道具の半分すらない。

			　……ちょっとこの魔道具、高すぎないだろうか。

			　どれだけ高いかと言えば、家が数軒余裕で買える金額だ。

			　もう少し値段の安い同じような効果の魔道具を探してみても、どうやらこの一〇〇〇万ゼニーというのが、魔力量上昇の効果のある魔道具の最低価格らしい。

			　やはり高すぎる。

			「うわぁ、シキ、この指輪の魔道具が欲しかったの？　一〇〇〇万ゼニーかぁ……これは無理だよねぇ、さすがに諦(あきら)めたら？」

			　確かに諦(あきら)めた方が良さそうだ。

			　いや、でも、ここで諦(あきら)めたらエリスの悩みが解決できない。

			　それに、この魔道具を買う以外に、後(あと)腐(くさ)れなくエリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させる方法も、もう思い浮かばない。

			　詰んだかも。

			　しかし、なんでこんなに高いんだろう。

			　ただ魔力量が増えるだけの魔道具なのに、一〇〇〇万ゼニーもするなんていくらなんでも……。

			　……いや、簡単なことか。

			　この魔道具は、ヒールしか使えない治(ち)癒(ゆ)魔法使いがハイヒールを使えるようになるかもしれない魔道具、そう考えればこの値段設定も納得がいく。

			　ヒールの治療費の相場は四〇〇ゼニー程度なのに対し、ハイヒールによる欠(けつ)損(そん)の治療はたった一回で五万ゼニーに相当する。

			　ハイヒールを使えるだけで、一日の収入は跳ね上がる。

			　しかも、生涯にかけてそれがずっと続く。

			　もしエリスのような治(ち)癒(ゆ)魔法使いがこの魔道具を手に入れれば、生涯年収は一気に跳ね上がるだろう。単純なことだった。

			　魔道具で治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を底上げしたい。

			　そういうふうに考える俺のような人間は、大勢いたのだ。

			「シキは魔力はかなり多い方なんだし、こんなのなくても大丈夫だって！　そ、それよりこの魔道具とかいいんじゃない？　ほら、ほんの少しだけど、致命的な攻撃の威力を軽減してくれる腕輪なんだって」

			「あぁ、いや、今回は俺じゃなくて、エリスに持たせる魔道具を探しに……」

			「エ、エリスさんに？」

			　ほぼ反射的に言って、気づいた。

			　これ……言っちゃ駄目なやつだ。

			　というかルルカが今持ってきた腕輪、俺とユエルが以前持ってた魔道具じゃないだろうか。

			　腕輪に視線を向けると、その腕輪がルルカの手から滑り落ちる。

			　そして、カランと大きな音を立てた。

			「……一〇〇〇万ゼニーもする指輪を、エリスさんに？　そ、それってつまり、やっぱりエリスさんと……」

			　ルルカが青い顔をして呟(つぶや)く。これはやばい。

			「お、おい、ルルカ……？」

			「……あの浮気相手って……やっぱり、やっぱりそういうことだったんだ」

			　完全に誤解されてしまっている気がする。

			　それから、一歩、二歩、と後ずさるルルカ。

			　ルルカは悔しそうに下唇を噛み締め、ふるふると震えながら俺の方を見た。

			　この様子は明らかに普通ではない。

			「っ……！」

			　そして、ルルカは俺と目が合うと、逃げるようにして店の外に駆け出した。

			　誤解です。

			　誤解なんです。

			　婚約指輪とかじゃないんです。

			　俺はただ、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の悩みを解決したかっただけなんです。

			　しかし、そう言おうにもルルカはもう店の外。

			　とりあえず、逃げるルルカを追うしかない。

			　誤解を解くのは今度会った時でもいいかもしれないが、ルルカが普段どこにいるのか、俺は知らない。

			　向こうからアクションが来るのを待っていたら、今日以降会うことはありませんでした、という可能性だって大いにあり得る。

			　それに、今の反応は間違いなく好意の裏返し、そんな気がする。さすがに俺でもわかる。

			　ここで追わないわけにはいかないだろう。

			　店の外に出ると、大通りから細い路地に向かって走るルルカが見えた。

			　そして、道を曲がる寸前、ルルカがわずかに振り向いてこちらを見る。

			　どうやら追っていることは、気づかれているようだ。

			　しかしなんだか、逃げる女の子を追うって、青春っぽい。

			　いや、字面だけだと犯罪っぽいけど、今回は青春っぽい。

			　そんなことを考えつつもルルカを追い続けていると、それほど長い時間もかからず追いつくことができた。

			　あれだろうか。実は追いついてほしくて、ゆっくり走ったり、陰でちょっと俺を待ったりしていたのかもしれない。

			　……いや。

			　やっぱ違うわ。

			「なにしてんの、お前」

			「聞かないで」

			　曲がった路地の先は行き止まりで、そこに確かにルルカはいた。

			　けれど俺から見えるのは、裏路地の廃(はい)屋(おく)、その小窓から垂れるルルカの下半身だけだ。

			　どんな状況なのか、想像はつく。

			　ルルカは俺から逃げていたのに、曲がった通路の先はなんと行き止まり。

			　そんな状況でも、なんとか俺から逃げようとしたのだろう。

			　そしてルルカが目をつけたのは、長い間使われてなさそうな廃(はい)屋(おく)の、開け放しの小窓。

			　そこから家の中に入り、別の出入口から逃げて俺を振り切る算段だった。

			　けれど……窓枠から垂れ下がる、ルルカの下半身。

			　足をばたばたさせながら、なんとか抜け出そうともがいている、あの様子。

			　結果は失敗、腰が窓枠にハマり身動きがとれなくなったと。

			　窓枠が少し高い位置だったようで、ルルカが抜け出そうと力を入れるたびに、宙に浮く足がぷらぷらと揺れるのがなんだか笑いを誘う。

			「……なに、ハマっちゃったの？」

			「何も言わないで」

			　焦るあまり、窓枠の大きさを見誤ったのだろう。

			　ちょうど腰のあたりが窓枠にぎっちりハマり、身動きが取れなくなってしまっているようだ。

			「……まぁ動けないんならちょうどいい。そのまま聞いてくれ。アリアの話は誤解なんだよ。そもそも俺は今、誰とも婚約なんてしてないし、あれはアリアの早とちりで……」

			「や、やめて！　こんな状況で説明なんてしないで！　そ、そういうのは、ほら、ちゃんと顔を見ながらじゃないと……」

			　そうは言っても今は尻(しり)しか見えないし。

			　まぁ、確かに順番は逆だったかもしれない。

			　まずは、ルルカを救出することが先決だろう。

			「わかったよ、ちょっと待ってろ」

			　とりあえず、足を持って引っ張ってみる。

			「い、いたい、いたいって、シキ！　引っ張らないで！　……そうだ押して！　もうちょっとで中に入れそうな気がするから！」

			　今押してって言ったよね。

			　いいんだろうか。

			　腰が窓枠にハマってしまった人間を押し込むためには、いったいどこを押せばいいのか。

			　もちろん建物の垂直方向に、腰を押す必要がある。

			　つまり、押すのは尻(しり)である。

			「いいんだな？」

			「へ？　いいって何が……？　あっ……！」

			　間(かん)髪(ぱつ)入れずに両手で押してみる。

			　本当はこんなことはしたくないが、ルルカが押せと言ったのだ。

			　押さないわけにはいかない。

			「ちょっ、シキ……あっ……や、やめ……。だ、駄目！　やっぱり押さないで！　いったん離れて！」

			　が、少し押しただけですぐにルルカがそう言って、足で俺を突き飛ばした。

			　残念。

			　しかし、ちょっと押してみた感覚だと柔らかさの中に筋肉質なハリがあって……じゃなかった。

			　あれは、窓枠に腰が完全にハマってしまっている。

			　押しても引いてもどうにもならない。

			　数人がかりで頑張ればなんとか引っ張り出すことはできるのかもしれないが、その場合でもルルカが痛みで先に音を上げるだろう。

			　窓枠をどうにかするしかない気がする。

			「いや、これは俺じゃ無理だな。ちょっと、誰か人を呼んでくるよ」

			　なにかしら工具も持ってこないといけないだろうし、俺一人では限界がある。

			　そう思い、いったん去ろうとすると、

			「ま、待って、待ってシキ！　お願いだからこんな薄暗い路地で身動きも取れない私を放置しないで！　……も、もし私一人の時に男の人が通りかかったら、好き放題されちゃうかも……！」

			　必死に俺を引き止めようとするルルカの声が聞こえた。

			　魔道具店から走り去った時のシリアスな雰囲気はどこへ行ってしまったのか。

			　今はもう喋(しやべ)る尻(しり)にしか見えない。

			「やっぱり引っ張っ……いや、でも…………そうだ、服！　服を引っ張ってみて！」

			　ルルカはなんとか抜け出したいようだが、尻(しり)を触られるのは嫌なようだ。

			　尻(しり)を押されたりするよりは、服を引っ張られた方がマシということだろう。

			「仕方ないな」

			　しかし、服を引っ張れといわれてもどれを引っ張ればいいのか。

			　いや、選択肢はひとつしかない。

			　上半身は壁の向こう側だし、下半身はショートパンツぐらいしか穿(は)いていない。

			　これを引っ張れということだろう。

			　ルルカの穿(は)いているショートパンツに手をかける。

			「ひ、必要以上に触らないでね」

			　ショートパンツを腰ごと掴んで引き抜こうと思ったのだが、直前でルルカに釘を刺されてしまった。

			「わかったよ」

			　仕方ないので、ショートパンツのポケットを掴んで強く引っ張ってみる。

			　…………あ、これ駄目だ。

			　ルルカが窓枠から抜けるより先にショートパンツが脱げる。

			　というかもうすでに半分ぐらい脱げてあられもないことになっている。

			　このまま引っ張ってもいいのだが、さすがにルルカをパンツ一枚に剥(む)いてしまうわけにもいかない。

			　……いかないのだろうか。

			「ちょ、ちょっと、シキ！　脱げてる、脱げてるから！」

			　ルルカも服が脱げかけているのを感じたらしく、足をばたばたと暴れさせる。

			　また蹴(け)られてはたまらない。

			　いったん距離を取る。

			「お前が服を引っ張れって言ったんだろ……」

			　しかし、やはりこのままではルルカを引き抜くのは難しい。

			　あぁ、そうだ。

			　直接触られるのが嫌なら、大量のタオルか何かで腰をくるんで引き抜けばいい気がする。

			　タオルならちょうど、アイテムボックスに入っているし。

			　と、そんなことを考えていると――

			　俺を蹴(け)ろうと、見当違いの場所を蹴(け)り続けるルルカの足。

			　その勢いにつられるようにして、脱げかけていたルルカのショートパンツが、ストンと落ちる。

			　そして、パサリ、と地面にショートパンツが落ちる音が聞こえた。

			　暴れていたルルカの足の動きが、ピタリと止まる。

			「……」

			　そして、しばらくの沈黙。
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			　顔が見えない分、黙られると今ルルカがどんな表情なのかわからない。

			　もしかして、怒っているのだろうか。

			　こういう場合、目を逸らしてあげるのがいいのか、そっとショートパンツを穿(は)かせてあげるのがいいのか、どっちがいいんだろうか。

			　……そうしていると、ルルカの足がプルプルと震えだし、

			「う、うえぇ……こ、こんな、こんなのって……」

			　泣き出した。

			「ま、待てって、泣くなよ！　ちょっと我慢してろ！　今すぐ引き抜いてやるから！」

			　泣くのは卑(ひ)怯(きよう)だ。

			　さすがに可哀想(かわいそう)になってきた。

			　もったいないような気もするが、すぐにルルカの腰をアイテムボックスから取り出したタオルで何重にも覆(おお)って隠す。

			　それから、全力で引っ張ってみる。

			「いっ、いたい！　シキ、いたい、いたいから！」

			　が、完全にハマっているようで抜ける気配がない。

			　でも、一刻も早く抜かなければ、ルルカとの関係が最高に気まずくなることは間違いない。

			　何か、何かこの状況を解決できるものはないか……。

			　あった。

			　その何かはアイテムボックスにあった。

			　いったんルルカから手を離し、アレをとりだす。

			　そして、アレを温水の魔道具を使ってちょうどいいゆるさまで溶かしていく。

			　完成したのは、スライムローション。

			　アレとはもちろんスライムゼリーのことである。

			　それから完成したローションを、窓枠全体、ルルカの腰のあたりに垂らしていく。

			「えっ、シキ、な、何してるの!?　なんだかぬるぬるしてるんだけど！　な、何をするつもりなの、シキ！　ねぇ、シキってば！」

			　不意の感触にルルカが喚(わめ)いているが、これの効果はやってみればわかる。

			　俺はスライムゼリーを信じる。

			　スライムゼリーを軽くルルカの腰に馴染ませてから、全力でルルカを引っ張る。

			　すると――

			　――すぽん。

			　そんな音が聞こえそうなくらい、簡単に窓枠からルルカが抜けた。

			「よしっ！　抜けた！」

			　ルルカは何が起きたのかわからないとばかりに、少し涙のにじむ、呆けた表情でそのまま地面に座り込む。

			　そして、自分の姿を確認した。

			「良かったな出られて。まったく、俺の機転に感謝しろよ」

			　ルルカはローションでベトベトになった自分の服と、地面に転がるショートパンツを見る。

			「うん、ありがとう……なんか釈(しやく)然(ぜん)としないけど……」

			　そして喜んでいいのか怒っていいのかわからないような、ひどく複雑な表情になった。

			　……今回はほとんどルルカに言われるがまま動いただけなのに、素直に感謝してもらえないのは日頃の行いのせいだろうか、それともスライムゼリーのせいだろうか。

			　それから、ルルカが立ち上がる。

			　どうやらいつの間にかタオルの中でショートパンツを穿(は)いていたらしい。

			「うわぁ、べとべと……」

			「しょうがないだろ、他に方法が無かったんだし」

			「わかってるけど、わかってるんだけどね……そういえば、あのぬるぬるしたの、何？　なんであんなもの持ってたの？」

			　ルルカが聞いてくる。

			「あぁ、ほ、ほら、俺はあんまり強くないしほとんど戦えないだろ？　魔物から逃げる時にあれを地面にばら撒(ま)くと、いい時間稼ぎになるんだよ」

			　それだけじゃないが、嘘は言ってない。

			「へぇ、便利そうだね。私も一人で囲まれたりした時は逃げること多いし、どこに売ってるのか教えてよ」

			「そ、それはまた今度な。そ、それよりさっきの店に戻ろうぜ、何か良い魔道具があるかもしれないし」

			　そんなことを言いながら、来た道を二人で戻っていく。

			　ルルカが魔道具店から走って逃げた時はどうなることかと思ったが、なんとか誤解は解けた。

			　ついでにルルカがなぜ逃げたのか突っ込んでみたいところだが、ちょっと今日のルルカは不安定だ。

			　誤解は解けたんだし、また今度改めて聞いてみることにしよう。

			　そんなことを考えて歩いていると、

			「さっきのエリスさんの話。……結婚はしてないって、本当なの？」

			　ふとすれば聞き逃しそうな、細い声。

			　ルルカが、そんなことを聞いてきた。

			「それは本当、だけど……」

			「そっか」

			　歩きながら話そうとすると、服の袖を引かれる。

			　振り向いてみると、そこには深く俯(うつむ)いたルルカがいた。

			「私、着替えないと大通りになんて戻れないよ」

			　言っていることはもっともだ。

			　確かに、女の子がスライムゼリーでベトベトな状態で大通りに出ることなんてできないだろう。

			　でも、これは問題のある発言だ。

			　何が問題かと言えば、今、俺たちの目の前にある建物が問題だ。

			　ルルカに服を引かれて立ち止まった、その場所。

			　……その目の前に、風呂付きの宿がある。

			　風呂付きの宿というのは、そういうことに使われることも多い。

			　もしカップルで入ったなら、それはもうやることはひとつである。

			「そ、そうだよな。ベトベトだもんな。着替えたいよな」

			「……うん、このままじゃ、大通りになんて出られないし」

			　これはどういう意図だろうか。

			　いや、考えるまでもない、こんなのもう決まっている。

			　しかし、いいんだろうか。

			　なんだか急すぎる気がする。

			　それに、まだルルカがなぜ俺に好意を持っているのかとか、肝心なことが聞けてない。

			　俺は間違っていないだろうか。

			　いってしまっていいんだろうか。

			　ユエルにバレたりしないだろうか。

			　唐(とう)突(とつ)な事態に俺が固まっている間にも、ルルカの耳がわずかに赤く染まっていくのが見えた。

			　深く俯(うつむ)いていて表情は窺(うかが)えないが、心なしか体も震えている気がする。

			　……これは迷っている場合ではない。

			　まさに据え膳(ぜん)。

			　決断の時だ。

			　そしてその瞬間――

			「あ、もうウチは満員ですよ。すみませんねー、他の宿探してください。……まぁ、今は祭りのせいで、空いてる宿があるのかどうかわかんないですけどね」

			　――偶然店から出てきた店員が、宿の前で話す俺たちに向けてそう言った。

			　……。

			　そういえばそうだった。

			　完全に忘れていた。

			　今は祭りの影響で、ほとんどの宿が満員なんだった。

			　ルルカの方を見ると、ルルカもこちらを見て固まっていた。

			　大きく見開かれた目の中で、瞳(ひとみ)が混乱に揺れているのがよくわかる。

			　それから事態を把(は)握(あく)したのか、ルルカの顔が、さらに赤く、赤く紅(こう)潮(ちよう)していく。

			　もともとほんのりと赤かった顔が、まるで林(りん)檎(ご)のような色になっていく。

			　……これは恥ずかしい。

			「……ち、ちちち違うから……ほ、ほ、本当に着替えたかっただけだから。そ、それだけだから―――!!」

			　そして、絶叫しながらまたどこかへ走って行くルルカ。

			　さっき魔道具店から走り去った時の倍ぐらい速い。

			　間違いなく全力疾(しつ)走(そう)だ。

			　さすがは冒険者、あれはもう俺じゃあ追えない。

			「あ、すいません、なんか悪いことしちゃいました？」

			　宿の店員が、ヘラッと笑いながら言う。

			　しました。とってもしました。

			「……」

			　ルルカが走り去って行った路地の先を呆(ぼう)然(ぜん)と眺める。

			　どうするんだよ、これ。

			　次に会う時、俺はいったいどんな顔をして会えばいいんだろうか。

		

	
		
			第８話　魔法と治(ち)癒(ゆ)魔法

			　

			　結局、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させるための魔道具を買うことはできず、帰路につくこととなった。

			「はぁ、一〇〇〇万ゼニーってなんだよ……」

			　あの後もう一度魔道具店に行ってはみたが、魔力量上昇の魔道具の中でも、一番安いものがあれだった。

			　近くにあった他の店を覗いてみても、似たようなもの。

			　どうやらあの手の魔道具は、相当高額らしい。

			　多分、あれは人の手で再現することができないタイプの魔道具なのだろう。

			　迷宮から偶然掘り出すしか、入手方法がない。

			　需要と供給が、致命的なまでに釣り合っていないのだ。

			　……なんだか万策尽きたような気がする。

			「どうするかなぁ、ほんと」

			　それに、ルルカの件もある。

			　エリスが王都に修業に行ってしまうかもしれない、というのが目下の問題だったが、こっちもどうにかしないといけないだろう。

			　さすがにあの別れ方は気まずすぎた。

			　なにかしらフォローをしたいところだ。

			　まぁ、フォローと言っても何をすればいいのかわからないんだけれど。

			　これがユエルなら頭を撫(な)でればだいたいなんとかなるのだが、ルルカの場合はそうもいかないだろう。

			　というか、そもそもルルカがなぜあんな行動に出たのかも、よくよく考えてみるとわからない。

			　流れとしては、エリスの存在に焦り既成事実を作ろうとしたと考えるのが自然な気がするが、正直そこまで好かれる理由がない気がする。

			　尻(しり)を揉(も)んだりショートパンツをずり下ろしたり、今日だけでも嫌われる理由ならいくつか思いつくんだが。

			　でもやはり、あの宿屋の前でのルルカの態度を見れば、あれが本当に「着替えたかっただけ」なわけがない。

			　それはつまり、今日の好感度マイナス分を差し引いてもあまりある好意がもともとルルカにあったということだ。

			　でも、身に覚えがない。

			「……もしかして、俺がイケメンだからか？」

			　それならすべて納得がいく。

			　ユエルも俺のことをイケメンだと言っていたし。

			　あと子供の頃にお婆ちゃんにも言われたことがある。

			　と、そんなことを考えながら歩いていると、

			「霜(しも)降(ふ)り王都牛……ねぇセラ、ちょっと食べていかない？」

			「フラン、お小遣いはあれ以来全額カット、それに加えて迷宮に潜ることも控えるように言われてしまったのを忘れたんですか？　無駄遣いはいけませんよ」

			「で、でも……そうだ、二人で半分こにしましょう！」

			「……ここで食べなくともフランがお父様にかわいらしくおねだりすれば、きっと霜(しも)降(ふ)り王都牛ぐらい一頭丸ごと買ってくれますよ」

			「それは嫌よ。それに、それじゃ意味がないじゃない。私は今食べたいんだから」

			　屋台で食事をとろうとしている、庶民的な金髪ツインテドリルと、青髪の女を見かけた。

			　フランとセラだ。

			　多分、領主主催の食事会以来だろうか。

		

	
		
			[image: p_135.jpg]
		

	
		
			　どうやらちょうど、青髪の女、セラの方が霜(しも)降(ふ)り王都牛の串焼きを買おうとしているところのようだ。

			　……まぁただ見かけただけで、目があったというわけじゃない。

			　フランは苦手だ。

			　適当に会話して、ポロリとセクハラ発言でもしようものなら、攻撃魔法をぶっ放してきそうな危うさがある。それに貧乳だ。

			　ルルカの居場所を聞こうかとも思ったが、ルルカとは普段からよく会うし、多分生活圏が被っている。

			　こいつに聞かなくとも、そう時間もかからず会えるはずだ。

			　無視して立ち去ろうと……したところで、

			「あらあらこんにちは。今日はお一人ですか？」

			　セラがにこやかに微笑(ほほえ)みながら、声をかけてきた。

			　ちょうど今買った串焼きをフランに手渡しつつ、俺の正面を塞(ふさ)ぐように移動してくる。

			　どうやら気づかれていたらしい。

			「ど、どうも」

			　何か用だろうか。

			　セラはエリスほどではないが巨乳だ。

			　話をすること自体は嫌ではないが、横にいる癇(かん)癪(しやく)持ちのドリルが怖い。

			「それは良かった。ちょうど私たち、街の見物をしていたところなんですよ。良かったら一緒に食事でもどうですか？」

			「ちょ、ちょっと、セラ！　わ、私は嫌よ！」

			　が、すぐに、フランが声を荒らげて割って入ってきた。

			　そして、口調を荒らげながら、セラと口論を始める。

			「まぁまぁフラン、ちょうど良い機会じゃないですか」

			「ちょうど良い機会って……もしかして。セラ、あれ、本気で言ってたの!?」

			「もちろん本気ですよ。それともフランは、受けた恩を返さなくても良いなんて言うつもりですか？　命を助けていただいた恩を、お父様が代わりにお金を払ってくれたからそれではいおしまい、とでも言うつもりなのですか？」

			「っ……！」

			「たとえ相手が男性だからといって、ここは誤(ご)魔(ま)化(か)していいところではありません。メイルハルツ家の息女として、ここは逃げては駄目ですよ」

			　一瞬なんの話かと思ったが、なんとなくわかった気がする。

			　どうやらセラは、フランから俺へ礼をさせたいらしい。

			　何にかといえば、クランクハイトタートルの突進から助けたあの一件のことだろう。

			　俺は領主から謝礼を貰ったのだが、セラはそれだけでは不満なようだ。

			　……適当に理由をつけてフランの男嫌いを矯(きよう)正(せい)しようとしているだけな気もするけれど。

			「……わかったわよ」

			　そして、セラの説得にフランが渋々頷いた。「メイルハルツ家の息女として」という単語が決め手だったようだ。

			　フランが頷くと、セラは今度は俺に視線を向けた。

			「というわけです、シキさん。フランにしてほしいことがあれば何でもおっしゃってみてください」

			「「な、何でも!?」」

			　驚いて口から出てしまった声が、フランと被る。

			　今、何でもって言っただろうか。

			「な、何考えてるのよ、セラ！　私はメイルハルツの娘なのよ!?　こんなどこの誰ともわからないような男に処女を差し出せっていうの!?」

			　別にまだ処女をもらうなんて一言も言ってない。

			　フランの中の俺は性欲のことしか頭にないけだものか何かなのだろうか。

			　……まぁ、否定はできないが。

			　確かに一瞬脳裏を過(よぎ)ったが、さすがに言うつもりはなかった。

			　セラだって、実際にそんなことを言われて聞くつもりなんてないだろうし。

			「フラン、そのメイルハルツの娘が受けた恩はなんですか？　……命の恩でしょう。シキさんには自らの命をかけてまで助けていただいたのですから、どんなに無体な要求を突きつけられようと甘んじて受け入れる、それぐらいの覚悟が必要なのではないでしょうか」

			　聞くつもりだった。俺が無体な要求をすることが前提なのが少し気になるけれど。

			　……でも、こいつらはルルカのパーティーメンバーだ。

			「お前の仲間の命を助けた礼として処女をもらっといたぜ！」なんてことになれば、ルルカに心の底から嫌われるのは間違いない。

			　そもそもそんな要求は出せない。貧乳に興味もないし。

			「で、でも、いくら命の恩だからって、何でもするなんて……！」

			「フランが川に落ちそうになった時、私はあなたをもっと強引にでも止めておけばよかったと後悔しました。領主になるのも、あなたの命があってこそ。こういったことが嫌なら、命の恩などもうつくらないことです」

			　セラが、いまだ興奮するフランに向けて言う。

			　説教じみた言い方だ。

			　なんだかこれ、俺が無体な要求なんてできないことをわかっていて、ただフランの教育のだしに使われているような気がしてきた。

			　というか、多分そうなんだろう。

			　フランへの説教が終わると、セラは俺にしか見えないように軽く目配せをしてくる。

			　やはりこれは本当に何でもするというわけではなく、教育の一種のようだ。

			「それではシキさん、フランにしてほしいことがあれば、何なりと言ってください」

			　とりあえず、フランの体を上下に舐めるように見てみる。

			　それだけでフランは自分の体を掻き抱くように隠しながら、睨(にら)みつけてきた。

			　よほど不安なのか、目がわずかに潤(うる)んでいる。

			　……フランもそんなに嫌なら突っぱねればいいのに、領主の娘という肩書きのせいかやたら律儀だ。

			　しかし、何を頼もう。特別してほしいこともない気がするが……。

			　いや、あった。

			「そうだ、今ルルカがどこに泊まってるのか教えてくれよ」

			　今日の件のフォローをしたいところだが、ルルカが泊まっている宿がわからない。

			　パーティーメンバーなら知っているはずだ。

			「…………それだけ？」

			　俺の頼みに、目を丸くするフラン。

			　間違いなく貞(てい)操(そう)に関わるような頼みをされると思っていたんだろうけれど、それは自意識過剰というやつだ。俺は貧乳の体には人並み程度にしか興味はない。

			「あぁ、それだけだ」

			　俺がこう返すと、フランは目を瞑(つぶ)って黙(もつ)考(こう)する。

			　何か裏がないかと考えているのかもしれない。

			「……どうしてそんなことを聞くの？　それに、そういえば今朝、ルルカがあなたに会いに行くって言ってたわ。街を一緒に見物したいって。まだ会ってなかったの？」

			　いえ、もう会いました。

			　というかルルカさん、そんなこと言ってたんですか。

			　街で偶然見かけて「奇遇だね」みたいなこと言ってたのに、全然奇遇じゃないじゃないですか。

			「ま、まぁ、そんなことはいいだろ。知ってるんなら教えてくれよ」

			「……ルルカに何かしたの？　いくら命の恩人とは言っても、ルルカに変なことしようとしたら許さないわよ。まだルルカとは会って四ヶ月ぐらいしか経ってないけど、それでも私の大切な仲間なの」

			　変なことに誘われたかと思ったら、逃げられて気まずくなってしまったんです、と言っても信じてもらうことはできないだろう。

			　どうやら警戒されてしまったようだ。

			　まぁ、俺だってセクハラ常習犯に知り合いの女の住所を教えるようなことは絶対にしないけれど。

			　というかルルカとこの二人、まだ知り合って四ヶ月ぐらいしか経ってないのか。

			　俺とほとんど同じぐらいじゃないだろうか。

			「もっと長い付き合いかと思ってたよ。ちょっと意外だな」

			「迷宮でルルカが魔物に囲まれていたところを、私たちが偶然助けたのよ。あの頃は私たちも冒険者になりたてだったから、浅い階層でも苦戦してて、仲間が欲しかったから」

			　そういえば、こいつはお見合いでやらかしたせいで家を追い出されて冒険者になったんだった。

			　冒険者のルルカと知り合うのが、そんなに昔のはずもなかったか。

			　攻撃しかしなさそうな魔法使いのフランと弓使いのセラが、盾で守り主体のルルカとパーティーを組むのは自然な流れだったんだろう。

			「……まぁ、ルルカがどこにいるのか教えたくないならそれでいいよ。どうせまたすぐ会えるだろうし」

			　無理に居場所を聞く必要もない。

			　酒場あたりに通っていれば、そのうち会えるような気もする。

			　俺がそう答えると、今度はフランがセラに声をかける。

			「それじゃ、これでいいわね。セラ、もうそろそろ帰りましょうか。霜(しも)降(ふ)り王都牛も食べられたし」

			「フラン……あなた、結局シキさんに何もしてあげられてないですよ」

			　セラがいつの間に買ったのか、霜(しも)降(ふ)り王都牛の串焼きを俺に手渡しながら、呆れたように言う。

			　そういえばそうだった。お礼に何でも言うことを聞いてあげるというような話だったはずなのに、結局ルルカの宿も聞けなければエロいこともしていない。

			　セラから今串焼きをもらったけれど、それだけだ。

			「っ……」

			　セラの言葉にハッとしたフランが、もう一度自分の手で体を隠すようにしながら俺を睨(にら)む。

			　この異常なまでの警戒心は、男嫌いゆえなのだろうか、それとも俺だからなのだろうか。

			　なんだかもう面倒になってきた。

			「じゃあ、魔力上昇の効果がある魔道具って知ってるか？　あれ買ってくれよ」

			「……いきなり無理難題言ってくれるわね。私もずっと欲しかったけど、あんなものどうやったって私じゃ買えないわ。お父様に頼みこめばもしかしたら買ってくれるかもしれないけど、その場合、今度こそ嘘じゃなく私と結婚することになるでしょうね。…………私は結婚なんて嫌よ」

			「だよな」

			　俺もフランと結婚はご遠慮したい。

			　しかし、頼み込めば一千万ゼニーの魔道具でも買ってくれるかもしれないって凄(すご)いな。

			　さすがは迷宮都市の領主といったところか。

			　フランがもし巨乳で性格もおしとやかなら考えていたかもしれない。

			「あら、駄目ですか？　フランは命を賭けて魔物から身を守ってくれた男性と結婚できる。シキさんはそれに加えて欲しかった魔道具も手に入る。なかなかの妙案だと思いますけど」

			「だ、駄目に決まってるじゃない！」

			　セラが横から口を出してくるが、フランが即座に否定する。

			「入り婿(むこ)とはいえ貴族であれば、愛人を持ったり庶子が生まれたりということも良くあることですし、シキさんにとっても良いことだと思ったのですが……」

			　なにそれ詳しく。

			　この世界の庶民は一夫一妻が基本だが、貴族では違うこともあるらしい。

			　今までなんとなく異世界なんだしハーレムをつくりたい、とか考えていたけれど、やっとゴールが見えた気がする。

			　……まぁ、だからといってフランと結婚というのは無理な気がする。少し興味はひかれたが。

			　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、セラが話を続ける。

			「それとフラン、シキさんは領主様にも認められていますし。……それに、以前領主様の勘違いを無理にでも正そうとしなかったのは、勘違いが勘違いのまま事実になっても構わないと、フランがわずかにでも思っていたということの証明で」

			「なっ！」

			　セラがそう言った、その瞬間。

			　フランの掌(てのひら)の上に、突然火球が発生した。

			　無詠(えい)唱(しよう)の魔法行使だ。

			　火球はかなりいびつな形状で、大きさもかなり小さい。

			　今すぐにも霧(む)散(さん)してしまいそうな不安定な代物だが、フランは俺をキッと睨(にら)みつけると、それを振りかぶる。

			「お、おいおいおい、ちょっと待てよ！　な、何するつもりだ!?」

			　――以前、ルルカから聞いた話が脳裏を過(よぎ)る。

			　フランは、お見合い相手の股(こ)間(かん)に攻撃魔法を撃ち込んで、家を追放された。

			　……もしかしたら、その時もこんな感じだったんだろうか。

			　こいつ、まったく成長してねぇじゃねーか！

			「フランっ!?」

			　咄(とつ)嗟(さ)にセラが叫ぶが、フランは止まらない。

			　回避をしようにも、完全に不意をつかれて間に合いそうもない。

			　これは俺もフランとお見合いをした貴族よろしく、股(こ)間(かん)丸焼きコースなのだろうか。

			　この火球の大きさなら致(ち)命(めい)傷(しよう)にはならないだろうが、このままでは心に致(ち)命(めい)傷(しよう)を負ってしまう。

			　やっぱり、こいつには関わらなければよかったかもしれない。

			　――今にも火球を投げつけてきそうなフランと目が合った。

			　顔は羞(しゆう)恥(ち)のせいか赤く染まり、瞳(ひとみ)も潤(うる)んでいる。

			　セラに言われたことが、それほど恥ずかしかったのだろうか。

			　でも、恥ずかしかったからといってファイヤーボールを投げつけられてはたまらない。

			「っ……」

			　そして――まさに火球を投げる直前。

			　フランはギリギリで、それを地面に叩きつけた。

			　フーフーと荒い息を吐きながら、地面にできた黒い焦げ跡を見つめるフラン。

			「あ、あっぶねぇ……！　い、いきなり何考えてんだよ！」

			　……なんだかセラが俺とフランをくっつけようとしている理由の一端がわかる気がしてきた。

			　まず、こんな攻撃的な女に貰い手がいるはずがない。

			　そして、俺なら多少攻撃されたところで治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるから大事にはならない。

			　セラは領主に認められているだとか命の恩人がどうとか言っているが、本当の理由はこっちな気がしてきた。

			　セラの方を見てみれば、またやってしまったかとばかりに頭を抱えているし。

			　しかし、フランは悪びれることもなく、なにやら少しスッキリしたような顔で口を開いた。

			「あなた、治(ち)癒(ゆ)魔法使いよね？」

			「あ、あぁ」

			　普通の口調なのに、なんだか威圧感のようなものを感じる。

			　間違いなく地面の焦げ跡のせいだろう。

			「攻撃魔法は使えないのよね？」

			「そ、そうだよ」

			　攻撃魔法は以前、治療院の客に少しだけ教わったことがあるが、まったく使えなかった。

			　原因はよくわからないが。

			「そう。なら、あなたへのお礼、決めたわ。私が今から、あなたに攻撃魔法を教えてあげる。……それでいいわよね？」

			　多分、もう結婚どうこうという話に持っていかれたくないのだろう。

			　そこには、有無を言わせない迫力があった。

		

	
		
			第９話　攻撃魔法

			　

			「まぁ、そんなに構えることはないわ。あなた、治(ち)癒(ゆ)魔法で傷跡の治療までできるんでしょう？　そこまで使えるなら、攻撃魔法だって使うのにそう時間はかからないわよ。私が教えれば、今日中にだって使えるようになるかもしれないわ」

			　攻撃魔法。

			　以前、客から治療の礼にと教わったことがあるが、俺にはまったく使うことができなかった。

			　だが、攻撃魔法も治(ち)癒(ゆ)魔法と基本的なことは変わらない。

			　魔力を操作し、魔法を発動させる。

			　基本的にはそれだけだ。

			　が、攻撃魔法には治(ち)癒(ゆ)魔法と違う点が二つある。

			　まず一つは、信仰心や人体の知識が実力に反映されないこと。

			　そしてもう一つが、治(ち)癒(ゆ)魔法に比べて非常に精密な魔力操作が必要になる、ということだ。

			　信仰の力によるアシストがある治(ち)癒(ゆ)魔法とは違い、攻撃魔法にはそれがない。

			　単純に自身の魔力を操作するだけで、炎や雷といった自然現象を再現しなければならないのである。

			　

			　詳しいことはよく知らないが、魔力を込めた声で詠(えい)唱(しよう)を行うことで、ある程度コントロールも容易にはなるらしい。

			　けれど、そもそもその詠(えい)唱(しよう)自体にも精密な魔力操作が必要だ。

			　なぜ俺は攻撃魔法が使えなかったのか。

			　今考えてみれば、多分俺は、魔力操作が致命的に下手なのだろう。

			　俺はまだ、魔力のあるこの世界に来てたったの数ヶ月。

			　それに、普通の魔法使いとは比べものにならないほどの魔力を持っている。

			　これはもう、生まれたばかりの赤子に、大人数百人でも扱いきれないような魔力の操作をさせるようなものである。

			　そういえば、この世界に来たばかりの時はただのヒールでエクスヒール並みの治療をしてしまったり、指先の怪(け)我(が)を治すだけのつもりが全身の傷跡を消してしまったり、ということもあった。

			　エイトの足を治療した時も、大(おお)怪(け)我(が)に焦って関係のないところまで治療してしまう、ということがあったし。

			　よくよく考えれば、信仰の力によるアシストがあるはずの治(ち)癒(ゆ)魔法でさえ結構な頻(ひん)度(ど)で暴発している。

			　……俺が使えるのが治(ち)癒(ゆ)魔法で良かった。

			　もし日本で治(ち)癒(ゆ)魔法ではなく攻撃魔法が使えていたら、こちらの世界に来てすぐに自爆して即死していたかもしれない。

			　今でこそ、ある程度コントロールできるようにはなっているけれど。

			「さて、準備はいいかしら」

			「あぁ……とはいっても、俺は治(ち)癒(ゆ)魔法以外は多分使えないけどな」

			「そんなのやってみなければわからないじゃない」

			　しかし、そんな俺にフランは魔法を教えるという。

			　しかも、なにやら有無を言わせない雰囲気だ。

			　ここで断ったら、またファイアーボールが飛んできそう。

			　いや、攻撃魔法が使えるようになるかもしれないということ自体はいいんだけれど。

			　俺が攻撃魔法を使えるようになれば、魔力量的に最強の魔法使いになれる気もするし。

			「それじゃあ、これを持ってみて」

			　そして、フランが金属の薄い板を手渡してくる。

			　名刺ぐらいの大きさだ。

			　ただの鉄板かと思ったが、なにやら細い線が複雑に彫り込まれている。

			　魔道具か何かだろうか。

			「これは魔法学院でよく使われる教材なんだけど、魔力をその線に沿って正確に流し込むと、淡く光るのよ。とりあえず、あなたの実力が見たいわ。やってみてくれる？」

			　よく見ればこの板、左から右に行くに従って、模様が複雑になっている。

			　この迷路のような模様に沿って魔力を流し込むという繊(せん)細(さい)な魔力操作ができるようになれば、攻撃魔法もそのうち使えるようになると、そういうことなのだろう。

			　とりあえず、ほんの少しだけ魔力を込めてみる。

			　――バキリ、と音がした。

			　どこから聞こえたかと言えば、もちろん手元から。

			　フランに手渡されたあの金属板が、真っ二つに割れる音だった。

			「あっ、ちょ、ちょっと！　魔力込めすぎよ！　線に沿って魔力を流すだけって言ったのに、なんでいきなり全力で魔力を込めるのよ！」

			　別に全力とかじゃないです。

			　全力の百分の一も込めてないです。

			「しょうがないわね……予備もあるから、これ使って」

			　そう言って、もう一度フランが金属板を手渡してくる。

			　こいつの性格的に「もういいわ！　真面目にやる気がないなら私は帰るから！」とか言いそうなのに、どうやら続行するらしい。

			　案外、面倒見が良いのかもしれない。

			　わずかにフランへの印象が変わるのを感じながら、フランの持つ金属板へと手を伸ばす。

			　その瞬間。

			「あっ……」

			　フランの手に俺の手が触れた。

			　その細い手が、一瞬強張る。

			「あぁ、悪い」

			　――バキリ。

			　俺が謝ると同時、また金属板が割れる音がした。

			　一瞬俺のせいかと思ったが、俺は何もしていない。

			　つまり、今魔力を流したのはフランだ。

			「あ、あなたの魔力操作は下手だってことが、良くわかったわ」

			「いや、今のはお前のせいじゃないのか？」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すようにフランが言うが、俺はそもそも魔力を込めてすらいない。

			「ち、違うわよ！　私は驚いたからって魔力を漏(も)らしたりなんかしないわ。あなたが漏(も)らしたのよ」

			　フランが顔を赤くしながら反論してくる。

			　なるほど、手が触れて驚いたのか。

			　突っ込みたい気分だったが、また攻撃魔法をぶっ放されてはたまらない。

			　こいつは怒らせすぎると何をするかわからない。

			　黙っておこう。

			「今持ってるのはこれが最後だから、慎重に使って」

			　まだ憤(ふん)懣(まん)さめやらぬといった雰囲気で、フランが乱暴に金属板を差し出してくる。

			　今度は手が触れないように、慎重に受け取った。

			　観察してみると、先ほどの金属板と同じで、やはり複雑な模様が彫り込まれている。

			　しかし、慎重に魔力を込めると言われても、いったいどうすればいいんだろうか。

			　普通にやれば、多分また割ってしまう。

			　元の魔力が多すぎて、重機で彫刻をするようなものだろう。

			　そうして悩んでいると。

			　――バキリ。

			　また何かが割れる音。

			　手の中にあった金属板が、真っ二つに割れている。

			　今度はフランに手も触れてないし、魔力も込めてないのに。

			「なんでよ！　慎重にって言ったじゃない！」

			「ま、待てよ。俺はまだ魔力を込めてすらないって。……これ、不良品なんじゃないか？」

			「そんなわけっ！　……っ……いや、もしかして……」

			　俺が反論すると、フランが何かに気づいたように、考えるような表情をする。

			　そして、おもむろに丸い水晶のようなものを取り出した。

			　それをフランが俺に近づけると、水晶は強く発光し始める。

			「……やっぱり」

			　水晶の光を見た後、フランはセラに視線を向ける。

			　セラは光る水晶を見てわずかに驚いた顔をすると、目を伏せて首を振った。

			　なんだろう。なんだか嫌な雰囲気だ。

			「魔力漏出症ね。しかもこの濃度……かなり重症だわ」

			　そして、深刻な表情で言うフラン。

			「魔力漏出症？」

			「……魔力を体内に留めておけない先天的な魔力障害よ。魔力の容れ物に穴が空いている、とでも言えばいいのかしら。しかもこの光り方……。この濃度なら、おそらくあなたの魔力は回復すると同時にほぼすべてが垂れ流しね。きっと普段から、ほとんど魔力がないんじゃないかしら」

			　どういうことだろうか。

			　俺は魔力がないどころか、魔力量だけなら多分人類トップクラスだ。

			　元がこの世界の住人じゃないからか？

			　……いや。

			「なぁ、魔力って、普通の魔法使いはまったく漏(も)れないものなのか？」

			「……普通の魔法使いでもわずかには漏(も)れるわ。でも、この量は異常よ。魔力漏出症しか考えられないわ」

			　なるほどな。　

			　多分、俺はフランの言う魔力漏出症なんかではない。

			　これは俺の魔力量が多すぎることが原因だ。

			　魔力の自然回復量が、俺は絶対的に他人より多い。

			　普通の魔法使いなら自然回復した分が全部漏(も)れたとしても微々たるものだが、俺の場合は違うのだろう。

			　それこそ、フランが障害だと勘違いする程度には魔力が漏(も)れてしまう。

			　まさか目の前の人間が、魔法使いを数百人を集めても足りないような魔力を持っているなんて、普通は考えないだろうし。

			「あなたには、魔法の才能がないわ」

			　そして、フランがキッパリと断言する。

			「……あれ、でも、あなた治(ち)癒(ゆ)魔法は使えるのよね……」

			　が、すぐに俺が治(ち)癒(ゆ)魔法を使えていた事実を思い出したのか、顎に手を当てて悩み始めた。

			「えっ……あれ？　でも……おかしいわよね……魔力消費の多い魔法も使ってたし……」

			　やばい。

			　そっちの方向に考えてはいけない。

			　あまり権力者に知られたくはないのに、よりにもよって貴族の娘に俺の実力がバレてしまう。

			　そして、フランはハッと何かに気づいたような顔をすると、俺を見る。

			　そして、申し訳なさそうな顔をしながら、小さな声で言った。

			「……私、あなたのことを少しだけ誤解していたみたい。あなた、よっぽど敬(けい)虔(けん)な神の信徒だったのね」

			　誤解です。

			「教会で人一倍学問にも励(はげ)んだんでしょう？」

			　違います。

			　そもそも教会に行ったこともありません。

			「卑(ひ)猥(わい)なことしか頭にないような男だと思っていたけれど……そうじゃなかったのね。そこだけは、メイルハルツの娘として謝るわ。ごめんなさい」

			　これはご丁寧に。

			　こちらこそ誤解させてしまってすみません。

			　卑(ひ)猥(わい)なことばかり考えてます。

			　……そんなことは言えないけれど。

			　まぁ、誤解ではあるが、これは良い誤解だ。

			　もし、俺の実力が知られ、街全体に治(ち)癒(ゆ)魔法をかけた一件がバレたら……。

			　フランの家は貴族だ。

			　それこそ、領主あたりにこいつと無理矢理結婚させられかねない。

			　ちょっとからかわれたぐらいでファイヤーボールをぶつけてきそうな女なのに、結婚なんてことになればどうなるか。

			　初夜あたりで確実に俺は死ぬ。

			　……しおらしくなっているフランを見ると、なんだか申し訳ないような気持ちにもなってきたが、この誤解は放置しよう。

			　命には代えられない。

			「でも、魔力漏出症なら攻撃魔法はまず無理ね。どうしようかしら」

			　フランが呟(つぶや)く。

			　正直もう礼とかいらないんだけれど、どうやらまだ続けるつもりらしい。

			「フラン、日が落ち始めてきました。続きは後日ということにしませんか？」

			　が、そんなフランにセラが声をかける。

			　……そういえば、そろそろ日が暮れる時間だ。

			「そうね、セラ……。仕方ないわね、今日は帰りましょうか」

			　今日は、ということは次もあるんだろうか。

			　でも次回は攻撃魔法をぶっ放す癖(くせ)が治ってからが良い。

			「あぁ、あなたにはこの魔道具をあげるわ。魔力の漏(も)れる量が減れば、光も鈍くなる。先天性の障害とはいえ、数年単位で努力すれば、漏出量はかなり抑えられるはずだから」

			「お、おう」

			　優しげな声をかけながら、俺に水晶を手渡すフラン。

			　なんというか、いたわりのようなものを感じる。

			　……誤解があるとはいえ、なんだか普段と少し対応が変わった。

			　初対面の時は治療してやったのに「頼んでない」なんて言って礼も言わなかったぐらい男嫌いだったのに、今は男の俺を気遣うような素振りを見せている。

			　だいぶ成長したんじゃないだろうか。

			　セラがそんな俺とフランを見て、目を輝かせているような気がした。

			　……若(じやつ)干(かん)憂(ゆう)鬱(うつ)な気分で、治療院に帰る。

			　結局、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させるためのアイデアは思い浮かばなかった。

			　知識を教えることは俺には難しいし、魔力を底上げすることも金銭的にできない。

			　メディネ教の聖女のように、信仰心を集めさせるのだって問題がある。

			　やはり、こういったことは地道にやるしかないようだ。

			　まぁ、それだとエリスが修業に行ってしまうから駄目なんだが。

			　そんなことを考えながら治療院に帰ると、

			「エリスさん、邪神は、邪神はこの後どうなるんですか!?」

			「メディネ神の力を借り受けた聖人によって封印されるのよ。聖人っていうのは、大昔に教会から輩(はい)出(しゆつ)された偉大な人物らしいわ」

			「その聖人さんとご主人様なら、どっちが偉大ですか？」

			「えっ!?　えっと、それはその……」

			　エリスとユエルがなにやら本を読んでいた。

			　エリスが本を開いて見せながら、興味津々のユエルに解説しているような感じだ。

			　そういえば、エリスが本を読んでいるところをあまり見たことがない。

			　何を読んでいるんだろう。

			　ちょっと気になる。
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			「何読んでるんだ？」

			「あっ、ご主人様、おかえりなさい！」

			「あぁ、帰ってきてたのね。メディネ教の聖書よ」

			　聖書。そういうのもあるのか。

			「この本、作り話っぽくて私はあまり好きじゃないんだけれど、信仰心を少しでも高められればと思って。それと、ユエルちゃんの勉強にもなるし」

			　ちょっと読んでみると、かつて世界を滅ぼそうとした邪神とその使徒たちを、教会の人間が神の力を借りて封印したという話らしい。

			　どうやらエリスは治(ち)癒(ゆ)魔法のための努力に余念がないようだ。

			　そこまでせずとも良いと思うんだけど。

			　まぁ、エリスが治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させたいのは、事故で死んだという親のこともある。

			　仕方ないかもしれないが。

			「そうだエリス、ミスコンとか興味ないか？」

			　エリスの顔を見て思い出した。

			　祭り当日にやるというミスコンに出れば、少しぐらい信仰みたいなものも集まるかもしれない。

			　一応、言うだけ言ってみる。

			「ないわよ。……あれ、一度だけ見に行ったことがあるけど、ほとんど裸みたいな格好で人前に立つのよ？　参加するといくらかお金がもらえるらしいけど、出られるわけないじゃない」

			　ですよね。

			　しかし、これで今度こそ万策尽きた。

			　何か方法はないだろうか。

			　……ないな。

			　もう散々いろいろと試して駄目だったわけで、さすがにもう種切れだ。

			　だが、エリスの巨乳を間近で見られる生活を諦(あきら)めるわけにはいかない。

			　エリスもすぐに王都に発つと言っていたわけではない。

			　まだ時間はある。

			　方法を、考え続けよう。

			　

			　夕食を終え、寝る直前の寝室。

			「ご主人様、凄(すご)い、凄(すご)いです！　ご主人様が輝いてます！」

			　考えても考えても方法が思い浮かばなかったので、ユエルにフランからもらった水晶を見せびらかして遊ぶことにした。

			　この水晶、俺に近づければ近づけるほど強く発光する。

			　改めて見ると、ピカピカしてかっこいいのである。

			　この水晶を俺の背後に置いて後光っぽくすると、ユエルが大いに喜ぶ。

			　キャッチボールに使っても、ユエルが俺に投げるたびに水晶が強く光るので、まるで魔法を使っているかのような感じになって非常に楽しそうだ。

			　用途としては絶対に間違っているが、ユエルと遊ぶのにかなり使える。

			　なんだかフランにもらった時より強く光っている気もするが、ユエルは楽しそうだ。

			　フランもたまには良いことをする。

			「何してるのよ……」

			　が、そうやって遊んでいると、呆れたような表情のエリスが、部屋に入ってきた。

			　どうやら着替えて寝る準備を済ませたらしい。

			　いいところだったが仕方ない。

			　水晶をアイテムボックスに仕舞うことにする。

			「ちょっと待って」

			　が、そこで待ったをかけられた。

			「なんだ、どうした？　エリスもキャッチボールしたいのか？」

			　どうしたんだろう。

			　ピカピカ光るボールに子供心を刺激されてしまったんだろうか。

			「……違うわよ。その魔道具、もしかして……」

			　エリスが俺の手から水晶を取り上げる。

			　そして、水晶を床に置いてみたり、天井にかざしてみたり、水晶を持ったまま部屋の外に出てみたりと、謎(なぞ)の行動をとり始めた。

			　やっぱり遊びたかったんだろうか。

			　遊んでほしいなら遊んでほしいで、素直に言えばいいのに。

			　子供の遊びでも大人の遊びでも、お医者さんごっこから言葉にはできないようなことまでいくらでも付き合う所存である。

			「やっぱり……この部屋の魔力濃度、異常よ。私が修業していた霊地より、数段高いわ」

			　けれど、エリスは真面目な顔でそう言った。

			　どうやら遊んでいたのではなく、魔力濃度を測っていたらしい。

			「霊地って、あのエリスが魔力を増やすために修業したっていう？」

			「えぇ。……そういえば、あなた魔力の量も凄(すご)いのよね……あなたの体から漏(も)れた魔力が部屋の中に篭(こも)って、擬(ぎ)似(じ)的な霊地みたいなものを作っているのかもしれないわ」

			「えっと、それはつまり……？」

			「あなたの近くにいればいるほど、私の魔力量が増えていくっていうことよ。……そういえば、前と比べて少し増えているような気はしてたのよね。原因もわからないし、気のせいだと思ってたんだけど……」

			　なんとまぁ。

			　多分増えている量というのは微々たるものではあるんだろうけれど、数ヶ月で実感できる程度に増えたなら、数年後にはハイヒールだって使えるようになっているかもしれない。

			「ってことは、王都には？」

			「……行く必要もなくなったわね」

			　なるほど。

			　俺が解決策を探すまでもなく、最初から解決されていたと、そういうことか。

			　……俺、何もしなくてよかったじゃん。

			　結構いろいろ考えたり試したり頑張ったのに。

			　いや、この水晶をフランからもらわなければ、気づくこともなかったわけだけど。

			　まぁ、過去の苦労なんてどうでもいいか。

			　エリスは王都に行かない。

			　その結果だけを受け止めよう。

			　それにさっき、エリスは俺に近ければ近いほど良いと言っていた。

			「近い方がいいなら、一緒のベッドで寝る？」

			「……寝ないわよ」

			　今ちょっと迷った？

			　迷っただろうか。

			　……治(ち)癒(ゆ)魔法のことを盾にして、押してみるべきな気がしてきた。

			「ご主人様、私が、私が一緒に寝ます」

			　が、間(かん)髪(ぱつ)入れずに背後からユエルが抱きついてきた。

			　まぁこうなるか。

			　さすがにユエルの前でエリスをベッドに引き入れる作戦を実行するわけにはいかない。

			　そして、ユエルが言う。

			「私も、魔法が使えるようになってみたいです」

			　……魔法まで使えるようになるんですか、ユエルさん。

			　確かに俺のそばにいれば魔力が上がるらしいし、魔法を教えてくれそうなエリスやフランとも仲が良い。

			　多分、その気になれば治(ち)癒(ゆ)魔法も攻撃魔法も数年後には使えるようになっているだろう。

			　近接戦闘も遠距離戦闘も支援回復もできるようになっちゃうんですか、ユエルさん。

			　しかも気配に敏感で夜目まで利く索敵上手。

			　どこまで強くなるんだろう。

			　最強になっちゃうんじゃないだろうか。

			「……ねぇ、あなたはこれからどうするつもりなの？」

			　ふと、エリスが呟(つぶや)いた。

			「どうするって？」

			「ほ、ほら、例えばあなたが住む場所を変えたりしたら、魔力だって上げられないわけじゃない？　その、中途半端になっちゃうといけないし……」

			　遠回しに、王都に修業に行くから出て行けと言っているのだろうか。

			　いや、エリスは出て行けと言う時は、ハッキリと出て行けと言う。

			　まだ愛想は尽かされていないはずだ。

			　……あ、でも、そういえば一週間ぐらい前にエリスの着替えを覗いたな。

			　チラっと見たぐらいだが、あれがバレていた可能性もないではない。

			「べ、別に出て行くつもりは、ないけど……？」

			　エリスの表情を窺(うかが)いながら言ってみる。

			　が、エリスはすぐに背を向けて部屋の明かりを消し、ベッドに潜ってしまった。

			　実は怒っているのだろうか。

			　ふて寝だったりするのだろうか。

			「それなら、いいの。変なこと聞いてごめんなさい。……おやすみなさい」

			　エリスの声が聞こえた。

			　声だけではよくわからないが、少なくとも怒ってはなさそうだ。

			　単純に魔力の修業が心配だっただけかもしれない。

			「ユエル、寝るか」

			「はい、ご主人様」

			　ベッドに入ると、なぜかユエルがいつもより強く抱きついてきた。

			　ちょっと前なら湯たんぽみたいでちょうどよかったが、今は少し暑い。

			　……そろそろ、ユエルにはエリスのベッドに移ってもらう必要があるかもしれない。

		

	
		
			第10話　早朝

			　

			　――バッサバッサと、何かが羽ばたくような音がする。

			　瞼(まぶた)が重い。

			　まだまだ朝ではないはずだ。

			　――そよそよと、爽(さわ)やかな風を感じる。

			　汗が蒸発し、体がスッと冷えていく。

			　最近気温が高かったせいか、とても心地良い。

			　いや、ベッドの上なのに、風……？

			　おかしい。何かがおかしい。

			　ハッと、意識が覚(かく)醒(せい)した。

			　風だ。

			　ベッドの上にいるのに、風が吹いている。

			　どうやらまだ日がほとんど昇ってないようで、部屋が暗くてよく見えない。

			　目を凝らして、部屋を見ていく。

			　窓は閉まっている。

			　ドアも閉まっている。

			　エリスはすやすやと無防備に眠っている。

			　今ならいける。

			　違う、いっちゃいけない。

			　無防備なエリスは関係ない。

			　今はこの風だ。

			　この風はなんだろう。

			　ぐるりと部屋を見渡してみる。

			　……異常は、窓でもなく、ドアでもなく、部屋の角にあった。

			　いや、部屋の角にいた。

			「あっ、ご主人様、おはようございます！」

			　バッサバッサと、何やら大きな平べったいものを上下に動かし続けながら、ユエルが挨(あい)拶(さつ)してきた。

			　どうやらユエルが持っているアレが、この風の原因らしい。

			「おはよう。……ユエル、それ、なんだ？」

			「団扇(うちわ)です！」

			　団扇(うちわ)ですか。

			　暗くてよく見えなかったが、目を凝らして見ると確かにそれは団扇(うちわ)だった。

			　だが、サイズが俺の知っている団扇(うちわ)じゃない。

			　大きな羽根や透明な石で装飾された、一～二メートルはありそうな巨大な団扇(うちわ)だ。

			「これからの季節、暑いだろうと思って買ってみました。どうですか？　涼しいですか？」

			　最近よく酒場のアルバイトに行くなと思ったら、これを買うためだったのか。

			　まぁ、涼しいは涼しい。

			　羽根のついた団扇(うちわ)の形といい、まるで王侯貴族にでもなったような感じがして気分が良い。

			　幼い奴(ど)隷(れい)の少女が自分と同じぐらいの大きさの団扇(うちわ)をご主人様の涼をとるためだけに振り続けている。罪悪感を刺激されてさえいなければ、きっと最高だっただろう。

			　けれどユエルは、そんなことを気にもしていないようで、玉のような汗をかきながらも懸命に団扇(うちわ)を上下に振っている。

			　バッサバッサと音をたてながら、一心に団扇(うちわ)を振っている。

			「……ユエル、大変だろ？　別に、団扇(うちわ)であおいだりしなくてもいいんだぞ？」

			「ご主人様、最近、私と寝ると暑そうですから」

			　……そういえば俺は昨日、ユエルに抱きつかれて何を思っただろう。

			　暑い、そう思った気がする。

			　ユエルを説得して、エリスのベッドで寝かせるべきだと考えなかったか。

			　もしかしたら、そんな気持ちが顔に出てしまっていたのだろうか。

			　ユエルは、はぁはぁと荒い息を吐きながらも、嬉しそうな笑顔で俺にそよ風を届けようとしている。

			　こんな健気(けなげ)なユエルに対して、俺は別のベッドで寝るべきだと考えてしまっていた。

			　それも、ただ、暑いからという理由だけで。

			　……。

			「ユエル、実は、俺は暑いのは平気なんだ。これからも一緒に寝よう。いや、一緒に寝た方が良い。汗をかくのは健康にも良いしな」

			　治(ち)癒(ゆ)魔法があるし、健康に気を使う必要はあまりないんだが。

			「っ……はい、ご主人様！」

			　けれど、ユエルはパァッと表情を輝かせて頷いた。

			　そして、団扇(うちわ)をアイテムボックスに仕舞い、ベッドに戻ってきた。

			　――その瞬間、ユエルの動きがピタリと止まった。

			　どうしたのかと見てみれば、ユエルは真剣な様子で目を閉じて、耳をピクッ、ピクッと動かしている。

			　どうしたんだろう。

			　寝直すつもりなのかと思ったのに、一向にベッドに潜る気配がない。

			「ご主人様、今、玄関の鍵(かぎ)が開く音がしました。誰かが階段の方に向かってきてます」

			　そして、アイテムボックスからナイフを取り出すユエル。

			「ど、泥(どろ)棒(ぼう)か何かってことか!?」

			「わかりません。でも、私はこの足音を知りません。少なくとも、私の知り合いではないです」

			　足音で人の判別までできるんですか、ユエルさん。

			　いや、今は感心している場合じゃない。

			　確かに、耳をすませてみれば、トントントンと階段を登る足音が聞こえた。

			　どうする、俺もメイスを取り出すべきだろうか。

			　いや、先にエリスを起こすのが先か。

			　騎士のおかげでこのあたりの治安は悪くないと思っていたけれど、まさか泥(どろ)棒(ぼう)が入るとは。

			　……いや、騎士？

			「……あぁ、ユエル、多分大丈夫だ。ナイフを降ろせ」

			　忘れていた。

			　そういえば、この家の鍵(かぎ)を持っている人間は、もう一人いたんだった。

			　ゆっくりと、部屋の扉が開かれる。

			「あれ、もう起きてるんですか？　ちょっと意外です」

			　部屋の中に入ってきたのは、アリアだった。

			「……やっぱりアリアか。あんまり驚かせるなよ」

			「私は家に帰ってきただけですし、別に驚かせるつもりなんてないですよ。……良かった、お姉ちゃんはまだ寝てますね。というか、本当に同じ部屋で寝てるんですね。なんだか感慨深いです」

			　そして、エリスの方を見て、声を抑えてそう言った。

			　……が、アリアがここに来たのは、少なくともエリスの寝顔を確認するためではないだろう。

			「で、その子がユエルちゃんですね。その、シキさんの……奴(ど)隷(れい)の」

			　アリアが、今度はユエルを見る。

			　そういえば初対面だったか。

			　すでに知っているふうなのは、多分エリスからの手紙に書いてあったんだろう。

			　複雑そうな表情だが何も言ってこないあたり、エリスからは俺が傷ついた奴(ど)隷(れい)の女の子を治療して保護した、というような感じでオブラートに包んで伝えてあるのだろうか。

			　そうだったら話がこじれなくて楽なんだが。

			「ユエル、こいつはエリスの妹のアリアだ」

			「エリスさんの……。ご主人様の奴(ど)隷(れい)のユエルです、よろしくお願いします」

			「よろしくね、ユエルちゃん」

			　笑顔で挨(あい)拶(さつ)するアリア。

			　でも、わざわざこんな早朝に治療院に来たのだ。

			　ユエルに挨(あい)拶(さつ)にきたというわけでもないはずだ。

			　そして最後に、アリアは俺に視線を向ける。

			　それから、腕を組んで少し怒ったような表情で、口を開いた。

			　やはり、アリアがここに来た理由は――

			「シキさん、早速ですけど昨日の浮気のこと、ちゃんと説明してくださいね」

			　ですよね。

			　やっぱりそれだよね。

			　

			　エリスを起こしては悪いと、下の階に場所を移した。

			　ユエルも寝室で待っていて良いと言ったのだが、さっきから腰に抱きつくぐらいに密着して離れる気配がない。

			　多分、話の内容が気になるのだろう。

			　仕方がないので、ユエルの前での弁解だ。

			　まぁ、でも問題はない。

			　あれは治(ち)癒(ゆ)魔法のことで悩むエリスのために魔道具を買いに行き、その案内を魔道具店の場所を知っていたルルカに頼んだというだけのもの。

			　特別隠すようなことも……なくはないが、説明するのに問題はない。

			　

			「…………なんだ、そういうことなら早く言ってくださいよー。もう、誤解しちゃったじゃないですか」

			　そして、あの時の状況を説明すると、アリアはあっさりと納得した。

			「言おうとしたのにお前が話を聞かなかったんだよ……」

			「それで、その魔道具は買えたんですか？　まだお姉ちゃんが治(ち)癒(ゆ)魔法のことで悩んでるなら、ちょっと心配なんですけど」

			「あー、魔道具は高すぎて買えなかったんだけどな。まぁ、治(ち)癒(ゆ)魔法のことはなんとかなった。詳しいことはエリスに直接聞いてくれ」

			　俺の魔力量が実は膨(ぼう)大(だい)で、その魔力漏(も)れで解決したなんて、俺の口から言ってもアリアは信じなさそうだし。

			　どこまで俺の治(ち)癒(ゆ)魔法について知っているのかは知らないが、説明が面倒だ。

			　エリスに投げておこう。

			「そうですか。まぁ、解決済みならそれは後でもいいですけど」

			「後？」

			　まだ何かあるのだろうか。

			　お姉ちゃんと離れたくないから私も一緒にもらってくださいとかかな？

			　ないか。ないな。

			「私が今日来た理由。まぁ、もちろん昨日のことを聞きにきたっていうのもあるんですけど……お姉ちゃんの思い人の、実力を確かめに来たっていうのもあるんです」

			「お、おもいびと……!?」

			　ユエルがアリアの言葉に反応しているが、どうしようもないのでとりあえず頭を撫(な)でて宥(なだ)めておく。

			　しかし、実力とはどういう意味だ。

			　もしかして「お姉ちゃんのことが欲しければ、私を倒してからにしな！」みたいなアレだろうか。それなら勘弁してほしい。

			　が、そんな不安が表情から伝わったのか、

			「あ、大丈夫ですよ。たとえシキさんが弱くても、私がきちんと鍛(きた)え上げてみせますから！　お姉ちゃんとデートする時に、絡んできたゴロツキにすら負けるような人じゃ、私が不安ですからね！」

			　グッと拳を握り、やる気満々の表情でそう言うアリア。

			　どうやらアリアの中では、エリスの結婚相手に戦闘力は必須らしい。

			「で、でえと……？」

			　ユエルが不安そうな声を出しているので、気休め程度に撫(な)でておく。

			　俺のことはユエルが守ってくれる。

			　そしてついでにユエルがエリスも守ってくれる、とかじゃ駄目だろうか。

			　駄目か。情けなさすぎる。

			「それに、私と会った時のアレ。ナンパなんてしたくなるのは体を動かしてないからですよ。そういった気持ちはお姉ちゃんにぶつけるか、運動で解消してもらわないと困ります」

			「私と会った時のアレ」と言われた瞬間に、ユエルの耳を手で塞(ふさ)ぐことに成功した。

			　アリアの話が終わると同時に、ユエルの耳を撫(な)でるような振りをして誤(ご)魔(ま)化(か)しておく。

			「だ、だからあれはゲイザーたちにどうしてもって誘われたから仕方なくだって……」

			　耳を塞(ふさ)がれたことに違和感を感じたのか、ユエルの顔がぐりんとこっちを向くが、咄(とつ)嗟(さ)にユエルの耳をくすぐるように撫(な)でる。

			　ユエルは心地よさそうに目を細めると、アリアの方に向き直った。

			　危なかった。

			　しかし、性欲を運動で解消しろときたか。

			　なかなか難しい気もするが。

			　というかエリスにぶつけるのはいいのだろうか。

			　俺は以前それで治療院を追い出された前科があるんだけれど。

			「まぁ、私に任せてください。鍛(たん)錬(れん)の目標もそんなに高くありませんよ。とりあえずアーマーオーガあたりをタイマンで倒せるようになれば十分ですから」

			　めっちゃたけぇよ。

			　というか、それはつまりアリアならアーマーオーガもタイマンで余裕ということか。

			　アーマーオーガの相手は、ユエルでも危なかった。

			　ちょっとアリア、強すぎないだろうか。

			　騎士学校首席の成績だとは聞いていたけれど。

			　……そして、アリアがわざわざこんな早朝に来たということは。

			　もしかして、早速これから俺を鍛(きた)えるつもりなのだろうか。

			　……アーマーオーガとガチンコできるぐらいまで。

			　どうしよう、スパルタの匂いがする。

			　しかも、どうやら俺が鍛(たん)錬(れん)をすることは決定事項らしい。

			　今から断れるだろうか。

			　でも、この流れは断れない気もする。

			「鍛(たん)錬(れん)、ですか？」

			　そして、俺が絶望しかけたその瞬間。

			　なにやら興味を持ったらしいユエルが、話に入ってきた。

			　多分、アーマーオーガを一人で倒せる、というあたりに食いついたのだろう。

			　いつの間に取り出したのか、両手にナイフを持って、アリアの顔をじっと見つめている。

			　が、アリアはそんなユエルに少し慌てたような顔をした。

			「あ、あぁ、ユエルちゃん？　そんなナイフなんて持ったら危ないよ。ほら、こっちに渡して……」

			　アリアがナイフを回収しようと手を伸ばす。

			　どうやら、ユエルが短剣のスキルを持っていて戦えるということまでは聞いてないらしい。

			　ユエルはアリアの言葉に応じない。

			　そして、続けて言った。

			「私、アーマーオーガに一人じゃ勝てませんでした。ご主人様を守るために、私も強くなりたいです！」

			　いつもの控えめな感じはどこへいったのか、ぐいぐいとアリアへアピールするユエル。

			　どうやら、ユエルはアリアの鍛(たん)錬(れん)とやらを受けてみたいらしい。

			　俺は適当な理由をつけて断る方向に気持ちが傾いていたのだけれど。

			　これは本当に断れなくなったかもしれない。

			　それに「俺は強くなるつもりはない」みたいなことをユエルの前ではさすがに言えないし。

			　つい最近、アーマーオーガのような強い魔物と戦って、苦戦するということまであったのだ。

			　ユエルのご主人様として、怠(なま)ける姿勢を見せるわけにはいかなくなった。

			「えっ、アーマーオーガと戦ったんですか？　こんな小さい子が？　……そういえば騎士団の先輩が、最近このあたりでアーマーオーガの変異種が討(とう)伐(ばつ)されたって言ってたような……」

			「あぁ、それと戦ったのは俺とユエルだ。ユエルは短剣のスキル持ちなんだよ。俺より断然強い」

			「…………シキさん、こんな小さい女の子より弱いんですか？」

			　おっと、そうきたか。

			　でも、ユエルは見た目ほど弱くない。

			　というか、エイトやゲイザーでもユエルには余裕で負けるだろう。

			　俺が特別弱いわけじゃない。

			　ユエルが特別に強いんだ。

			「まぁいいです。どっちにしろ、お姉ちゃんのそばにいるなら強くなってもらった方が良いですし。私が二人とも、鍛(きた)えてあげましょう」

			　

			「……シキさん、駄目駄目ですね」

			　特訓は、俺とアリアとの手合わせから始まった。

			　俺の武器はいつものメイスで、アリアの方は練習用の木剣だ。

			　ユエルの前でみっともない姿を見せるわけにもいかないと、そこそこ本気でやってはみたが、結果はもちろん惨敗。

			　俺のメイスは完全に見切られていて、足捌(さば)きだけで簡単に躱(かわ)される。

			　そしてそれを数度繰り返しての、駄目駄目宣言である。

			　でも、さすがに一度も当たらないとは思わなかった。

			　横薙(な)ぎにメイスを振るった時は、目の前にいるのにどう回避したのかわからないほど、ぬるりと避けられたし。

			　まぁ俺は戦闘は本職じゃないし、騎士と張り合おうなんて思っちゃいないんだが。
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			　そして、次は自分の番だとユエルが前に出てくる。

			　その手には、二本の短いナイフのような木剣。

			　アリアの木剣の予備を短く切ったものだ。

			「アリアさん、よろしくお願いします」

			「うん」

			　アリアは木剣を構えながら、なんだか微笑(ほほえ)ましいものを見るような瞳(ひとみ)で、ユエルを見ている。

			　これは多分、ユエルのことを甘く見ている。

			　けれど、そんな余裕がいつまで続くだろうか。

			　ユエルは、短剣を構えたまま、アリアの顔をじっと見つめている。

			　見つめられているアリアはきょとんとしているが、俺にはわかる。

			　戦闘時のユエルは無駄なことはしない。

			　……あれは、多分、アリアのまばたきの一瞬を待っているのだ。

			　――そして次の瞬間。

			　ユエルが駆けた。

			　その持ち前の瞬発力を活かして、一気にアリアの目の前へと肉薄する。

			「えっ、ちょっ、まっ……！」

			　多分、アリアには瞬間移動したようにでも見えたのではないだろうか。

			　アリアは慌てて腕を引き、ユエルのナイフに木剣を合わせる。

			　そしてユエルの左手の一刀目をギリギリで受け止めると、右手の二刀目をバックステップで大きく回避した。

			「あっ、あっぶなぁっ……！」

			　……ほぼ不意打ちに近い今の一撃を躱(かわ)すとは。

			　もし俺なら三枚に下ろされていた自信がある。

			　やはり騎士学校首席は伊(だ)達(て)ではないということだろう。

			「っ……！」

			　けれど、ユエルもそれで終わりではない。

			　今度はアリアの背後に回り込むようにして、角度をつけながら切り込んでいく。

			　体を低く沈め、アリアの死角に入りこみながら、的確にナイフを突き入れるユエル。

			　アリアもギリギリで防いでいるが、これはいつ有効打が出てもおかしくない。

			「ちょっ、ちょっと……こんなのっ、きいてないっ！」

			　攻めるユエルに、守るアリア。

			　二刀のおかげか、手数はユエルの方が圧倒的に上だ。

			　なんだか、押しているような気がする。

			　さすがユエルさん。

			　そういえば、ユエルがアーマーオーガに勝てなかったのは、あの硬い皮(ひ)膚(ふ)を貫(つらぬ)くことができないという単純な理由からだった。

			　人相手なら、ユエルの攻撃も届く。

			　アーマーオーガに勝てないからといって、ユエルの方が弱いと決めつけるのは早計だったのかもしれない。

			　的が小さい分ユエルの方が有利だろうし。

			　それに、ユエルが上に下に、右に左にと振り回しているせいか、アリアの決して小さくない胸が上下左右に揺れている。

			　木剣での練習試合だからか、防具もつけていないのだ。

			　ほどよく筋肉のついたその肢体が揺れるのは、とても健康的な感じがして素晴らしい。

			　もっと頑張れ、ユエルさん。

			　――けれど、次の瞬間。

			　なぜかユエルが宙に浮いて、一回転していた。

			　アリアの木剣は、ユエルのナイフを受け止めた位置のまま動いていない。

			　動いたのは……足だ。

			　アリアの足払い。

			　それに、ユエルが引っ掛かったのだ。

			　ユエルはまるで猫のように、衝撃を殺して着地するが、その隙を見逃すアリアではなかった。

			　ナイフを弾き飛ばして、木剣をユエルに向ける。

			　どうやら、アリアの勝ちのようだ。

			　余裕はあまりなかったようで、アリアの方も息を乱しているけれど。

			「あ、あの、ユエルちゃん、強すぎないですか？　いくら油断してたとはいっても……私、これでも、騎士学校では首席で……」

			　どうやらユエルの実力がよくわかったらしい。

			　でも、アリアはそのユエルの攻撃を凌(しの)いで、さらには無傷で無力化している。

			　油断もしていたのに。

			　アリアの実力は、間違いなくユエル以上なようだ。

			「でも、ユエルちゃんは攻撃が素直すぎますね。対人戦の経験が少ないんでしょう。大人になって筋力をつけて、経験も積めば……私より強くなるかもしれません」

			「素直……」

			「ほら、私が視線でフェイントを入れたら簡単に引っかかって、足元がお留守になっちゃってましたし。反射的に動くんじゃなくて、相手が何をしようとしているのかよく見ることです」

			　ユエルはアリアからのアドバイスを、うんうんと頷きながら聞いている。

			　ユエルはさらに強くなるようだ。

			　そして、俺のそばに居続ければ、数年もせずに攻撃魔法と治(ち)癒(ゆ)魔法が使える可能性も出てくる。いったいどこまでいくんだろうか。

			「でも、シキさんは駄目駄目です。戦闘が苦手なのはわかりましたけど。少なくとも、お姉ちゃんが暴漢に絡まれた時に返り討ちにしてくれるぐらいじゃないと私が安心できません」

			　そう言われても一朝一夕でどうにかなるものでもないし。

			　俺が微妙な表情をしていると、ユエルが口を開いた。

			「大丈夫です、ご主人様もエリスさんも、私がお守りしますから」

			　晴れやかな笑顔で言うユエル。

			　ぐっと両拳を握りしめ、やる気は十分だ。

			　二人きりのデートなんて許さないというふうにも解釈できるが、ユエルに限ってそれはないだろう。

			　たぶん。

			「……シキさん、さすがにそれは情けないです」

			　アリアが呆れた顔で言う。

			　でも仕方ない。

			　少なくとも今はユエルに守ってもらう必要がある。

			　俺は治(ち)癒(ゆ)魔法も使えるし、バックアップという立ち位置が最適なのだ。

			　そんなことを考えている間にも、

			「ご、ご主人様は情けなくなんかありません！　アーマーオーガと戦った時、私を守ろうとしてくれましたし、この治療院を買い戻した時だって、ヒュージスライムをたくさん倒してました！」

			　ユエルがアリアの「情けない」と言う言葉に反発するように反論した。

			　普段はおとなしいのに、こういう時だけは雄弁だ。

			　フランがユエルの前で俺を貶(けな)した時もこんな感じだった。

			　まぁ、子供の言うことだから軽く流されてしまうのだけれど。

			　あの時フランも、適当に流していた気がする。

			「……治療院を、買い戻した？」

			　けれど、アリアの反応は違った。

			　アリアの顔が、大きく歪(ゆが)む。

			「あっ……」

			　ユエルがハッとした顔で、俺を見る。

			　そうだった、アリアはエリスが一度治療院を売った事実を知らない。

			　これは、言ってはいけないことのような……。

			「やっぱり……お姉ちゃん……」

			　アリアの顔が、不安そうな表情から怒りの表情へ、それから一転して悲しそうな顔に変わる。

			「ごめんなさい、ちょっと外で待っていてください。私、お姉ちゃんと話がありますから」

			　アリアは持っていた木剣を地面に放り投げて、治療院の中へと入っていく。

			「お、おい、アリア!?」

			　そして、ダン、ダン、ダンと、乱暴に階段を登る音。

			　追うべきか。

			　いや、ユエルが青い顔をしている。

			　まずはこっちのフォローをしなければ。

			　ユエルに気にする必要はないと告げ、治療院の中に入ろうと一歩を踏み出す。

			　その瞬間。

			「お姉ちゃん、治療院を売ったってどういうこと!?　説明して!!」

			　昨日俺とルルカの関係を注意した時とはまた違う、本気の怒声。

			　それが、治療院の外まで聞こえてきた。

		

	
		
			第11話　エリスとアリア

			　

			　すぐに治療院の中へと入り、エリスのいた寝室に向かう。

			「誰に聞いたかなんて関係ない!!　どうしてそんなことしたの!?」

			　階段を登りきり、ちょうどドアの前にたどり着いたところで、またアリアの怒声が聞こえた。

			　壁越しで聞きとれなかったが、エリスが何かを言ったようだ。

			「やっぱり、見舞金のことは嘘だったんだ！　……私、お姉ちゃんにそんなことしてほしくなかった!!」

			　エリスの声は小さくて聞こえないが、アリアの怒声は続く。

			　壁の向こうはどうやら修(しゆ)羅(ら)場(ば)らしい。

			　これはいけない。

			　アリアを宥(なだ)めるべきだろうか。
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			　いや、後ろを見てみれば、ユエルがこの状況に責任を感じているようでプルプルと震えてしまっている。

			　アリアとエリスのことも心配だが、こっちの方が今はまずい。

			　とりあえずユエルの頭を撫(な)でることにする。

			「もういい！　私、お姉ちゃんのそういうところ、大っ嫌い!!」

			　そして、中に入るか迷っている間に、バンッと勢い良く目の前のドアが開かれた。

			　一人、部屋から出てきたアリア。

			　部屋のすぐ前にいる俺と目が合うが、目元を拭(ぬぐ)い顔を伏せると、すぐに階段を下り治療院から出て行った。

			　……今、もしかして泣いていたのだろうか。

			　まぁ、自分の学費は姉が治療院を売って捻り出したものだったと初めて知ったのだ。

			　多分、ショックだったのだろう。

			　入れ替わるように部屋の中に入ると、そこにはベッドの上に座り込むエリスがいた。

			「ご、ごめんなさい、エリスさん。わた、私が……こんなことになるって、気づかなくて……」

			　俺に続いておずおずと部屋に入ってきたユエルが言う。

			　声が震えている。

			　エリスが治療院を売ったことを、アリアは知らなかった。

			　そして、知る必要もなかった。

			　ユエルは責任を感じてしまっているらしい。

			「いいのよ、ユエルちゃん。いずれは知られてしまうことだったし……。こうなる前に、あの子に話しておければ良かったんだけどね」

			　まぁ、エリスも妹の学費のために治療院を売るか悩んでいたのに、それを妹自身に相談なんてできるわけがなかった。

			　それに、問題が解決した今だからこそ、なおさら言う必要性がない。

			　エリスの性格なら、それこそ何が何でも言わなかっただろう。

			「本当に、気にしなくて良いから……」

			　エリスはユエルを慰(なぐさ)めるものの、エリス自身も声に張りがない。

			　まぁエリスが落ち込むのもわかる。

			　あれだけ頑張って金を工面していたのに、さっきのアリアの反応は、それをすべて否定するようなものだった。

			　エリスにこれだけ落ち込まれていては、いくら慰(なぐさ)められてもユエルも気にしてしまうだろう。

			　……しかし、なぜアリアはあそこまで怒ったのだろうか。

			　確かにショックはショックだろうが、今までアリアはエリスのことをとても心配していた。

			　それは、これまでの短い期間でも十分わかる。

			　これまでのエリスのことを心配していたアリアと、さっき怒っていたアリアがどうにも結びつかない。

			　そういえば、アリアの反応はドア越しにも聞こえていたが、エリスの声は聞こえなかった。

			　エリスはいったい何を言ったんだろうか。

			「なぁエリス、なんでアリアはあんなに怒ってたんだ？」

			「それは……多分、私がアリアに嘘をついたからよ」

			　エリスがユエルの頭を撫(な)でながら、ゆっくりと喋(しやべ)り始める。

			「私の両親が、事故で死んだっていう話はしたわよね」

			「あぁ、でもそのことはアリアも知ってたよな」

			　エリスの両親が死んだ時、アリアはすでに王都の騎士学校だった。

			　けれど、エリスとアリアは近況を手紙で報告しあっていた。

			　昨日アリアと話した感じでは、その死はきちんとアリアに伝わっていた。

			「えぇ、葬儀のために一度戻ってもきているから。……でも、その後が問題だったの。あなたの知ってる通り、両親が死んだことで私はアリアの学費を捻出できなくなった。アリアもそれを心配してたのよ」

			　騎士学校の学費はかなり高いと聞く。

			　両親が死ねば学費は止まる、そのことはアリアでも簡単に想像がついたんだろう。

			「……でも、私はアリアに、親が死んだからなんて理由で騎士になることを諦(あきら)めてほしくなくて……メディネ教会が多額の見舞金を出してくれたから大丈夫だって、誤(ご)魔(ま)化(か)したの」

			　両親の遺産がある程度あったとエリスに聞いてはいたが、多分それだけでは学費に足りなかった。

			　実際に足りてなかったし、エリスもアリアもそれに気づいていた。

			　だから、アリアをそうやって誤(ご)魔(ま)化(か)したと、そういうことか。

			　多分、それがエリスの言う「嘘」なんだろう。

			「でも、なんで教会なんだ？」

			「両親も私も、この街の教会で数年の奉仕活動をしながら治(ち)癒(ゆ)魔法を学んだから。教会には奉仕活動の年数によって死亡時に見舞金を贈る制度があったの。特に父はかなり長い間、教会で奉仕活動をしていたから」

			　労働力を掛け金にした生命保険みたいなものか。

			　そういえば日本にも、手厚い社会保障を売りにした宗教法人があった。

			　安月給でこき使われる代わりに、何か事故や事件があったら見舞金。

			　信者の強い信仰心が安月給を「奉仕」として許容して、事故や事件があった時はその金で窮(きゆう)地(ち)から救ってくれる宗教に感謝する。

			　信者の多い宗教だからこそできる手だ。

			「そうなのか……あれ？　でも、嘘ってことは見舞金はもらえなかったんだよな？」

			「昔は本当にもらえたのよ。ただ、数年前、両親が死んだ頃に新しい大司教様が来てから、この街の教会はちょっと……方針が変わってしまったから」

			　トップが変われば方針も変わる。

			　そういえばクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)の時も、高位の神官に協力を要(よう)請(せい)することができなかったとかそんなことを聞いた。

			　宗教は人を救うためにも、金を稼ぐためにも使える。

			　数年前に街にやってきた大司教は、後者だったということだろう。

			「……私が王都に修業に行くと言ったのには、今のこの街の教会が信用できないっていうのもあったのよ」

			　まぁ、確かにエリスみたいな巨乳美人にとっては、修業先が信用できるかは重要だ。

			　修業と称して無理矢理いやらしいことをさせられてしまうかもしれないし。

			　大神官の体液は魔力たっぷりとかそういうやつ。

			　信じて送り出しちゃいけない系の教会だ。

			「……今、真面目な話をしているんだけど」

			　ちょっと邪(よこしま)なことを考えていたことがバレたようで、エリスがジトッと睨(にら)んでくる。

			　さすが鋭い。

			「そ、それで、その嘘がアリアが怒った原因だって？」

			「そうね。もう二人だけの家族だし、私だけはアリアに正直でいないといけなかったのに……騙(だま)していたんだもの。怒るのも当然だわ」

			　そして、再度俯(うつむ)くエリス。

			　しかし、本当にそれが原因なんだろうか。

			　やはり、アリアの反応を見る限りでは、何か違和感がある。

			　……まぁ、なんでもいいか。

			　どうせすぐに仲直りするだろうし。

			　姉妹や兄弟の喧(けん)嘩(か)なんて一時的なものだろう。

			　ここは視点を変えてスパルタ特訓がなくなって嬉しい、そう考えることにしよう。

			　

			　……が、翌日の早朝。

			「シキさん、今日は迷宮です。やっぱり人同士だと緊張感が足りませんからね。私も魔物と戦う経験を積んでおきたいですし」

			　アリアは治療院にやってきた。

			　昨日の今日で、だ。

			　そして「特訓です」と言って、俺を連れ出し迷宮に向かう。

			　ユエルも無言でついてきている。

			　黙っているのは、余計なことを言うまいとしているかららしい。

			　多分、昨日のことを気にしているのだろう。

			「お前、エリスと喧(けん)嘩(か)してるんじゃなかったのかよ……」

			　今朝エリスも、治療院にやってきたアリアに気づいて何かを言おうとしたが、アリアはそれを無視。

			　エリスも嘘をついた負い目で妹に強く出られないのか、何も言えずに俯(うつむ)いていた。

			　そしてアリアは俺のことを強引に引っ張って治療院を出て、さっきの発言だ。

			「喧(けん)嘩(か)してますよ。さっきだって……ちゃんと無視したじゃないですか。でも、シキさんがお姉ちゃんと一緒にいるつもりなら、鍛(たん)錬(れん)はした方が良いんです。このあたりは平和なものですけど、王都の方は物騒ですし。こっちだっていつ治安が悪くなってもおかしくありません。お姉ちゃんが事件に巻き込まれそうになったら、シキさんが守るんですよ？」

			　喧(けん)嘩(か)して無視までしているのにエリスを守るために特訓しろ、ときたか。

			　こいつはエリスが好きなのか嫌いなのかどっちなんだろう。

			　よくわからなくなってきた。

			　そして、疑問の視線を向けると、

			「あぁ、王都ではメディネ教会を襲撃する事件が多発してるんですよ。犯人は邪神を信(しん)奉(ぽう)する集団だとか言われてますが」

			　エリスが王都の事情を説明してくる。

			　どうやら王都の治安の悪さが、エリスを心配する一因になっていたらしい。

			　でも、聞きたいのはそっちじゃないんだが。

			「その事件なんですけど、どうやら大きなバックがついてるみたいで、量産型の魔道具を使って大規模な襲撃をかけたりするらしいんです。それに、実は教会じゃなくて女神官を狙っているんじゃないかという噂(うわさ)もあります。お姉ちゃんは神官じゃないですが、メディネ教の関係者にはなりますし、心配なんです。お姉ちゃん美人ですし」

			　そして、やはり最後に姉を褒(ほ)めるアリア。

			　無視するほどに嫌いになったのかと思えば、心配もするし褒(ほ)めもする。

			　多分、姉が好きなのは間違いないんだが、行動が伴ってない。

			　よくわからない。

			　……そんなことを考えていると、迷宮にたどり着いた。

			　

			「今日の午前中は仕事がないんです。九階層にオークが出るっていう話ですし、そこに行きましょう」

			　アリアのそんな言葉とともに、迷宮を進むこと九階層。

			　俺の特訓という話だったのに、ユエルとアリアが二人で道を塞(ふさ)ぐ魔物を切り捨てていき、俺の出番は皆(かい)無(む)だった。

			　しかし、やはりアリアは強い。

			　低階層の雑(ざ)魚(こ)なんて相手にもならないと一刀で切り捨てて、あの硬い甲(こう)殻(かく)を持ったジャイアントアントですら、アリアは剣で一突きだった。

			　八階層はジャイアントバットという蝙(こう)蝠(もり)の魔物で、素早く数も多かった。

			　けれど、アリアはそれも近寄ってきた順に切り捨てて無傷で突破。

			　ユエルは俺のそばでもし魔物が流れてきた時に備えて待機していたが、結局八階層を突破するまで魔物がアリアを抜けてくることはなかった。

			　そして九階層。

			　数メートル先に、太った体に豚の頭を乗せた、人型の魔物がいた。

			　大きさは二メートルぐらいだろうか。

			　アーマーオーガより少し背が低く、横に太い。

			　あと、手に木製の棍(こん)棒(ぼう)のようなものを持っている。

			　あれがオークだろう。

			「ちょっと特訓は待っててください。まず私が戦ってみますから」

			　アリアはそう言ってオークに向かって駆け出すと、オークの棍(こん)棒(ぼう)をするりと躱(かわ)し、隙だらけの体に剣を一振り。

			　横薙(な)ぎの一刀だ。

			　そして次の瞬間、オークの体がズルリとずれて、真っ二つに分かたれた。

			　すぐに、オークの体が光となって霧(む)散(さん)する。

			　……オークを真っ二つとか、どんな筋力してるんだろう、こいつ。

			　多分、剣は騎士団の支給品か何かで良いものなんだろうけれど、それにしても凄まじい。

			　ジャイアントアントの甲(こう)殻(かく)も貫(つらぬ)いてたし。

			「……凄(すご)い」

			　ユエルが、アリアを見て呆(ぼう)然(ぜん)と呟(つぶや)く。

			「こう……いや……もうちょっと手首を……」

			　そして、ユエルがシュッ、シュッとナイフの素振りを始めた。

			　……ユエルさんが真似するにはさすがに筋力が足りないんじゃないでしょうか。

			　それに、そもそもナイフじゃ刃渡りも足りないし。

			「こんなもんなんですね。騎士学校に入ってからはあまり魔物とは戦ってないんで、良い経験になりました」

			　魔石とドロップの肉を回収して戻ってきたアリアが言う。

			　魔物との戦闘経験は少ないというのが意外だが、よく考えればそういうものなのかもしれない。

			　迷宮がなければ街の外で魔物と戦うしかない上に、王都ともなれば安全のために周囲の魔物を狩り尽くしていてもおかしくないし。

			　王都の周辺はすべて穀(こく)倉(そう)地帯で魔物なんて一匹もいない、という可能性だってあり得る。

			「そうか、魔物との戦闘経験が少ないのは騎士としてよくないよな。アリアも今日は好きなだけ経験を積むといい。俺のことは気にしなくていいからな。もし怪(け)我(が)をしたらすぐ治してやるよ」

			「……次はシキさんの番ですよ」

			　ですよね。

			　でも正直怖いです。

			　ちょうど今オークが一体近づいてきているけれど、自分より大きな魔物に相対するというのは本能的な恐怖感がある。

			　さっきの戦闘を見ていても、オークは筋力が強そうだ。

			　もしあの棍(こん)棒(ぼう)を腕でガードしたとしても、腕がへし折れてついでに肋(ろつ)骨(こつ)も折れそうな予感がする。

			　動きが大振りで読みやすいのは救いだが、もし棍(こん)棒(ぼう)が直撃したらと考えると……。

			「な、なぁ、アリア。もしもがあったらいけないし、ゴブリンとか、もうちょっと弱そうなのからいった方が良いんじゃないか？」

			「大丈夫ですよ。オークの動きは読みやすいので、もし大(おお)怪(け)我(が)しそうな時は間に入ってあげますから」

			　アリアが何かをアイテムボックスから取り出しながら言う。

			　見てみれば、それは大きめの盾だった。

			　そして、数歩離れた距離、アリアなら一瞬で詰められるぐらいの距離で、その盾を持って待機する。

			　ついでにユエルもナイフをいつでも投(とう)擲(てき)できるように構えている。

			「シキさんが血まみれで帰ったりなんかしたらお姉ちゃん心配しちゃいますから。それこそ一緒についてくるために自分も実力を磨く、とか言いだしますよきっと」

			　もう言いだしてた。

			　しかし、なるほど。

			　戦わせはするけど怪(け)我(が)はさせないと、そういうことか。

			　いきなりオークというのは無茶だと思ったが、確かにオークの動きは大振りでわかりやすいし、戦闘に介入もしやすいだろう。

			　どんなスパルタ訓練になるかと思ったが、どうやら安全面は考えていてくれているようだ。

			　少し安心した。

			　安心すると、オークのこともなんでもないように見えてきた。

			　そういえば俺は、これよりもっと凶悪なアーマーオーガの亜種と戦って生き延びている。

			　俺は目の前に迫るオークの攻撃を躱(かわ)し、力一杯にメイスをオークの頭に向けて振り抜いた。

			　重い感触。

			　でも、アーマーオーガと違ってメイスが弾き返されたりはしない。

			　グラリとオークの体が揺れる。

			「シキさん、チャンスです！」

			　今度は足を狙ってメイスを振り抜く。

			　すると、簡単にオークは転倒した。

			　そして、とどめにもう一度、頭にメイスを振り下ろす。

			　倒れたオークが、光の粒子となって霧(む)散(さん)した。

			「さすがです、ご主人様！」

			　倒せた。

			　俺が一対一で、オークを倒せた。

			　オークの攻撃は素早くないから避けやすい。

			　一撃の威力は驚異だが、すぐそばでアリアが盾を構えてくれている。

			　最初は嫌だったが、確かにこれは良い特訓かもしれない。

			　少なくとも自信はつく。

			「シキさんはそもそも戦うことに慣れてなかったんですよ。腰が引けてるんです」

			　なるほど、まずは俺の心を鍛(きた)えようというわけか。

			　なかなか理にかなっているような気がする。

			　というか、オークのような魔物らしい魔物を自分が倒せているのがちょっと楽しい。

			　一対一で、もしもの時は助けが入るというお膳立ての上ではあるけれど、助けが入らずに倒すことができればそれは紛れもない俺の実力だ。

			　そんなことを考えていると、アリアが思い出したように言う。

			「あ、そういえば忘れてました。シキさん、アーマーオーガと戦ったって言ってたじゃないですか」

			　それから、なにやら自分のアイテムボックスをごそごそし始めた。

			　……そういえば、アーマーオーガを俺とユエルで倒したと言ったんだったか。

			　とどめをさしたのは俺だけど、メインで戦っていたのはユエルだ。

			　ここまでの俺の実力を見て、ほとんどユエルが倒したということを突っ込まれてしまうかもしれない。

			「ま、まぁな」

			「これ、持っておいてください」

			　しかしアリアは、俺の反応は気にもせず、アイテムボックスから丸い何かを取り出した。

			「これ、なんだ？」

			「煙玉です。魔物に会った時はこれを使うと、たいていの魔物からは逃げられます。シキさんには魔物に立ち向かえるぐらい強くなってほしいですけど、シキさんの体はもう一人の体じゃありません。勝ち目のない相手から逃げることは、間違いじゃありませんから」

			「……ひ、ひとりのからだじゃない!?」

			　そんな道具があるのか。

			　確かに、アーマーオーガ戦でこの煙玉があれば、追(つい)撃(げき)を防いでユエルと二人で逃げることもできたかもしれない。

			　黙りこんでいたユエルが、目を見開いてアリアの言葉に反応しているが、これはどうしようもないので頭を撫(な)でるだけにしておく。

			「はい、ユエルちゃんも」

			　すると、そんなユエルにも、アリアは煙玉をひとつ手渡した。

			「……あ、ありがとうございます」

			　ユエルは煙玉を受け取って、礼を言う。

			　けれど、いつもの元気はそこになかった。

			　アリアの目を見れていない。

			　やはり、いまだにうっかり口を滑らせてしまったことを気にしているようだ。

			　時間を置けばいつもの元気なユエルに戻るかとも思ったが、その様子はない。

			　……さすがにちょっと見ていられない。

			「なぁ、なんでアリアはエリスと喧(けん)嘩(か)してるんだ？」

			　姉妹の問題だし、どうせそのうち仲直りしそうな気がしていたから放っておいたが、ユエルが悲しんでいるなら動かないわけにもいかないだろう。

			「怒ってるからですよ」

			　それは多分違う。

			　エリスと同居しているというだけの俺を心配してこんな道具を渡すぐらいだ。

			　やはり、アリアは感情的に怒っているとか、そういうわけではない気がする。

			「そう見えないから聞いてるんだよ」

			　目を見て言うと、アリアは目を逸らした。

			　それから、諦(あきら)めたように大きくため息をつく。

			　と、そんなことをしているうちにオークが近づいてきた。

			　数は五体。

			　なかなか多い。

			　ユエルがナイフを投げようとするが、アリアはそれを手で制してオークが近づいてくるのを待つ。

			「…………私は怒らないといけないんです」

			　そして、剣を構えながら言った。

			「じゃないと、お姉ちゃんがまた同じようなことをしちゃうじゃないですか」

			　……やっぱりそうか。

			　アリアはべつに、エリスが嘘をついていたことになんて怒っていない。

			　あの嘘は、アリアのための嘘だったからだ。

			　アリアが怒っているとしたら、嘘ではなく……エリスが自分が住む場所を売ってまでアリアのことを優先したという、その事実だろう。

			「あんな自分を犠(ぎ)牲(せい)にするようなやり方、お姉ちゃんにしてほしくないんです。絶対に認めちゃいけないんです」

			　言いながら、数匹のオークを一瞬で真っ二つにするアリア。

			　やっていることは力技なのに、そこにはなぜか流れるような美しさがあった。

			　……あの戦い方は、俺やユエルにはできないだろう。

			　騎士学校の首席。

			　どれだけの努力をすればそれになれるのか、俺は知らない。

			　だが、今のアリアの実力を見れば、エリスの期待に応えようとしたということははっきりわかる。

			　エリスはアリアのことを思って治療院を売り、アリアはエリスのことを思ってそれを怒っている。

			　単純にそれだけなのだ。

			　……仕方ない。

			　ちょっと世話をやいてやろう。

			　さっさと仲直りしてくれないと、ユエルも気にするしな。

			「エリスが言ってたぞ。アリアが王都に行ってから、両親はアリアが騎士になることを楽しみにしていたって」

			　しかし、アリアもエリスも頑(がん)固(こ)である。

			　アリアは簡単にエリスの行動を許しはしないだろうし、エリスだって、似たようなことがあればまた治療院を売って金を工面するぐらいするだろう。

			　早期解決のためには、今ここでアリアの弱点を責める必要がある。

			「そ、それを言うのは卑(ひ)怯(きよう)です！　それに、だからといってお姉ちゃんがあんなやり方をしていいわけがありません！」

			「それに怒るって言ってもな、いったいいつまで続けるつもりだ？　ずっとエリスと話さないつもりなのか？」

			　アリアの弱点。

			　それは、エリスのことが大好きというところだ。

			　アリアにとっても、喧(けん)嘩(か)をしているこの状態が本意なわけがない。

			　そこを突くしかない。

			「……それは、お姉ちゃんが反省して、自分の行動を改めるまでですよ」

			「そんなのは無理だ。エリスは多分、アリアがどれだけ怒ってもまた似たようなことはすると思うぞ。……エリスはお前の、姉だからな」

			「じゃあ、じゃあどうすればいいって言うんですか！」

			　本人たちにはわからないのかもしれないが、傍(はた)から見ていればだいたいわかる。

			　結局、エリスは自分よりアリアが大切で、アリアは自分よりエリスが大切だというだけの話だ。

			　二人の信頼関係にひびが入ったとかそういうことじゃない。

			　これは、よくあるただの姉妹喧(けん)嘩(か)だ。

			　今二人に必要なのは会話だろう。

			　本当にエリスが自分とアリアの優先順位を変えるかはともかく、アリアがエリスときちんと話せば、それは伝わる。

			　少なくとも、自分を犠(ぎ)牲(せい)にする前に誰かを頼るぐらいはするようになるだろう。

			「素直にその気持ちを伝えればいいだろ。喧(けん)嘩(か)したり、無視するんじゃなくてさ。エリスだってお前と同じ気持ちだったんだ、素直に言えば必ずわかってくれる」

			「シキさん……」

			　そしてそう言うと、アリアが意外そうな目で俺を見てきた。

			　しかし、俺が真面目なことを言うのがそんなにおかしいだろうか。

			　けれど、アリアはすぐに頭をぶんぶんと振る。

			「だ、駄目ですよ！　そういうのは私じゃなくてお姉ちゃんにしてもらわないと！」

			　そういうのってなんだ。

			「というか、お姉ちゃんとシキさんが会ったのは治療院を売る前だったんですよね。最初からちゃんとシキさんが支えてあげていれば、お姉ちゃんの負担は少なくて済んだんじゃないですか」

			　おっと、そこを突いてくるか。

			　そこは今さらどうしようもないというか。

			　というかそもそも、エリスが金に困ってること自体知らなかったし。

			「い、良いだろ、別に。ちゃんと買い戻せたんだから」

			　エリスにセクハラばかりしていたから一度追い出されているなんて言えない。

			　アリアの反応からして、エリスは多分アリアに心配をかけまいとそのあたりをぼかしていたのだろうけれど。

			「……そうですね、シキさんは一応、お姉ちゃんのことを守ったということになるんですよね」

			　そして、アリアは少し俯(うつむ)いて、続けて言った。

			「今日はもう帰りましょう」

			「まだ全然戦ってないけど、いいのか？」

			　アリアは仕事は昼からと言っていた。

			　少し早いと思うけれど……、

			「はい。仕事がありますし……それと、無視したことをお姉ちゃんに謝る時間も必要ですから」

			　アリアが、薄くはにかんで言う。

			　どうやらアリアの説得は成功したようだ。

			　まぁ、もともとそのうち仲直りしそうだったのを、少し早めようとしただけなんだけど。

			　そして、アリアは早速来た道を戻り始める。

			「アリアは先に戻っててくれ。俺はユエルと街を見てから帰るから」

			　俺はユエルと時間を潰し、昼を過ぎてから治療院に帰ることにした。

		

	
		
			第12話　祭りの当日

			　

			　これは、今朝のことである。

			「ご主人様、今日は一緒にお祭りを見て回りませんか？」

			　目を覚ましたばかりの俺に、ユエルがはにかみながらそう言った。

			　指先や太ももをもじもじと忙しなく動かしながら、ユエルはその青くつぶらな瞳(ひとみ)で俺を見つめて返事を待つ。

			　ユエルの失言からアリアとエリスが喧(けん)嘩(か)していた時はどうなることかと思ったが、二人が和解した今、ユエルも普段通りに戻った。

			　アリアとエリスが、あの後どんな話をしたのかは知らない。

			　けれど、二人はすでに喧(けん)嘩(か)なんてなかったぐらいに仲良くなっていた。

			　アリアは早朝ぐらいしか時間がないようであまり頻(ひん)繁(ぱん)には来ないけれど、それでも必ず治療院に来てはエリスに顔を見せていた。

			　まぁ、もともと喧(けん)嘩(か)なんてするはずもなかった二人だ。

			　きっかけさえあれば、いつでも和解できたということだろう。

			「ご主人様、駄目、ですか？」

			　返事をしない俺に、ユエルがわずかに不安そうな顔をする。

			　もちろん駄目なわけがない。

			「いいや、全然駄目じゃない。それじゃ、今日は一緒に祭りを見に行くか！」

			「はい、ご主人様！」

			　ユエルの明るい笑顔が眩(まぶ)しい。

			　きっと今日は、とても楽しい一日になるだろう。

			　ユエルの笑顔は、そんな予感を感じさせるほどに晴れやかだった。

			　……けれど、俺はこの時、とても大切なことを忘れていたことに気づけなかった。

			　

			　その後、ユエルがエリスを誘い、三人で街を巡ることになった。

			　エリスは治療院を閉めてまで一緒に来ることはないかと思っていたが、やはり今日は祭りの日。

			　エリスも少し遊びたかったようで、ユエルの誘いを快(かい)諾(だく)していた。

			　そして、行き先を決めようという段階になり……俺はやっと思い出した。

			　以前、ルルカが言っていた。

			　……祭りの当日には、ミスコンがあると。

			　……エリスも言っていた。

			　ミスコン参加者は、とても露出の多い格好をすると。

			　そうだったのだ。

			　今日は、街で一番の美女を決める大イベントがある。

			　きっと、それはもうレベルの高い巨乳美女が大勢集まることだろう。

			　しかも、とても肌の露出が多い衣装でそれをやると言う。

			　そんなイベントに、俺が行きたくないわけがない。

			　俺の今日の行き先は、ミスコン会場以外にありえない。

			　……けれど、すでにユエルともエリスとも行動をともにしている。

			　ユエルとエリスを連れて行くのは問題がある。

			　やはり、ミスコンに行く理由がネックだ。

			　ユエルには適当な理由をつけて誤(ご)魔(ま)化(か)すことができるとしても、エリスには俺が美人と過激な衣装目当てで見物に行くことなんて、ミスコンという単語が出た時点で丸分かりだろう。

			　ミスコンを見に行くなんて言えば、呆れられるのは間違いない。

			　しかも、もうすでにユエルが行きたいところがあると言うので、その場所に向かっている途中である。

			　今さらユエルの意思を無視して、ミスコン会場へ舵(かじ)を切ることなんてできるわけがない。

			　ユエルの期待を裏切りエリスから軽(けい)蔑(べつ)されることも覚悟してミスコンを見に行くか、それともミスコンを諦(あきら)めるか。

			　まさに究極の選択。

			　でも、ユエルのご主人様として、俺が取るべき行動は決まっている。

			　俺は覚悟を決めて、ユエルの目指す先、武闘大会の会場へと足を進めた。

			　

			　武闘大会観客席。

			　大きなコロッセオ風の建物の中。

			　この大会は総当り形式らしく、多くの武芸者たちが木刀を持って殴り合っている姿が眼下に見下ろせる。

			　ユエルの目的は、この武闘大会を見学することらしい。

			　アリアの戦いぶりに触発されたのか、ユエルはよく庭でナイフを素振りしてたりもする。

			　多分、他人の戦う姿に興味があるんだろう。

			　ユエルには、存分に武闘大会を楽しんでほしい。

			　だから、俺はここに来ることを選択した。

			　ユエルの悲しむ顔なんてみたくはない。

			　だから、俺は安直にミスコン会場に向かうなんてことはしない。

			「い、いたたたたた!!　……あぁ、は、腹がぁっ……!!」

			「ご、ご主人様っ、どうしたんですか!?　だ、大丈夫ですか!?」

			「あぁっ、これはまずい！　くっ……痛みでどうにかなりそうだっ……！　ユ、ユエル、俺はしばらくトイレに篭(こも)らないといけないようだ。俺はトイレに行ってくる。だから、ユエルはエリスからはぐれないように一緒にいてくれ。わかったな？」

			「ご、ご主人様っ、私も付き添います！」

			「だ、大丈夫だ、ご主人様を信じろ。いいか？　ユエル、絶対にエリスから離れちゃ駄目だぞ？　いいか、絶対だぞ？」

			　――名付けて永遠のトイレ大作戦。

			　腹を壊したふうを装って、俺はミスコン会場へ向かう。

			　シンプルではあるが、ユエルは目的の武闘大会を観られるし、俺は体(てい)裁(さい)を保ったままミスコン会場へと向かうことができる。

			　この作戦の弱点は、ミスコンを見る時間が長引いた時、ユエルが心配してトイレまで来てしまう可能性だが、あれだけ言い含めておけば、ユエルはトイレに行くなんてことはしないはず。

			　エリスがジトッとした目で俺のことを見ていたのが気になったけれど、あまり細かいことを気にしても仕方がない。

			　そんなことよりミスコンだ！

			　街一番の、巨乳美人。

			　美人の女の子が過激な衣装。

			　俺の頭にはそれしかなかった。

			　行こう。

			　早く行こう。

			　今すぐ行こう。

			　もう、ワクワクが止まらない。

			　そうして俺は、武闘大会の会場から一人抜けだした。

		

	
		
			第13話　ミスコン

			　

			　ミスコン会場は、武闘大会の会場から数分離れた広場にあった。

			　広場には大きな仮設のステージが作られており、その周囲にはすでに大勢の人がいる。

			　けれど、まだ始まってはいないようだ。

			　どうやら少し早かったらしい。

			　この場所には、きっと長い時間いることになる。

			　会場へ入る前に、屋台でつまみと飲み物を買っておくことにしよう。

			　そう思い、近場の屋台を物色する。

			　すると……。

			　いつだか見かけた女神官。

			　聖女と呼ばれていた黒髪貧乳の女が、いつの間にか俺の隣にいた。

			「とても綺(き)麗(れい)な髪ですね」

			　……そして、ナンパされた。

			　いや、急に褒(ほ)められたからといってナンパと決めつけるのは早計か。

			　声をかけられただけだ。

			「あぁ、突然失礼致しました。私、フィリーネと申します。このあたりではあまり見ない色ですから、つい気になってしまいまして」

			　突然のことに俺が固まっている間にも、女神官は自己紹介をしてくる。

			　しかし、なんで俺は声をかけられたんだろうか。

			　こいつは多分、メディネ教でもかなり高位な神官だ。

			　聖女なんて呼ばれるぐらいだし。それに今だって、護衛のような神官服の人間が近くに複数いる。

			　女の子に声をかけられた嬉しさよりも、警戒心が先に立ってしまう。

			「ど、どうも」

			　そして、フィリーネは俺の姿をよく確認すると、

			「あなたは、治(ち)癒(ゆ)魔法使いなのですか？」

			　こう聞いてきた。

			　俺が着ているのは、治(ち)癒(ゆ)魔法使いがよく着ている修道服だ。

			　多分、服装でわかったんだろう。

			　なんでそんなことを聞くのかはわからないが、身分の高そうな人間を無視するわけにもいかない。後が怖いし。

			「あぁ」

			　とりあえず返事をする。

			　すると、フィリーネは俺の顔を覗き込むかのようにじっと見てきた。

			　まるで、品定めでもするかのような理性的な瞳(ひとみ)だ。

			　なんだろう。

			　教会の偉い人が、俺を品定めするような目で見る理由。

			　そんなもの、ないはず……。

			　いや、あった。

			　結構やばいのがあった。

			　クランクハイトタートル事件の時の、街全体をカバーした治(ち)癒(ゆ)魔法。

			　あれだ。

			　あれは確か、今この街ではメディネ神の奇跡だとか言われて神聖化されているらしい。

			　教会の人間なら、誰があんなことをやったのか、ぜひとも知りたいところだろう。

			　……あ、あれ、まずくない？

			　その教会の偉い人が、俺に声をかけて、しかも品定めするような視線を向けている。

			　しかも、さっきの質問が「あなたは治(ち)癒(ゆ)魔法使いですか？」だ。

			　もしかしたら、あの時、誰かに治(ち)癒(ゆ)魔法を使う瞬間を見られていたのかもしれない。

			　なんだか非常にまずい状況な気がしてきた。

			「な、なぁ、もういいか？　ちょっと今時間がなくてな」

			　ここは、ボロを出す前に撤退するべきだ。

			　バレているとしても、バレていないとしても、こいつと会話するのはまずい気がする。

			「あぁ、突然お声をおかけしてしまってすみませんでした。また、お会いしましょう」

			　引き止められるかと思ったが、フィリーネは俺を引き止めはしなかった。

			　……バレていないのか？

			　ただ、似た髪色が珍しいから声をかけただけだったりするんだろうか。

			　わからない。

			　けれど、あのフィリーネとかいう女神官にはあまり関わらない方が良さそうだ。

			　

			　少しの不安を抱えながらも、俺はミスコン会場へ戻ることにした。

			　アクシデントはあったが、俺の高まった気持ちはあの程度では鎮まらない。

			　今は、今を全力で楽しむだけだ。

			　ちょうどコンテストも始まる瞬間だったらしく、牛のような角を生やした獣(じゆう)人(じん)が、その巨乳を揺らしながら壇(だん)上(じよう)を歩いているのが見えた。

			　気になる服装は、水着のようなビキニスタイル。

			　仮設ステージの上に設置された、発光の魔道具が、彼女の白い肌をさらに白く見せている。

			　どうやらあれが一人目らしい。

			　ミスコンに参加するだけあって、確かにかなりの美人だ。

			　そして、歩くたびにゆっさゆっさと揺れるあの胸は、多分エリスをも超える。

			　バランスという意味ではエリスに軍配が上がるが、あの大きさはそれだけでロマンだろう。

			　……というか、あれ、どこかで見たような……。

			　と、そんなことを考えながら、巨乳美女を観賞していると、

			「あっ、ご主人様！　お腹はもう大丈夫なんですか!?」

			　背後から、聞こえてはいけない声が聞こえた。

			　振り向けば、そこには予想通り、ユエルの姿。

			　なぜここに、そんな疑問が浮かぶが、それはユエルのすぐ後ろを見て解消された。

			「ユエルちゃんを置いて、何やってるのよ……」

			　エリスだ。

			　エリスが呆れたようにため息をついて、俺を見ている。

			「前に、私にミスコンに参加するかって聞いたじゃない。だから、こっちに来てるんじゃないかと思ったのよ」

			　なるほど。

			　さすがはエリスだ、俺の性格をよく理解している。

			「ご主人様、お腹は大丈夫ですか……？」

			「あ、あぁ、トイレに行く途中で治ってさ、は、はははっ」

			　というか、お腹が痛いとか、治(ち)癒(ゆ)魔法で治せばいいだけの話だった。

			　エリスはそれに気づいていたから、武闘大会の会場で俺をジト目で睨(にら)んでいたんだろう。

			　即(そつ)興(きよう)だったせいか、どうやら作戦に穴があったようだ。

			　……ユエルは気づかなかったみたいだが。

			　もう少し人を疑うことを覚えてほしい気もする。

			　しかし、これはまずい。

			　腹痛のことはともかく、なぜこんなところにいるのかを説明しなければならない。

			　このままでは、ユエルのご主人様としての体(てい)裁(さい)が。

			「あぁ、ユエル、すまなかった。ただ、このコンテストには実は俺の知り合いが出てるんだよ。だから、どうしても応援してあげたくてな」

			　もちろん嘘である。

			　でも「セクシーな美女を観賞するため」とかよりは断然印象は良いはずだ。

			　壇(だん)上(じよう)の参加者と話す機会でもなければ、そうそうバレる嘘でもないし。

			　エリスの視線がさらに冷めたものになるけれど、エリスの方の挽回は今回は無理だ。

			　今は、ユエルだけでも誤(ご)魔(ま)化(か)そう。

			　そうして、ユエルに弁解していると、

			「あっ、本当です！」

			　ユエルが、嬉しそうな声を上げた。

			　そして、壇(だん)上(じよう)を指差して言う。

			「ルルカさんですよ、ルルカさん！」

			　……本当にいたよ、知り合い。

			　どうやらルルカが二人目の参加者らしく、壇(だん)上(じよう)を黒いビキニ風の服で歩いている姿が見えた。

			　顔をわずかに紅(こう)潮(ちよう)させて、恥ずかしそうに身体を隠しながら歩いている。

			　けれど、その表情はただ恥ずかしいだけではなく、なんだか怒っているような……？

			「ほ、本当だったのね……」

			　エリスが意外そうに呟(つぶや)く。

			　ついた嘘が偶然真になっただけなんだけれど、ここは黙っておこう。

			　しかし、ルルカがこういうのに出るとは思っていなかった。

			　賞金目当てか何かだろうか。

			　いや、それにしてはアピールが足りない。

			　さっきの牛獣(じゆう)人(じん)ちゃんは、観客に見えるようにおっぱいをぎゅっと寄せて、サービスしたりしていたし。

			　ルルカからは、そういうコンテストで上位を取ろうという気(き)概(がい)は感じられない。

			　身体をできるだけ隠しながら、キョロキョロと観客席の方を見ているだけだ。

			「あっ、シキ！」

			　そうして壇(だん)上(じよう)のルルカを見ていると目が合った。

			　しかも、名前を呼ばれた。

			　なんだろうか。

			　あの宿の前での続きを、今やろうとでも言うのだろうか。

			　さすがにそれはまずい。

			　こんなに大勢の前だし。

			　今はユエルもエリスもいるし。

			「ねぇ、あなた、あの子に何したの？　あの顔、絶対怒ってるわよ」

			　けれど、どうやら違うらしい。

			　確かにルルカを見てみれば、体はぷるぷると震えているし、下唇を噛み締めて俺を睨(にら)んでいるように見える。

			　あの表情はなんだろう。

			　恥ずかしさと憤(いきどお)りが混ざったような表情だ。

			「いや、怒らせた記憶はないんだけど」

			「じゃあ、どうしてあなたを睨(にら)んでるのよ」

			　そうやってエリスと会話していると、ルルカが再びプルプルと震え出す。

			　拳を握りしめて、俺をジッと睨(にら)んでいる。

			　なんで俺を睨(にら)むんだよ。

			　俺はルルカにあんな視線を向けられるようなことはしてないはずだ。

			　そもそも、ルルカがミスコンに参加すること自体、今初めて知ったのだ。

			　……いや、ミスコン？

			「やっぱり、あなたが何かしたんじゃないの？」

			　エリスが、なにやらそわそわとしながら聞いてくる。

			　……そうだ、エリスだ。

			　思い出した。

			　俺は確か、ルルカからミスコンの存在を聞いた時に言った。

			　ミスコンを「エリスに勧めてみる」と。

			　あの時、ルルカは、アリアに浮気相手呼ばわりされて、ショックを受けていた。

			　しかも、その直後に、唐(とう)突(とつ)に風呂付きの宿に一緒に入ろうと誘われた。

			　いくら俺でも、少なくない好意がそこにあることには気づいていた。

			　あれはきっと、エリスに対抗してのことだったんだろう。

			　……なぜルルカがミスコンに参加しているのか、わかった気がする。

			　俺の自意識過剰でなければ、ルルカはエリスとミスコンで優劣をつけたかったのかもしれない。

			　そして、浮気相手の汚名を返上したかった。

			　そのためだけに、ルルカは恥ずかしい水着のような格好を我慢して、ミスコンに臨んだんだろう。

			　なのに、肝心のエリスは不参加。

			　しかも、俺の隣で談笑している。

			　……これは怒る。

			　でも、俺はちゃんとミスコンをエリスに勧めはした。

			　断られただけで。

			　ルルカは、エリスは参加するものだと思い込んでいたんだろうけれど。

			　そんなことを考えていると。

			「お、おい、あれ、聖女様じゃないか!?」

			「せ、聖女様ーっ！」

			「お美しいです、聖女様!!」

			　大きな歓声が耳に飛び込んできた。

			　壇(だん)上(じよう)を見れば、そこにはさっきの女神官、フィリーネがいた。

			　フィリーネはルルカや牛獣(じゆう)人(じん)ちゃんと比べると、あまり露出の多くないワンピースのような服を着ていた。

			　この国の国教で聖女なんて呼ばれている人間が、ミスコンなんていう俗っぽいイベントに参加しているのは意外だが、多分これも信仰集めの一環だ。

			　俺がエリスにやらせようとしたことを、そのままやっているんだろう。

			　しかし、聖女なんて肩書きの人間が出てきたらもうこれは出来レースだ。

			　サクラも数人見つけたし、これはコンテストの優勝はもう決まりだろう。

			　ルルカが聖女と比べて容姿が劣っているとは思わないが、こういう人気投票はネームバリューが何よりもものを言う。

			　もうこれ以上は消化試合だ。

			　そう思った、次の瞬間。

			「ちょっと、空見てよ。あの黒いの……何？」

			「ね、ねぇ、あれ……ま、魔物じゃない!?」

			「ば、馬鹿な！　なんでこんな街中に!?」

			　ざわざわと、観客がどよめき始めた。

			　そして、一人の観客が空を指差す。

			　その先には、膨(ぼう)大(だい)な数の黒い点。

			　あれは……鳥だろうか。

			　いや、違う。

			　あの姿には見覚えがある。

			　あれは、ジャイアントバットの群れ。

			　……魔物だ。

		

	
		
			第14話　襲撃

			　

			　周囲の観客から、連(れん)鎖(さ)的に悲鳴が上がる。

			　空に浮かぶ黒い点、あれは間違いなく魔物だ。

			「くっ、なぜこんな大量の魔物がっ……!?」

			　気づいた警備の騎士が声を上げた。

			　すでに観客はパニック状態だ。

			　右に左にと、観客は好き勝手に逃げ始めている。

			　人の流れがめちゃくちゃすぎて、これでは逆に逃げにくい。

			　エリスやユエルと離れないようにしながら、俺たちも少しずつ逃げるために移動していく。

			　移動している間にも、騎士はすでに魔物と応戦し始めていた。

			　そして、弓を持った騎士が魔物に矢を放とうとするが、

			「待て、矢は撃つな！　人に当たる！」

			　別の騎士の、制止の声。

			　……この観客の数だ。

			　上に向けて矢を撃てば、魔物に当たるより、落ちてきた矢が人に当たる可能性の方が高い。

			「くそっ、邪神教徒の仕業か!?　ここは王都じゃないってのに！　観客を守れ！」

			　騎士の一部が上空に向けて魔法を撃つが、いかんせん魔法では手数が足りない。

			　魔物の数は、なかなか減っていかない。

			　しかも、騎士が鳥型の魔物の相手をしているうちに、この広場に繋がる大通りを突進してくる、猪(いのしし)のような魔物まで現れた。

			「ば、馬鹿なっ！　飛行型だけならともかく、あんな魔物まで街の中に入ったっていうのか!?」

			　警備の騎士の一人が叫ぶ。

			　確かに、いったいどこからこの魔物は現れたんだろう。

			　鳥の魔物なら城壁を越えて来たと考えられなくもないけれど、あんな猪(いのしし)型の魔物まで街の中にいるのは、明らかにおかしい。

			　迷宮の中の魔物が外に出たという話は聞いたことがないし、街の外周は城壁もあれば騎士の見張りも立っている。

			　こんな魔物の襲撃なんてあってはいけないはずなんだが。

			　この襲撃は、あまりにも急すぎる。

			　まるで、ずっと魔物が街の中にいたかのような、そんな……。

			「いや……いた。そうだ、街の中にいたよ」

			　そうだ、俺は街の中で魔物を目撃している。

			　よく見てみれば、魔物のすべてに首輪のような魔道具がつけられているのが見えた。

			　あれは、やはりあの時の……。

			　――その瞬間。

			　地面に大きな影が落ちた。

			　見上げるとそこには、広場の上を周回する大型の魔物の姿。

			　見覚えのある、色、形。

			　……あれは、ドラゴンだ。

			　さっき、騎士が邪神教徒がどうだかと叫んでいた。

			　あの魔物を操る首輪のこともあるし、これは間違いなく、人為的な魔物の襲撃だ。

			　あのドラゴンは、旧市街の中に隠されるように繋がれていた。

			　もしかして、この魔物たちはあそこの廃(はい)墟(きよ)の中に隠されていたのだろうか……？

			　でも、隠し場所があったとしても、こんな数の魔物を街中に運び込むなんて不可能だ。

			　……いや、つい最近チャンスならあったか。

			　クランクハイトタートルの、毒霧事件。

			　あの時、パニックになっていた住民の対応で、騎士団の機能は一時的に麻(ま)痺(ひ)していた。

			　あの時なら、混乱に乗じて街に魔物を運び込むこともできただろう。

			　しかし、なんのために？

			　……そういえば、アリアが言っていた。

			　王都の方では、教会を狙う事件があったと。

			　そして今、目と鼻の先に、王都からやってきた教会の象徴とも言えるような人物がいる。

			　聖女。

			　これは、あいつを狙った襲撃か。

			「ちょっと、ま、まずいわよ」

			　そんなことを考えているうちにも、あまりの魔物の量に対応できないのか、戦線を支える騎士の方から魔物が流れてきた。

			　猪(いのしし)の魔物が、十頭近くだ。

			　俺たちはまだ、広場から逃げられていない。

			　逃げ惑う観客で先が詰まっているせいで、この広場から逃げようにも逃げられないのだ。

			　そうしている間に、猪(いのしし)の魔物は俺たちの方へ突っ込んでくる。

			「ご主人様、下がってください！」

			　ユエルがナイフを投げて応戦するが、数が多い。

			　ユエルの攻撃は俺を守ることには成功するが、エリスに向けて突進する猪(いのしし)はまだ生き残っている。

			「っ……！」

			　……まずい。

			　エリスに魔物と戦う力はない。

			「エリス！」

			　どうすればいいかなんて、そんなことは決まっている。

			　俺が魔物と戦うんだ。

			　なんのためにアリアと特訓をしてきたか。

			　それはすべて、今この瞬間のためだろう。

			　俺はオークとだって戦える。

			　あんな猪(いのしし)の魔物ぐらい、今さら恐れるほどでもないはずだ。

			　……というか、逆にチャンスである。

			　こんなピンチで身体を張ってエリスを助けたりなんかしたら、間違いなく好感度は急上昇。

			　まぁ、一度猪(いのしし)の盾になった程度なら死なないだろうし。

			　悪くて骨一本といったところだ。

			　よし、行こう。

			　覚悟を決めて、魔物にメイスを叩き込もうと、一歩を踏み出す。

			　そして次の瞬間――血(ち)飛沫(しぶき)が上がった。

			　……俺が魔物を殴ったわけではない。

			　エリスと魔物との間に、人が割り込んできたのだ。

			　近づいてきた猪(いのしし)の魔物数匹をほんの一瞬で真っ二つ。

			　そこには、騎士の鎧(よろい)に身を包んだアリアがいた。

			「アリア……」

			　エリスが呟(つぶや)く。

			「大丈夫？　お姉ちゃん」

			　アリアは剣を振るって血を払いながら、エリスに笑いかける。

			　すると、エリスは、我に返ったかのように口を開いた。

			「え、ええ、ありがとう」

			　安心したようなエリスの様子を見て、アリアがふふっと笑う。

			　なんだか、いたずらを考えている子供のような表情だ。

			　そして、まるでエリスのその言葉を待っていたかのように言う。

			「お礼なんていらないんだよ、お姉ちゃん」

			　次の魔物を倒すため、アリアはエリスに背中を向ける。

			　そして、まるで宣言するように、堂々と言った。

			「私、騎士なんだから」

			「っ……」

			　アリアは、周囲の魔物をとんでもない勢いで殲(せん)滅(めつ)していく。

			　すべての魔物を一刀両断。

			　力強く、そして素早く魔物の数を減らす。

			　騎士の中でも、ずいぶんと際立った動きだ。

			　まるで、エリスに見せつけているようでもある。

			「アリア……」

			　エリスは口元に手を当て、瞳(ひとみ)に涙を溜めながらそんなアリアを見つめている。

			　立派になった妹に感動しているのかもしれない。

			　美人がそういうことをやると、とても絵になる。

			　……でも、魔物を倒してその視線を受けるのは俺だったはずなんだけど。

			　いや、まぁ今回だけは仕方ないから譲るけど。

			　エリスが嬉しそうだし。

			　しかし、アリアが俺たちの前で活躍すると同時。

			　――空を旋回していたドラゴンが、聖女のいる壇(だん)上(じよう)に向かって突っ込んできた。

			　仮設のステージが壊れる破砕音と、大きな悲鳴が周囲に響き渡る。

			　……まずい。

			　あそこにはルルカもいたはずだ。

			　ルルカは今、防具も何もつけていない。

			　今の攻撃で重傷を負った可能性もある。

			「アリア！　エリスのことは任せた！」

			　アリアに任せれば、エリスの身の安全には万に一つの危険もないだろう。

			　ルルカのいる、仮設ステージへと走る。

			「ご主人様！　私も行きます！」

			　俺が走りだすと、ユエルもついてきた。

			　あの仮設ステージには、ルルカ以外にも怪(け)我(が)をした巨乳美女がたくさんいるはずだ。

			　すぐに治療してやらなければ。

			　壊れたステージの近くには、複数の薄着の女性と、聖女や護衛の騎士たちがいた。

			　ルルカもいる。

			　けれど、怪(け)我(が)人は……いない。

			　どうやら、すでにあの聖女に治療してもらっていたらしい。

			　ドラゴンは攻撃の後、もう一度空を飛んで高度を上げたようで、このステージを狙うような素振りを見せながら旋回している。

			「シキ！　ねぇ、あのドラゴン……やっぱり私たちが旧市街で見たあのドラゴンだよね」

			「あぁ、あの時のだな」

			「お、おかしいよ！　ドラゴンはこんなふうに人を襲ったりするはずないのに！」

			　なにやらルルカは必死な表情だ。

			　そういえば、ルルカはドラゴンが好きなんだったか。

			　まぁ、この攻撃には魔物の意思なんて関係ない。

			　あの首輪は、魔物を操る魔道具だ。

			　あれでドラゴンや他の魔物を操っている存在が、どこかにいるはずだ。

			「気をつけてください！　アースドラゴンは石化のブレスを使います！」

			　聖女の護衛が、声を張る。

			　ブレスか。

			　しかし、石化と言われてもピンとこないけど。

			　すると、聖女自身が護衛の言葉を補足する。

			「ブレスを浴びた場合、全身が完全に石化しきってしまう前にエクスヒールか、専用の治療薬で治療しなければ確実に死に至ります。絶対に浴びないようにしてください」

			　ブレスやばい。

			　つまりはジャイアントバットや地上の魔物は騎士を引き付ける陽動で、こっちが聖女を狙う大本命ということだろう。

			　これはさっさと逃げるべきだ。

			「おい、ルルカ、早く逃げるぞ。ここにいたら巻き込まれる」

			　そして、ルルカに声をかけるが、

			「アースドラゴンの弱点は火の魔法。火炎魔法で撃ち落としますか？」

			　ほぼ同時に、護衛の一人、魔法使いらしき人物が聖女の指示を仰いだ。

			「っ……！　あ、あの、他に方法はないんですか!?」

			　そして、護衛の言葉にルルカが反応する。

			　……多分、知性の高いドラゴンを殺したくないんだろう。

			　短い時間だが、手渡しで餌まで与えた関係だ。

			　ルルカはあのドラゴンに、情が移ってしまったのかもしれない。

			「あの首輪で魔物を操るのは、邪神教徒の常(じよう)套(とう)手段です。首輪を破壊さえすれば、攻撃は止むと思いますが……理解してください」

			　聖女が、ルルカにすまなそうな顔で説明する。

			　これは、遠回しに無理だと言いたいんだろう。

			　地上の人の安全のため、空に矢を撃つことはできない。

			　必然的に、空を飛ぶドラゴンへの攻撃手段は、魔法ひとつになってしまう。

			　そして魔法では、ピンポイントに首輪だけを破壊するなんて芸当はまず無理だ。

			　しかも、相手は石化のブレスを使う難敵。

			　ドラゴンの命まで気遣っている余裕なんて、まずないだろう。

			「ユエル、なんとか首輪をナイフで狙えないか？」

			「……ごめんなさい、飛距離が足りません」

			　一応ユエルにも聞いてみるが、やはり駄目らしい。

			　けれど、ユエルは何かを思いついたかのように口を開く。

			「あっ、でも、あの建物の屋上からナイフを投げれば、もしかしたら届くかもしれません。高いところからなら、ナイフにロープをくくりつければ下の人に当たることもないですし」

			　ユエルが指差す先には、五階建ての宿があった。

			　確かにあそこからなら届きそうだ。

			　ドラゴンも聖女たちの隙を狙い続けているようで、低空を旋回しているし。

			「ユエル、頼む」

			「はい、ご主人様！」

			　俺が言うと、ユエルは建物の方へと走っていく。

			　人の隙間を抜けたり、人の肩を足場にしたりと全速力だ。

			　建物は広場の目の前。

			　ユエルならすぐにたどり着くだろう。

			　まぁ、聖女の護衛がドラゴンを殺すのが先か、ユエルがナイフを首輪に直撃させるのが先かはわからないが、一応できることはした。

			　これで、ルルカも一緒に逃げてくれるはずだ。

			　とにかく、今この聖女たちの近くにいるのはまずい。

			　巻き込んでくれと言っているようなものだ。

			「ルルカ、逃げるぞ」

			　――そして、ルルカの手を引いてアリアたちの方へと逃げようとした瞬間。

			「ファイアーランス!!」

			　巨大な炎の槍が、聖女の護衛の頭上に生まれ、ドラゴンに向かって飛んでいく。

			　ドラゴンはそれを回避するが、また別の護衛の頭上に炎の槍が生まれ、ドラゴンを撃ち落とすため発射された。

			　そして、二発目の炎の槍はドラゴンの翼膜の端を貫(つらぬ)いた。

			　次の瞬間。

			　狙い撃ちにされるのを嫌ったのか、ドラゴンが地面に向かって急降下してきた。

			　地面に直撃するような角度で下降すると、大きな翼を羽ばたかせてふわりと減速。

			　地上から数メートル程度の位置を維持すると、口を大きく開いた。

			　その口からは、灰色の吐息が漏(も)れている。

			　……これは、まずい。

			　灰色のブレスが、視界を埋め尽くす。

			　咄(とつ)嗟(さ)に距離を取ろうとするが、わずかに間に合わない。

			　ブレスを、浴びてしまう。

			　――そして、ブレスが俺に届こうとした時。

			　俺は誰かに押し倒された。

			　地面にうつ伏せに倒れ、誰かの下敷きになる。

			　自分の肩に、赤い髪がかかっているのが見えた。

			　背中には、柔らかい感触がある。

			　どうやら、ルルカが俺を押し倒したらしい。

			「お、おい、大丈夫か……？」

			　身体を起こしてルルカを見る。

			　すると、

			「あ、あはは……やっちゃった」

			　そこには、足先を灰色に変え、力なく笑うルルカがいた。

			　どうやらブレスをわずかに浴びてしまったらしい。

			　石化した部分を見てみれば、その灰色は時間とともにだんだんと広がっている。

			　しかも、ドラゴンは二発目のブレスを吐くために、こちらを見て口を大きく開けていた。

			　これはまずい。

			　…………いや。

			　もっとまずいものが目に入った。

			　ユエルを向かわせた建物の屋上。

			　そこから、ユエルが飛んでいた。

			　文字通り、五階建ての建物の屋上から、ユエルが命綱もなしにダイブしていた。

			　ユエルはナイフを下向きに構えながら、ブレスを吐こうと高度を下げたドラゴンの真上を狙って落ちていく。

			　多分、首輪を壊そうとしているんだろう。

			　でも、アクロバティックすぎるし危なすぎる。

			　もしドラゴンが少しでも飛ぶ方向を変えれば、地面にまっさかさまだ。

			　俺がブレスを浴びそうになっていて焦ったのかもしれないが、やりすぎだ。

			　そこまでしろとは言ってない。

			　そして、案の定。

			「ユエル!!」

			　――不意にドラゴンが羽ばたいて、ユエルの落下コースから外れた。

			　駄目だ。

			　このままユエルが落下すれば、ドラゴンの横を素通りして地面に激突してしまう。

			　五階建ての建物から落下なんてすれば、骨折では済まない。

			　なんて無茶をしてくれるんだろう。

			　今からユエルの落下地点に向かおうにも、どうしたって間に合わない。

			　――心臓がキュッと縮む感覚。

			　……けれど、ユエルは落下しなかった。

			　ユエルはドラゴンの首に向けてロープ付きのナイフを投(とう)擲(てき)し、それを首にひっかけた。

			　それから、振り子のように落下の勢いを利用して、ドラゴンの首の上によじ登る。

			　そして、首輪にナイフを突き刺した。

			　そのまま墜(つい)落(らく)するユエルとドラゴン。

			　ユエルはそのドラゴンの身体をクッションにすると、綺(き)麗(れい)に衝撃を殺して着地した。

			　……もうさすがとしか言えない。

			　ブレスの二発目はもうこない。

			　安全は確保された。

			「すみません、もう……私には魔力が……」

			　けれど、聖女が近くにいた三人をエクスヒールで治療すると、ガクリと膝をついた。

			　一発目のブレスは、どうやら十人程度が範囲に入ってしまっていたらしい。

			　そして、聖女が治療した三人の中に、ルルカは入っていない。

			「っ……」

			　ルルカの顔が、失意に歪(ゆが)む。

			　石化の進行はそこまで速くない。

			　石化のブレスを受けた人は、まだ全員生きている。

			　ここはやるしかない。

			　実力がバレるとかバレないとか、そんなことを心配している場合ではない。

			　ルルカの命には代えられない。

			　俺は、まずはルルカに対してエクスヒールを発動させようと魔力を……、

			　その瞬間。

			「な、なんだ!?」

			「これは……煙!?　新手か!?」

			　突如として、もくもくと白色の煙が周囲を埋め尽くし始めた。

			　一瞬新たな魔物の襲撃かと思ったが、違う。

			　これは――煙玉。

			　ファインプレーだ、ユエル。

			　アリアからもらったものを使ったんだろう。

			　そういえば、俺はユエルに言っていた。

			「治(ち)癒(ゆ)魔法のことは、俺とユエルの秘密だ」と。

			　幸い、ここは騎士たちが魔物と戦う主戦場とは離れている。

			　ドラゴンが無力化された今、煙幕が戦闘の邪魔になることも多分ないだろう。

			　正直もう実力がバレても仕方ないとは思っていたが、バレないならバレないに越したことはない。

			　煙が消えないうちに、すべてを済ませる必要がある。

			　まずルルカを治療して、ブレスの範囲内にいた全員に、片っ端からエクスヒールをかけていく。

			　そして、全員を治療し終えると、

			「シキ、どこ……？」

			　弱々しい、ルルカの声が聞こえた。

			　声に力がない。

			　……もしかして、治療に失敗したのか？

			　俺に石化の治療の経験はない。

			　可能性はある。

			　すぐにルルカの下へと戻る。

			「ど、どうした!?　どこか痛むのか!?」

			　ルルカの全身を、くまなく見ていく。

			　綺(き)麗(れい)な赤い髪。

			　黒いビキニの下の大きな胸はやわらかそうに揺れ、お腹のあたりはキュッと引き締まり、足は健康的にすらりとのびている。

			　……石化はしてないな。

			「あぁ、シキ、良かった。最期に顔が見れて……」

			　けれど、ルルカは俺の顔を見るなりそう言った。

			　もう一度ルルカの身体を確認するが、石化しているような様子はない。

			　露出がエロいだけだ。

			　……もしかして、すでに治療されていることに気づいてないんだろうか。

			　まぁ、煙玉の煙が濃いせいで、石化の状態も視認しにくいのかもしれないが。

			「……シキ、あの時は急に逃げちゃって、ごめんね」

			　ルルカと視線がぶつかる。

			　……こうやって顔を合わせると、なんだか恥ずかしくなってくる。

			　以前の別れ方が別れ方だ。

			　もしあの宿が満員でなければ、一線を越えてしまっていたかもしれないわけだし。

			　そして俺が視線を逸らすと、頬(ほお)に暖かい感触があった。

			　ルルカの手が、触れたのだ。

			「ずっと言えなかったけど……シキ。私、私ね……」

			　そして、ルルカがジッと俺の目を見つめながら、何かを伝えようとしてくる。

			　なんだろう、これ。

			　もしかしてアレだろうか。

			　アレだったりするんだろうか。

			　でも、アレだとしたら、このタイミングは非常にまずい。

			　多分、ルルカは自分がもうすぐ死ぬ運命だと勘違いしている。

			　エクスヒールを使えるという聖女が、魔力切れを宣言したのだ。

			　ルルカは俺がエクスヒールを使えることなんて知らないし。

			　多分、死ぬ前だからこそ言える、みたいなアレだろう。

			　駄目だ、ルルカ。

			　今はいけない。

			　お前は紛れもない健康体だ。

			　絶対に、後で恥ずかしいことになるからっ……！

			　が、そんな俺の祈りも届かず、

			「私ね、シキのことが、好きだよ」

			　ルルカは俺の頬(ほお)に手を添えながら、弱々しい声で言った。

			　弱々しい声になる理由はどこにもないのだが、多分、ルルカは思い込みが強い方なんだろう。

			　……しかし、やはりそうか。

			　なんとなく、好意を持たれている気はしていた。

			　ただ、理由がわからないだけで。

			　ルルカはそんな俺の様子に気づいたのか、話を続ける。

			「私、盾しか使えないのに一人で冒険者なんてやってたからさ。魔物を倒すのはあんまり上手くなくて、フランたちと組むまでは全然稼げなかったんだ。武器とか防具にお金をとられて、魔物の攻撃を受けては怪(け)我(が)と傷跡が増えていくばっかりでね」

			　そういえば、フランがルルカと組んだのは割と最近だと言っていた気がする。

			　ルルカは盾のスキルしか持っていない。

			　ユエルのように敵の攻撃を回避できるわけでもないから、確かに装備の劣化は激しいだろうし、体に傷も増えるだろう。

			「シキと初めて会ったのは四ヶ月ぐらい前だったかな。シキは覚えてないみたいだけど、私あの時、身体中が生傷だらけでね、痛いし、女の子なのに人に見せられるような肌じゃないし、ずっとコンプレックスだったんだ」

			　コンプレックス。

			　……ルルカのその言葉に、ある場面が脳裏を過(よぎ)る。

			　フランやセラとの、初対面の時。

			　ルルカに頼まれて、傷を治してやったのに、フランは「私は頼んでない」と怒っていた。

			　今まで、あれは男嫌いからくるものだと思っていたけれど、もしかしたら違ったのかもしれない。

			　そうか……あれは、俺が勝手にやったというニュアンスではなく、ルルカがどうしても治療するように勧めたから仕方なくフランは治療を受けいれた、という意味だったのだろう。

			　今さらながら、納得がいった。

			「でも、シキは私の全身の怪(け)我(が)を、傷跡を治してくれた。なのに、ヒール一回分のお金しかとらなかった。……あれ、きっとハイヒールだったんでしょ？　ヒール一回で全身の傷も傷跡も治すなんて、普通できないもん」

			　ルルカの独白は続く。

			　でも、それは多分ただのヒールだ。

			　俺がこの世界に来たばかりで、魔力の扱いに慣れていなかった頃の話だろう。

			　魔力操作をミスって治(ち)癒(ゆ)魔法が暴発したというだけだ。

			「ごめんね、シキ、最期にこんなこと言って。迷惑だよね。……あぁ、もうシキの顔がぼやけて見えないよ」

			　それは煙幕だ。

			　石化のせいじゃない。

			　ルルカはもうどこにも傷も病気もない。

			　俺が保証する。

			　でも言えない。

			　ここでそれを言うのは、さすがに残(ざん)酷(こく)すぎる。

			　そうしてずっと無言でルルカと見つめ合っていると、広場に風が吹いた。

			　だんだんと、煙が晴れていく。

			　どうやらもう、魔物騒ぎは収束に向かっているらしい。

			　首輪を破壊されたドラゴンは気絶しているし、他の魔物も駆けつけた増援によって駆(く)逐(ちく)されていた。

			　多分、あれは武闘大会の参加者たちだろう。

			　アリアたち騎士の活躍もあってか、死者や重症者なども特に見当たらない。

			　やはり、ユエルが首輪を壊したあのドラゴンこそが本命だったようだ。

			「えっ……あ、あれ!?」

			　俺が周りの様子を確認しているうちに、どうやらルルカは違和感に気づいたらしい。

			　ルルカの目が、俺の顔を見て、自分の身体を見て、そして止まる。

			　それから数秒固まると、もう一度俺の顔を見て、自分の身体を見る。

			　すべてを理解したのだろう。

			　ルルカの顔が赤く、赤く染まっていく。

			「え、な、なんで!?　石化のブレスが当たったはずなのに!?」

			　混乱するルルカ。

			　まぁ、エクスヒールなんてものはこの世界でも本当に限られた人間しか使えない。

			　俺が使えるなんて、夢にも思わないはずだ。

			　煙幕の中の誰かがやったのはわかるはずだが、幸いなことにここには大勢の人が集まっている。特定することはできないだろう。

			「ギリギリで避けれたんだろ？」

			「えっ、でも……あ、あれー？」

			　ルルカは首を傾げながら、悩み始める。

			　けれど、俺と目が合うとビクリと硬直した。

			　……そして、ルルカがこちらの反応を窺(うかが)うように聞いてくる。

			「そ、その、さっきの話なんだけど……」

			「あぁ、そのことなんだけど……一つ言っておかないといけないことがある」

			　軽く咳払いをしてから言う。

			「俺は治(ち)癒(ゆ)魔法のコントロールが下手なだけなんだよ。ルルカにハイヒールをかけたのは、ただの偶然だ」

			　ここはハッキリさせておかなければいけないだろう。

			　ルルカがここに恩を感じたというんなら、それは間違いだ。

			　俺がそう言うと、ルルカは「……そっか」と呟(つぶや)いて、わずかに俯(うつむ)く。

			　……あ、これ、言うべきじゃなかったかもしれない。

			　少しもやもやするからつい言ってしまったが、よくよく考えればこんなことはどうでもいいことだ。

			　これでルルカの好感度が下がってはもともこもない。

			「あ、いや、今のはその……」

			　そして、俺がさっきの発言の弁解をしようとすると、

			「……でもね、きっとシキは私の傷跡に気づいていれば、きっと安く治してくれたと思うんだ。シキはセクハラは好きだし、どうしようもないような嘘もついたりするけど……凄(すご)く、優しいから」

			　ルルカが、俺の目を見つめて言った。

			「私はやっぱり、シキが好きだよ」

			　そして、二度目。

			　ルルカの顔は赤いが、多分俺の顔も赤い。

			　ど、どうしよう。

			　今までセクハラばかりしてきたせいか、こうもストレートに好意をぶつけられると、逆にどうしていいのかわからない。

			「そ、そうか。その、なんて言えばいいかな、えっと……」

			　そして、俺がルルカにどうにか言葉をかけようとすると、

			　――くいっと、服を引っ張られる感覚があった。

			　背中に感じたその感覚で、ルルカだけに向かっていた意識が、一気に広がっていく。

			　ユエルだ。

			　いつのまにか、ユエルがすぐ後ろにいた。

			　いつからいたんだろうか。

			　……ユエルのことだ。

			　煙幕を張ったあたりで、護衛のために俺の後ろに張り付いていてもおかしくない。

			　しかも、そのユエルのさらに後ろにはエリスもいた。

			「っ……」

			　エリスは俺と目が合うと、反射的に顔をそらした。

			　エリスがどういう心境なのかはわからないが、女の子に告白されていたところを見られるなんていうのは、好感度上昇の材料にはどうやってもなりえないだろう。

			　これはまずい。

			「ご、ご主人様……？」

			　ユエルは不安気な表情で俺の服をつまみながら、ジッと俺の目を見つめている。

			　やっぱり、完全に話を聞かれていたようだ。

			　とってもまずい。

			「あ……」

			　そして、どうやらルルカも二人に気づいたらしい。

			　ルルカはアイテムボックスから外(がい)套(とう)を取り出すと、それを羽織って身体を隠す。

			　そしてそのまま膝を立てると、その勢いのままに体を伸ばし――

			　その唇を、軽く俺の頬(ほお)に触れさせた。
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			「っ!?」

			「……ま、またね」

			　それからルルカは耳元でそう呟(つぶや)くと、顔も見ずに走り去っていく。

			　……多分、恥ずかしかったんだろう。

			　俺もかなり恥ずかしい。

			　でも、どうしよう。

			　恐る恐る、ユエルとエリスの方に視線を向けてみる。

			　そこには、

			「……」

			　俯(うつむ)いて頑(かたく)なに顔を上げようとしないエリスと、

			「あ、あぁ、ご、ご主人様が、ごしゅじ、さまが……」

			　今にも泣き出しそうな瞳(ひとみ)で、俺を見つめるユエルがいた。

			「あぁーっ、う、浮気！　やっぱり浮気です!!」

			　しかも、どうやら遠くで見ていたらしいアリアも駆け寄ってくる。

			　と、とんでもない修(しゆ)羅(ら)場(ば)を残していってくれた！

			　これは、過去最大級にやばい。

			　口先だけで言い逃れられるとは、とうてい思えない。

			　何か縋(すが)れるものは、逃げ場はないかと周囲を見渡す。

			　するとふと、十数メートル先にいる、あの聖女。

			　フィリーネと目が合った。

			　そして、フィリーネは俺に向かって何かを言う。

			　遠すぎて、声は聞こえない。

			　でも、何を言ったのかは、なんとなくわかってしまった。

			　ルルカのせいで上がっていた体温が、スッと冷えた。

			　アリアの追及も、ユエルの声も、耳から抜けていく。

			　俺には読唇術の心得なんてない。

			　間違っているかもしれない。

			　でも、確かに唇がそう動いたように、感じてしまったのだ。

			「見つけた」

			　彼女は、きっとそう言った。

			　

			　

			〈『異世界の迷宮都市で治癒魔法使いやってます』④へ続く〉

		

	
		
			番外編　赤毛の冒険者

			　

			　この世界にやってきて一週間。

			　どうして俺がこの世界に来たのか、理由はわからない。

			　けれど、理由がわからなくとも食べるものがなければ飢(う)える。

			　屋外で眠気に負ければ、この寒い冬の気候の中では凍(とう)死(し)しかねない。

			　生きるためには、食べ物を買うために、宿をとるために金を稼ぐ必要がある。

			　これは、肉体を持って生きている以上どうにもできない呪(じゆ)縛(ばく)のようなものだ。

			　だから俺は、街で偶然見かけた巨乳美人なエリスに頼みこみ、この治療院で働くことにした。

			「そろそろ昼食にしましょうか。ちょっと準備してくるから、少しの間お願いね」

			「あぁ、わかった」

			　この一週間で、エリスからここがどこなのかや魔法の存在について等、いろいろなことを教えてもらった。

			　魔法のある世界。多様な種族のいる世界。

			　俺が今まで暮らしていた日本とは、まったく違う。

			　もちろん不安は不安だったが……まぁ、エリスの巨乳を眺めていたらなんだかどうでもよくなった。

			　俺は考えても仕方がないことは考えないタイプだ。しばらくはエリスの厚意でなんとかなりそうだし。

			　それに、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力はエリスが驚くぐらいには凄(すご)いらしい。

			　ここの手伝いで食っていくことぐらいはできるはずだ。

			　……まぁ、問題がないではないんだが。

			　エリスは男と同居なんてしたことがないのか、やたらと無防備なのだ。

			　昨日なんて、普通に部屋に下着を干していた。

			　無防備で巨乳なエリス相手に理性がいつまで持つか。

			　そこに関してだけはまったく自信がなかった。

			「……お、客か？」

			　と、そんなことを考えていると、不意に治療院のドアが開いた。

			　入ってきたのは女の子。

			　肩に届くか届かないかという長さの赤毛の髪。

			　肩から全身を隠すぐらい大きな外(がい)套(とう)を羽織り、前をしっかりとじている。

			　てるてる坊主みたいな格好だ。

			　彼女は俺の目の前の椅子に座ると、

			「あの、ヒール一回だけお願いします」

			　と言った。そして、外(がい)套(とう)の中から右腕をそっと差し出す。

			　そこには内出血だろうか、赤紫色に変色した皮(ひ)膚(ふ)があった。

			　……どうやら打(だ)撲(ぼく)のようだ。

			　いや、もしかしたら骨にヒビぐらい入っているかもしれない。これは痛そうだ。

			　まぁでも、骨にヒビ、それぐらいならヒール一回で大丈夫だ。

			　この治療院で働き始めて、治(ち)癒(ゆ)魔法にも慣れてきた。

			　これぐらいなら目を瞑(つぶ)っていても治せるだろう。

			「それじゃ、ヒール」

			　そして、治(ち)癒(ゆ)魔法を発動する。

			　すると――

			　目の前の女の子が、目も眩(くら)むほどに強く発光した。

			「あっ……」

			「えっ!?　な、何これ!?」

			　やばい。油断した。

			　ヒールを発動させた場合、普通は緑の光が淡くぼんやりと出る程度のはずだ。

			　でも、今のは明らかに違った。

			　どう見ても普通じゃない。

			　まるで全身にエクスヒールでもかけたかのような光だった。

			　腕にヒールをかけただけなのに。

			「えっ、ええっ……？　今の光、ヒールじゃない!?」

			　赤髪ちゃんは混乱しているようだが、俺には原因がわかっている。

			　魔力操作に失敗したのだ。

			　一昨日(おととい)も、別の客で同じようなことがあった。

			　その後エリスと俺の治(ち)癒(ゆ)魔法を検証した結果、俺の魔力量が尋常でないことが判明したわけだ。

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力量というのは治(ち)癒(ゆ)魔法使いにとって強みではあるが、ある一点において弱みでもある。それは、魔力操作の精密性だ。

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力を精密に操作するのは、ドラム缶に入ったジュースを小さなコップに注ごうとするようなもの。

			　少しでも気を抜けば、魔力は簡単に溢れて暴走してしまう。

			「な、治ってるか？」

			　別の客にやらかした時は特に問題もなかったが、今のはそれと比べても尋常じゃない光り方だった。

			　もしかしたら、治(ち)癒(ゆ)魔法が上手く発動しなかった可能性もある。

			　確認が必要だ。

			　すると、赤髪ちゃんは自分の腕を見て、その後、何かに気づいたかのように自分の外(がい)套(とう)の下を覗き込んだ。

			「な、治ってる……え、嘘、傷跡まで？　……全部、全部治ってる!?」

			　治ってるか。どうやら大丈夫だったらしい。

			「そうか、それなら良かった。それじゃあヒール一回で二百ゼニーだ」

			「に、二百ゼニーだけで良いの!?」

			　赤髪ちゃんが、目を見開きながら言う。

			　他の客に聞いた話だが、この治療院は他所と比べて治療費が安いらしい。

			　たまに、それを知らずに入ってきた客に驚かれることがある。

			「あぁ、ただのヒールだからな、ここでは二百ゼニーだよ」

			「で、でも……」

			　戸(と)惑(まど)う赤髪ちゃん。

			　相場より安く治療してもらったことに申し訳なさでも感じているのかもしれない。

			　俺に申し訳なさそうな顔を向けながらも、自分のバンクカードを見ては逡(しゆん)巡(じゆん)しているようだ。

			　多分あんまり金を持ってないんだろう。

			　そんなに気になるなら身体でお礼でもしてもらいたい……とも思ったが、さすがにこんなてるてる坊主みたいな露出も色気も皆(かい)無(む)の格好ではその気も起きない。

			　屋内なんだから、せめて外(がい)套(とう)ぐらいは脱げばいいのに。

			「まぁ気にするな」

			　価格を設定したのは俺じゃなくエリスだし。

			「……あ、ありがとう」

			　お礼を言う赤髪ちゃん。忘れないうちに、バンクカードで二百ゼニーを受け取る。

			　しかし、なんだかジッと見つめられているような気がするのは気のせいだろうか。

			　そして赤髪ちゃんは、少し迷うような素振りを見せながら聞いてきた。

			「その、今の治(ち)癒(ゆ)魔法のことなんだけど……」

			　……やっぱり、あれはヒールの光り方じゃなかったから怪しまれているのだろうか。

			　この世界の治(ち)癒(ゆ)魔法使いはほとんどすべてがメディネ教とかいう宗教団体で修業して治(ち)癒(ゆ)魔法を身につけているらしいし、俺はそういう意味ではモグリのようなものである。

			　あまり治(ち)癒(ゆ)魔法のことに突っ込まれるのはまずい気もするんだが。

			　――と、そんな時。

			　さらにまずいことが起きた。

			　エリスだ。

			　引きつった表情のエリスが、治療院の奥からやってきた。

			「ね、ねぇ、シキ。私の下着が一枚見当たらないんだけど、あ、あなたじゃないわよね……？」

			「そ、それじゃあお客さん、俺はこれで！　……エリス、それはもちろん俺じゃない。でも、下着がないのは大変だな！　一緒に探してやるよ！」

			　俺じゃない。

			　いや、俺だけど、卑(ひ)猥(わい)な目的には使っていない。

			　ただ、手が届くところに下着があったからついつい手にとって、ベッドの下に確保してしまっただけだ。

			　俺は女の子の体には興味はあるが、下着単品で興奮するような変態ではない。

			　だから俺じゃない。

			「ちょっ、ちょっと待って！　私……っていうの！　そ、その、今の治(ち)癒(ゆ)魔法のこと……、あれってやっぱり……！」

			　赤毛の女の子が声をかけてくるが、今は構っている場合ではない。

			　あれは本当に特に理由のない、ただの出来心だったのだ。

			　反射と言っても、衝動といってもいい。

			　今になれば、なぜあんなことをしたのかわからない。

			　ただ、本能に従っていつのまにか確保してしまっていただけなのだ。

			　あえて理由をつけるなら、目の前にあったから。

			　それだけなのだ。

			「ほ、本当にあなたじゃないのよね……？」

			「もちろんだ、エリス！　エリスの白い下着のことなんて俺は知らない！」

			　しかし、この状況は非常にまずい。

			　いち早くエリスの下着を、偶然発見した振りをして返さなければ！

			　

			　数日後。

			　エリスに訝(いぶか)しまれながらもある程度自然な体(てい)裁(さい)を保って下着を返すことに成功した俺は、今日も治療院で無事に仕事をしていた。

			　……本当に追い出されなくて良かった。

			　それに、エリスも自分の下着は自分の部屋に干すようになり、俺が無駄に理性を使わなければいけないようなことも減った。

			　なんだか俺が盗ったとバレているような気もするけれど、多分まだ大丈夫だ。

			　そんなことを考えていると、また治療院に来客があった。

			「こ、こんにちは」

			　以前の赤髪ちゃんだ。

			　でも、前と雰囲気が違う。

			　何が違うのかと思えば、服装だ。

			　てるてる坊主のように全身を覆(おお)っていたあの外(がい)套(とう)を着ていない。

			　今日はショートパンツにシャツだけだ。

			　外(がい)套(とう)は治療院に入る時に脱いだのか、露出が多めの動きやすさと女の子らしい感じが両立した服装をしている。

			　この服装だと、なんだかボーイッシュな雰囲気がある。

			　そして、腕には盾、腰には剣をさしていた。どうやら冒険者だったらしい。

			「えっと、ヒールお願いできるかな」

			　今日も俺の前の椅子に座ると、治療を頼んでくる赤髪ちゃん。

			　いや、赤髪の客は他にもいるし、これからはボーイッシュちゃんと呼ぼう。

			　名前も知らないし。

			　ボーイッシュちゃんの腕には、魔物に切り裂かれたような跡があった。

			　止血はしてあるようだが、やはり痛々しい。

			　エリスに聞いた話では、冒険者はこの迷宮都市で、魔物と戦い生計を立てている職業らしい。

			　多分、こういう怪(け)我(が)は日常的なものなのだろう。

			「あぁ、ヒールだな」

			　今度は細心の注意を払って魔力を操作し、ヒールを発動させる。

			　すると無事ヒールが発動し、ボーイッシュちゃんの腕がぼんやりとした緑の光に包まれた。

			「よしっ、成功。お代は二百ゼニーだな」

			　今度は成功だ。

			　さすがに同じ客相手に二度失敗するわけにはいかない。

			　正真正銘の普通のヒールが発動できた。

			　これで、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法について聞かれたりはしないだろう。

			「やっぱり、傷跡まで治ってる……」

			　けれど、ボーイッシュちゃんは俺の治(ち)癒(ゆ)魔法をかけられた腕を見て、そう呟(つぶや)いた。

			　……傷跡。

			　そういえば、エリスが傷跡については別料金を取るか断って良い、みたいなことを言っていた気がする。

			　傷跡を治すのは難しいからとかなんとか。

			　俺にとっては難しいという感覚がよくわからないぐらい簡単なんだが。

			　でも、多分世間の常識的にはエリスが正しいのだろう。

			　……これはまずいだろうか？

			　いや、今回は前回のヒール大閃光に比べればまだ普通のことだろう。

			　ちょっと傷跡を治すのが上手いというだけのこと。

			　そこまで疑問には持たれないはずだ。

			　というか、傷跡を意図して治さない方が難しいし。

			　そしてボーイッシュちゃんもそこまで突っ込むつもりはなかったようで、特に質問してくることもなくポケットからバンクカードを取り出した。

			　そして、俺のバンクカードとそのバンクカードを重ねる。

			　けれど……、

			「おいおい、金が来てないぞ。もしかして残高がないんじゃないか？」

			「えっ、あ、あれ!?」

			　確認すると、俺のバンクカードに金が渡ってきていなかった。

			　ボーイッシュちゃんも気づいたようで、バンクカードを見つめながら顔を青くしていく。

			「……そ、そういえば傷跡が治ったの嬉しかったから服も買っちゃったし……や、宿代も払ったんだった！　……あ、それに盾のメンテもしちゃったから……」

			　どうやら心当たりがあったらしく、頭を抱えるボーイッシュちゃん。

			「……金、ないのか？」

			「あ、その、えっと……あはは」

			　頬(ほお)をかきながら、笑って目を逸らすボーイッシュちゃん。

			　ないらしい。

			　そういえばこのボーイッシュちゃん、外(がい)套(とう)をてるてる坊主のように着込んでいた時は気づかなかったが、なかなか良い身体をしている。

			　胸もエリスほどではないが、なかなかの巨乳だ。

			　身体で払ってもらうとか、できないだろうか。

			　駄目か。さすがに駄目か。

			　そうしてボーイッシュちゃんの胸を見ていると。

			「あっ……」

			　ボーイッシュちゃんがサッと手で胸を隠した。

			　どうやらまじまじと見すぎたらしい。

			　ちょっと薄着な格好だからといって、さすがにデリカシーがなかったか。

			　警戒されて、もう来てもらえなくなるかもしれない。

			　けれどボーイッシュちゃんは、自分のバンクカードを見て、そして俺の顔を見て、最後に自分の胸を見ると、なにやらもじもじとし始めた。

			　そして上目遣い気味の目線を向けながら言ってくる。

			「そ、その、前に治療してもらった時のことで聞きたいことがあるんだけど……その、あの治療ってやっぱり……」

			　前のこと？

			　いったいなんだろうと思ったが、このタイミングで言うということは間違いなくアレだろう。

			　……このボーイッシュちゃんは今、治療をしてもらったのに金がなくて困っている。

			　下手をすれば、このまま俺に官憲に突き出されてしまうかもしれない。

			　そんな状況で出す話題があるとすれば……、

			「何も言うな。今回の治療費はタダで良い。黙って帰るんだ」

			　俺がエリスの下着を盗んだ件。

			　これをネタにした脅(おど)し。

			　それ以外には考えられない。

			　以前、このボーイッシュちゃんはエリスと俺の話を聞いていた可能性がある。

			　同居人の下着を盗むような変態治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいる治療院だと噂(うわさ)を流されたくなければ、治療費をチャラにしろ。

			　きっとこれはそういう流れだ。

			「いいか？　怪(け)我(が)をしたらいつでも治療してやる。だから、だからそのことはもう言うな」

			　俺の名誉と、一回二百ゼニーぽっちの治療費。

			　選ぶのがどっちかなんて決まっている。

			　それに、かわいい女の子からの脅(おど)しなら別に屈してもいいし。

			　が、ボーイッシュちゃんの反応がなんだかおかしい。

			　俺が治療費はいらないと言った後から、赤い顔で固まって、じっと俺の目を見つめている。

			　治療費をチャラにするだけじゃ足りなくて怒っているのだろうか。

			　いや、さすがにこれ以上はボリすぎだろう。

			　変態のレッテルぐらいは気にせずに、もう官憲に突き出すべきだろうか。

			　……けれど、どうやらそんな俺の考えは大きく外れていたらしい。

			「……胸、見たいの？」

			　赤い顔のままそう呟(つぶや)いて、自分の服のボタンに指をかけるボーイッシュちゃん。

			「治療費、今はないけど……今日はこれで許してくれないかな」

			　そして、プチプチとボタンを外していく。

			「お、おい、ちょっと……」

			　ボタンが外されると、そこには綺(き)麗(れい)な白い肌。

			　黒い下着が、その下の柔らかな肉塊に押し上げられるようにして存在を主張する。

			　そして、俺と目が合うと恥ずかしそうに顔を逸らす。

			　なんだ？

			　これはどういう展開だ？

			　俺は脅(おど)されてたわけじゃなかったのか？

			　疑問が頭に浮かぶが、目の前のおっぱいを見てたらすべてどうでもよくなった。

			「き、綺(き)麗(れい)な肌だと思わない？」

			「あ、あぁ」

			　傷跡一つない、冒険者らしからぬ綺(き)麗(れい)な肌。

			　よくわからないが、どうやら今俺は治療費の代わりとして胸を見せられているらしい。

			　わからないことだらけだが、それだけわかれば十分とも言える。

			　とても柔らかそうだ。無意識のうちに手を伸ばしてしまう。

			「そ、それはまだ駄目！」

			　が、ボーイッシュちゃんは俺の手から体を引いて逃れると、すぐにボタンを付け直す。

			「……そ、その、治療、ありがとう」

			　そして一言礼を言うと、駆けるようにして治療院から出て行った。

			　……脅(おど)されたのかと思ったら、胸を見せられた。

			　しかも、恥ずかしがるようにして逃げるように出て行った。

			　これはいったいどういうことなんだろう。

			　気にはなったが、考えてもわからない。

			　わかることといえば、治療費をもらえなかったことと、あの子の下着は黒だったということだけだ。

			　考えても仕方がない。

			　俺は見せられた巨乳を鮮明に思い出すことに、すべての脳のリソースを使うことにした。

			　

			　それからというもの。

			　あのボーイッシュちゃんは頻(ひん)繁(ぱん)に治療院にやってきた。

			　やはり冒険者なせいか、頻(ひん)繁(ぱん)に怪(け)我(が)をするらしい。

			　金をあまり持ってないのかケチなのか、ほとんど金を払わず肉体的な値引き交渉を駆(く)使(し)して料金を踏み倒しにかかってくる。

			　しかも、あのボーイッシュちゃんと値引き交渉をすると、ほとんど必ずと言って良いほどエリスにそれを目撃される。

			　まるで狙ってやってるんじゃないかと思うほどだ。

			　……なんだか最近、エリスの怒り方も怖くなってきている気がするし。

			　でも、ボーイッシュちゃんの値引きはだんだんエスカレートしているのだ。

			　最初は見るだけだったのが、触らせてくれるようになったり。

			　触るだけだったのが、向こうから押し付けてくるようになったり。

			　エリスに怒られて次は値引きはやめようと思っても、エスカレートした値引き手段にどうしても屈してしまう。

			　……このままではいつか、本当にエリスに追い出されてしまいそうな気がする。

			　そろそろ、真面目な従業員にならないといけない。

			　よし、決めた。

			　次は値引き交渉に応じない。

			　ボーイッシュちゃんの色仕掛けなんかに絶対負けない。

			　俺はそんな覚悟を胸に秘め、今日も治療院で働き始めた。

		

	
		
			幼馴じみ（おさななじみ）

			神奈川県在住の、専ら自宅の警備をしているダメ人間。夢はかわいくて優しい女の子に養ってもらうこと。（二〇一五年十月現在）

			　

			イラストレーション

			おりょう（おりょう）

			おりょうです。イラストを描いたり漫画を描いたりして生活しています。お肉が食べたいです。お寿司もいいですね。（二〇一五年十月現在）
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